


[image: ]







[image: ]








プロローグ

第一章「まさかの再会」

第二章「私たち、別れたよね？」

第三章「不思議な関係」

第四章「変わらない二人」

第五章「そこに明確な原因はない」

第六章「そういうものだと割り切って」

エピローグ

おまけ「新婚初夜」









プロローグ








「別れたい」

　幼なじみであり、恋人でもある棟とう寺じ禎さだ高たかにそう告げると、彼は驚いたように目を瞠った。

　ワックスでラフにまとめただけの短い黒髪は抜け感がある。端正な顔立ちに整った眉、すらりと伸びた長い手足──オフでありながらも、禎高はいつだって素敵だ。

　そんな素敵な彼に対して、瓜うり瀬せ真ま夏なつはひどい有様だった。

　目の下にはひどいクマができていて、肌も荒れている。まとめたはずの髪は所々ほつれて艶がない。

　どんなに化粧をして綺麗な服に袖を通しても、隠しきれない負のオーラが真夏の全身からにじみ出ている。

　年度末に向けて互いに仕事が忙しく、真夏が彼に会うのは実に三週間ぶりだ。

　もっとも、今日は楽しいデートではない。「大切な話がある」と禎高の部屋に入った真夏はソファの定位置に腰を下ろしていた。

　ソファには夜明け前の空のようなインディゴブルーのクッションが二つ並んでいる。デート中にたまたま一目惚れして買って以来、ずっと大切に使っていたものだ。

　クッションだけではなく揃いのものが部屋の中には溢れていて、その数だけ積み重ねてきた時間を感じる。ひとつひとつにエピソードがあり、彼との楽しい記憶を思い出すだけで涙腺が刺激された。

　泣きそうになりながらも「別れたい」と声を絞り出したのが、つい先程のこと。

　最後くらい綺麗な姿で会いたかったけれど、今の真夏は最低限の身だしなみを整えるだけでやっとの状態だった。

　色々なことに疲れ果ててしまい、なにをする気力もない。ただ言葉を紡ぐだけでもしんどく感じてしまうほどである。

　真夏が彼を見つめれば、しばしの沈黙の後に彼は理由を訊ねてきた。

「どうして？」

　怒りや焦りが滲んでいない、落ち着いた声だった。

　穏やかな彼が大好きだったけれど、別れ話すら取り乱さない禎高に胸の奥が痛む。

　真夏にとって禎高は大きな存在だったけれど、彼にとっての真夏はそうではなかったかもしれない。

「もともと私と禎高とは不釣り合いだと思ってた。……でも、棟寺商会の息子の恋人という目で見られるのに疲れちゃったっていうのが一番の理由」

　禎高の家は地元の人なら誰もが知っている会社「棟寺商会」を経営している。

　全国的な知名度は低いけれど、他県にまで支社があり経営は順調だ。駅前の一等地には大きな自社ビルが建っている。

　棟寺商会の代表取締役が禎高の父親で、彼はその次男。将来は副社長として長男である兄を支えるだろう。

　今だって、彼は二十六歳にしてすでに営業部の役職に就いている。禎高自身もとても優秀で会社に貢献しているようだ。

　そんな彼に対し、工場の事務員である真夏は勝手に負い目を感じていた。

　禎高はちょっとした有名人なので、恋人である真夏も一部の人から認知されているらしい。

　スーパーで「あなた、棟寺商会のお坊ちゃんの恋人よね？」と、知らない人に話しかけられたこともあった。

　禎高という素敵な男性に愛される幸せはあれど、「棟寺家子息の恋人」という立場に息苦しさを感じてしまう。

　初めてそれを感じたのは、彼と恋人になった時。

　もともと真夏と禎高の実家は同じ学区にあり、幼稚園からずっと一緒で高校も同じところに進学した。

　高校生になると自然とカップルも増える。彼氏のいる子が輝いて見えた。

　だから真夏も密かに思いを寄せていた禎高と特別な関係になりたいと思うようになる。年頃の女子としていたって普通の感情だ。

　そんな折にタイミングよく彼から告白された。もちろん真夏はひとつ返事で承諾する。

　禎高と付き合えることが嬉しくて、真夏は仲のいい友達に「彼氏ができた」と報告した。

　その子には彼氏がいたし、いつも惚気を聞かされていたから、伝えても特に問題はないと思っていた。現に、彼氏ができたと伝えた時は前のめりになりながら「おめでとう！　相手は誰？」と聞いてきたのである。

　しかし相手が禎高だと言うと友達は表情を曇らせた。

　それからというもの、急に態度がよそよそしくなり壁を作られてしまったのである。

　さらに、廊下を歩いているだけで「あの人が棟寺くんの彼女だって」と、知らない女子生徒からじろじろ見られるようになった。

　注目を浴びるのはいい気分ではなかったけれど、当時は禎高の隣にいられるだけで幸せだったし、そこまでつらいとは思わなかった。

　それから十年。年を重ねるにつれ、真夏は禎高の恋人でいることに疲れを感じるようになったのである。

　若い頃は平気だったことでも、年を重ねるごとに堪えてしまう。

　好きという思いだけで帳消しにできるほど真夏は逞しくない。

　そもそも真夏は普通の家に生まれた平凡な人間なのに、知らない人からも認識されているのは恐怖でしかなかった。

　じわじわと真綿で首を絞められるような感覚。

　スーパーで見切り品を手に取るのすら誰かに見られているかもしれないと躊躇うようになってしまった。

　棟寺家に迷惑をかけないように常に人目を気にする毎日はひどく疲れる。

　さらに職場で追い打ちをかけるようなことがあり、真夏に限界がきてしまった。

　それこそ、あんなに素敵な恋人と別れてでも平穏を取り戻したいと思うほどに。

（禎高のことは好きだけど……その気持ちだけでなにもかも受け入れられるほど、私は強くない）

　禎高にとっては寝耳に水の話だろう。彼にはなんの非もないし、いつだって真夏を大切にしてくれた。

　申し分のない恋人に別れを告げる罪悪感に苛まれる。

　ただ、好きなだけではどうにもならないことが世の中にはあるのだ。

　このままでは真夏に限界がきてしまう。だから、その前にどうしても別れたい。

「……ふーん。そうか」

　詳細を聞くこともなく、禎高は納得したように頷いた。

「真夏の気持ちはわかったよ。つらい思いをさせてごめんな」

「ううん。私こそ、弱くてごめん」

　お互いに謝る。修羅場にもならない、とても理性的な別れだった。

　高校生の時に彼と付き合い始めてからもう十年近い。このまま、彼と結婚できたら素敵だな──そんな夢を抱いたこともある。

　禎高はまっすぐに真夏を愛してくれた。彼はかなりモテるけれど、誤解を招くような行動をする人間ではない。気持ちを疑ったことはただの一度もなかった。

　そして真夏も、彼以外の男性に心が揺れたことなどない。

　大きな喧嘩もなく、一緒に過ごした日々の記憶は胸の中できらきらと輝いている。真夏と彼はいい恋人同士だった。

　その結末がこれとは、ひどく呆気ない。

　禎高にとって真夏は引き留めるにも値しない存在だったのか、それとも恋の終わりを薄々感じ取っていたのか？

（わからないけれど、もう、どうでもいい）

　──そして、真夏は長年の恋に終止符を打った。







第一章「まさかの再会」








　定時後の女子更衣室は賑やかだ。化粧直しをしながら、たわいもない話をしている。

　真夏が事務員の制服から私服に着替えていると、同じ部署の女性が話しかけてきた。彼女はロッカーも隣だし年も近いので、仕事帰りにたまに食事に行く仲である。

「瓜瀬さん、送別会は参加する？」

　季節は春。部署異動の時期であり、真夏のいる部からも他の地区に転勤する人がいた。

　近々送別会が開かれることになり、幹事から出欠確認のメールが届いたのである。

「もちろん参加するよ」

　ロッカーの内側に備え付けられた鏡を見ながら真夏はさっと髪を整える。ブラウンに染めた髪は明るすぎず暗すぎず、職場の雰囲気にもよく馴染んでいる。

　以前は肌荒れのせいで化粧崩れがひどかったが、今は夕方だというのに綺麗なままだった。くりっとした大きな目は生き生きとしている。

「そっか。じゃあ、私も行こうかな」

　親しい人が行くならばと、彼女は出席を決めたようだ。

　参加は強制ではない。子供がいる女性は不参加の人が多いし、送別会の主役はどうせ職場から離れるから、参加しないことで人間関係が悪くなることもなかった。

　職場の人との飲み会はそれなりに気を使うから敬遠する人もいる。けれど、真夏は大好きだった。

　お酒を飲むと、いつもきりっとした上司のゆるんだ顔が見られたり、同僚がのろけ話を始めたりする。普段とは違う姿が見られるから楽しいし、酒の席では話も弾む。

「そういえば、瓜瀬さんもここに来てもうすぐ一年だよね」

「そうだね。早いなぁ……」

　そう呟いて、懐かしそうに目を細める。

　真夏が務めているのは、船や自動車、工業用機械などの特殊な部品を作っていている工場だ。

　県内の三箇所に工場を持っており、そこそこの規模といえる。取引先は大企業ばかりで業績も上々だ。ただし企業相手の商売なので、全国的な知名度はあまりない。

　工場同士はかなり距離があり、ここは一番田舎の場所だった。真夏はその補系管理部門の事務員である。

　だが、もともと真夏が務めていたのは県庁所在地にある工場だった。

　実は一年くらい前、この田舎の工場のベテラン事務員が退職することになった。

　それに伴い引き継ぎで人を雇ったものの、妊娠が発覚して悪阻で来られなくなったり、その次に採用した人も親の介護が必要で急に引っ越すことになったりと、後任がことごとくいなくなってしまったのである。

　ベテランの人が抱えていた業務量はそれなりで、他の人に振り分けるとオーバーワークになることは目に見えていた。

　そこで、急遽真夏がいた工場にＳＯＳが来たのである。

　工場の立地は違っていても、同じ会社かつ同じ部署。使っているシステムは一緒だ。

　ベテランの人の退職日まで差し迫っているけれど、仕事の内容も大きく変わらないし、引き継ぎもスムーズにいくと考えたのだろう。

　それに、もともと真夏がいた工場周辺は栄えていたから人口も多い。「そちらなら求人もすぐ見つかりそうだし、なんとか一人こちらに回してくれないか」と部長が泣きついたようだ。

　当時真夏がいた工場からこちらの工場まで車で二時間はかかる距離である。異動するなら引っ越しは必須だ。

　しかも、こちらの工場のある場所は県庁所在に比べるとかなりの田舎だった。なにせ、バスが一時間に一本しかない。土日休日はさらに半分になる。

　市内にある大きいお店といえばホームセンターとドラッグストア、そして家電量販店のみ。百貨店などない。日常生活を送るのには困らないが、ちょっといい服を買いたいなら県庁所在地まで足を伸ばす必要がある。

　そんな田舎には誰も行きたがらない。

　しかし、とある事情で当時の職場に居づらかった真夏にとっては朗報だった。すぐに立候補し、一年前にここに異動してきたのである。

　田舎とあって家賃は安いし、わざわざ異動してきた真夏には引っ越し代と家賃補助が出ることになった。おかげでオートロックがついた物件に住めてかなり快適である。

　なにより、この場所では誰も真夏を「御曹司の恋人」として見なかった。ただの瓜瀬真夏として接してくれる。

　実は前の職場で真夏は「棟寺商会の子息の恋人」として認識されていた。なにかのはずみで真夏の恋人が棟寺禎高だとバレてしまったのである。

　それ以降、どんなに仕事を頑張っても「恋人がすごい人なら仕事ができて当然」としか言われなかったし、懇親会などの飲み会も「恋人がいるのに、飲み会に誘ったら悪いでしょう」と言われて一切誘われなかった。

　これがただの飲み会ならまだいいけれど、歓迎会や送別会といった義理を果たすべき時ですら誘われない。

　当時の職場は飲み会のコミュニケーションを大事にする文化があり、ずっと顔を出さないでいた真夏は周囲からどんどん嫌われていった。

　真夏の意思で参加しないわけではなく、そもそも誘われていないにもかかわらず、だ。

　この「業務外の交流の場」に誘われないという嫌がらせは、真夏には堪えた。

　常に疎外感を覚えてどうも居心地が悪い。もともと協調性はあるほうだったのに、自らの意思で輪を乱しているように思われるのも心外だ。

　業務に支障が出るような嫌がらせなら、会社のパワハラ窓口に相談できただろう。

　どんな職場にも特有の雰囲気があるが、かつて真夏がいた職場は特に女性の同調圧力が強く、嫌々ながらも飲み会に参加する者が多かった。

　その不満の矛先は、「いつも不参加なんてずるい。棟寺の御曹司と付き合ってるからって、お高くとまってるんじゃない？」と、真夏に向けられる。

　もう、どうにもならなかった。「誘ってもらえないから自分は悪くない」と開き直れるほど真夏は強くない。どうしても責められている気分になる。

　しかも、真夏が更衣室にいると必ず聞こえよがしに悪口を言われた。名前は出されなかったけれど、確実に真夏とわかる内容である。

　女子社員の態度がよそよそしくなると、なぜか男性社員まで真夏に冷たくなった。仕事に支障はないけれど、職場にいるのが苦痛であった。

　なにも言われていなくても、自分の悪口を言われているのではないかと常に気になったし、実際飲み会では悪く言われていただろう。

　そんな中、他の工場への異動は願ってもない話だった。

　案の定、色々と便利な県庁所在地から田舎へわざわざ異動したいという変わり者は真夏の他におらず、すんなりと決まったのである。

（あの時、禎高とも別れたんだよね……）

　異動が決まった後、恋人の禎高に別れを告げた。

　真夏は「棟寺の御曹司の恋人」として見られることに疲れてしまった。引っ越しと同時に新しい生活を始めたいと強く思ったのである。

　別れを告げた時、彼は驚くほどあっさり応じてくれた。長年付き合ったカップルの最後なんて、そんなものかもしれない。

　ともあれ、恋人と別れた真夏は新天地での生活を満喫していた。

　ここでは当然のように飲み会に誘ってもらえる。仲間はずれにされない。ただそれだけで、とても嬉しい。

　同じ会社とはいえ、前の職場とこちらでは雰囲気が大きく異なっていた。飲み会に参加しない人を嫌ったりしないし女性陣の同調圧力もない。

　それだけではなく、もともと真夏は飲み会が好きなのだ。今度の送別会も当然参加予定である。出欠確認の社内メールが届いた際、すぐに参加と返信した。

（ええと、今の時間は……）

　真夏は時計を確認する。今すぐ会社を出れば電車に間に合いそうだ。

　バッグを肩にかけてロッカーを閉じると、なにかを思い出したように同僚が「あっ」と声を上げる。

「そういえば、新しくここに来る人は出向らしいよ。たしか二十代って聞いた」

「へー、そうなんだ。若い人が来るんだね」

　人が出ていくのだから、補充されるのが道理である。

　真夏のいる部署に出向がくるのはめずらしいけれど、なんにせよ新しい人とも当たり障りなく普通に仕事ができればいい。

　──そう真夏は考えていた。その「新しい人」に会うまでは。





　　　◆　　◆　　◆　　◆






　四月一日。

　真夏の務めている工場にもたくさんの新入社員が入ってくる。

　とはいえ、入社式も研修も県庁所在地にある工場で行われるので、この田舎の工場に新入社員が配属されるのは六月になってからだ。

　本日この部署に来るのは人事異動や中途採用、そして出向の人である。

　そんな中、朝礼で紹介された人物を見て真夏の心臓は止まりそうになってしまった。

「本日付けで配属になりました竹たけ村むら禎高と申します。先程紹介がありましたとおり、棟寺商会から出向で来ました。一年間ここで勉強させていただきます」

　深みのある低い声がフロアに優しく響く。

　──一年ほど前に別れた恋人が、そこにいた。

　真面目な印象を与える黒い髪を横に流し、長身の彼にあわせたオーダーメイドと思われる細身のスーツはスタイルのよさを際立たせている。とても工場の事務員とは思えないオーラを放っていた。

　しかし、人好きのする爽やかな微笑みで近寄りがたい雰囲気を調和している。

「モデルみたい……」

　誰かがぽつりと呟く。

　男性も女性も食い入るように禎高を見ているが、真夏は頭が真っ白になってしまい自己紹介もうまく聞こえない。

「棟寺商会では営業をしていました。ここの業務内容とは離れていますが、これまでの経験を活かして皆様に貢献したいと考えております。よろしくお願いいたします」

　彼が綺麗な所作で礼をすれば、ぱちぱちと拍手の音がした。一人だけ拍手をしないのはおかしいので、呆然としていた真夏は慌てて拍手をする。

「それでは……」

　禎高の自己紹介の後に部長の話が始まる。

　その瞬間、彼と視線が交わった。禎高の切れ長の瞳が緩く弧を描いた気がする。真夏は咄嗟に目をそらした。

　朝礼の後、真夏はメールチェックしながらも意識が禎高に持っていかれる。

（なんで禎高がここにいるの？　しかも、竹村って禎高のお母さんの旧姓だったはず）

　県内の三箇所に工場を持つこの会社はそこそこの規模だ。他社から出向を受け入れるのは珍しくもないし学生のためにインターンシップもやっている。

　また、禎高は大学卒業後、まずは地方銀行に就職して金融関係の勉強をしていた。もちろん彼の父親が融通した縁故入社であり、彼の兄もまず銀行に就職している。

　しかし銀行に勤めた後は、棟寺商会に戻ってキャリアを築いていくはずだ。それがどうして、こんな田舎の工場に出向する必要があるというのか。

　棟寺商会も真夏の務める工場も県内というローカルな視点なら大規模な組織だ。禎高の父親が動けば、この工場も出向を断ることはないだろう。

（なにか必要なことがあって出向するにしても、こんな田舎の工場じゃなくて、都会の工場に行くべきじゃない？）

　メールの返信をしつつ、ぐるぐる考える。

　すると、禎高が上司に連れられて一人一人挨拶をしている様子が見えた。

（あれ？　ちょっと痩せた？）

　一年ぶりに会う彼は心なしか細くなった気がする。顔色は問題なさそうだけれど、少しだけ気になった。

　相変わらず綺麗な姿勢で、歩く姿でさえ様になる。禎高は間違いなくいい男であり、あんなに素敵な人が自分の恋人だったのか……としみじみ思ってしまった。

　懐かしく思うと同時に、胸の奥に言葉にならない切なさがこみあげてくる。

（もうすぐ、ここに来る……！）

　朝礼で全体に挨拶したけれど、その後はこうして同室の全員に挨拶回りするのが慣例だ。フロアの端から始まった挨拶だが、真夏の席にどんどん近づいてきている。

（とりあえず、普通に接しよう）

　変におどおどしていたら周囲の人もおかしく思うだろう。淡々と「よろしくお願いします」と言えばいいのだ。

　仕事を進めていると、あっという間に挨拶の順番が回ってきた。声をかけられた真夏は椅子から立ち上がる。

「先程紹介にあずかりました竹村です。久しぶりだね」

「……お久しぶりです」

　いきなり「初対面ではない」ことを匂わせた禎高に内心動揺しながら、真夏は無表情で返事をする。

　先程まで柔らかな表情を浮かべていたというのに、真夏と向かい合った瞬間に彼は鋭い眼差しを向けてきた。口角は上がっていても目が笑っていない。

　彼のそんな表情を見るのは初めてで、真夏は思わずぞくりとする。

「あれ？　知り合い？　そういえば、瓜瀬さんもあっちから異動してきたんだよね」

「はい。実は彼とは同級生なので、驚きました」

「へー、そうなんだ。すごい偶然だね」

　上司はうんうんと頷く。

「じゃあ、手続きでわからないことがあったら瓜瀬さんに聞いたらいいよ。瓜瀬さんも去年異動してきたばっかりで、同じような手続きしてるから」

　上司が余計なことを言い、禎高が「じゃあ、お願いしようかな」と答える。

　気まずいのであまり接点を持ちたくはなかったけれど、こればかりは仕方ない。どうせ今日中に終わる手続きだ。

「はい。なにかありましたら聞いてください」

　真昼が答えれば、禎高がやや不満そうに片眉を上げる。

「なんで敬語なの？」

「すみません。会社なので、つい」

　これで話は終わりだとばかりに頭を下げれば、禎高たちは次の挨拶へと向かった。

（びっくりした……）

　いきなり「久しぶり」と言われて驚いたけれど、うまく対応できたと思う。上司も違和を感じた様子はなかった。

（禎高がここに来たのは偶然よね。禎高だって私を追ってきたって思われるのは心外だろうし。深く考えないで、ただの同級生として接しよう）

　仕事をしているうちに、動揺していた心が落ち着いてくる。

　すると、先程禎高と一緒に挨拶をした上司から社内メールが届いた。なんだろうと思いながら読んでみる。

（ええと……禎高が棟寺商会の子息ということは、内密にしてほしいってことか）

　禎高の素性は彼の直属の上司と上層部しか知らないとのこと。

　次期副社長として見聞を広めるために出向してきたわけだが、素性を知られると周囲が遠慮して厳しい指導を受けられなくなるかもしれないと、禎高自ら内密にしてほしいと頼んだようだ。だから名字も竹村と名乗っているらしい。

（同級生である私は禎高のことを知ってるはずだから、黙っていてほしいわけね。でも、あの顔を知ってる人もいるだろうし、きちんと隠せるものなのかな？　……まあ、こんな田舎なら大丈夫なのかも。私も言いふらすつもりはないし、深く関わるのはやめよう）

　真夏は了承した旨を返信する。

　その後に事務手続きのことで禎高から何度か声をかけられたけれど、そつなく対応できた。
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　禎高が配属されて初めての金曜日、さっそく歓迎会が開かれた。

　場所は工場から近い居酒屋だ。田舎とはいえ、工場の周辺はちょっとした歓楽街がある。

　チェーン店よりも個人経営のお店が多く、製造部のような現場で働いている人は仕事帰りによく飲みに行っているようだ。

　歓迎会の場所は初めて行くお店だった。

　新しく配属されたのがまだ若い男性とあって、和食も洋食もどちらも楽しめるお店にしたらしい。二階建てで、二階にある大きな座敷を部で貸し切っている。

　同僚の女性と一緒に行ったが、主役の禎高はすでに席に着いていた。これ幸いとばかりに、真夏は彼と離れた場所に座る。

　すると、なんとなく彼の視線を感じた。不自然ではない程度にちらちらと真夏を見てくる。それに気付かないふりをして隣の同僚に話しかけた。

　どんどん人がやってきて、真夏の対面には大柄な男性社員が座る。彼のおかげで禎高からの視線を防げそうだ。密かに胸を撫で下ろす。

　やがて人が揃い、乾杯と共に歓迎会が始まった。

　今日は飲み放題コースで瓶ビールはない。瓶ビールがあると女性陣はお酌をして回らなければならないから大変なので、気を使ってくれた幹事に感謝する。

　歓迎会といえど、禎高の周囲にいなければ普通の飲み会と変わらない。お酒を飲みながら、たわいもない会話を交わす。

「そういえば、竹村さんイケメンよね。あそこまで整った顔を見るのは久しぶりで、びっくりしちゃった」

　隣にいた同僚の女性が禎高の話題を切り出し、真夏は内心ひやりとした。

「そうですね」

　禎高の顔がいいのは事実だ。とりあえず肯定しておく。

「でも、残念ながらうちの部の女性はほとんど既婚か彼氏持ちだし、イケメンがきたところで盛り上がらないわね」

　そう言いながら彼女は禎高に視線を向けた。

　彼の周囲にいるのは男ばかりで、禎高に近づこうとする女性はいない。イケメンの歓迎会だし、普通なら女性が群がるのだろうが、この部ではそんなことはなかった。

　とはいえ、女性は恋バナが大好きである。

「瓜瀬さんは彼氏いなかったよね。どうなの？　竹村さんはアリ？」

　同僚がにこにこしながら訊ねてきた。部内恋愛でもあれば、日常が楽しくなりそうだと思っているのかもしれない。

　もちろん真夏はもっともらしい理由をつけて否定する。

「あの人は出向で一年後にはいなくなるでしょう？　いくらイケメンでも、付き合うなら近くの人がいいなぁ」

「あー、それもそうだよね」

　彼女は納得したように頷き、話題が別のものに変わった。

　恋人がいないからといって、「せっかくだし、狙ってみたら？」と勧められなかったことに真夏はほっとする。彼女はしつこくないので、とても付き合いやすい。

　お酒を飲みながら彼女と楽しく会話をしていると、顔を赤くした男性社員がグラスを片手にやってきた。彼は真夏の近くに腰を下ろす。

「飲んでる～？」

「わっ。工く藤どうさん、できあがってますね」

　真夏は思わず笑ってしまう。

　工藤は二つ年上で明るい性格の男だ。酒を飲むと陽気になり女性陣に声をかけてくるが、身体に触れてくることもないし、セクハラめいた発言もない。

　むしろ調子にのった男性社員が下ネタを言ったら止めてくれるので、工藤は無害な酔っ払いだった。真夏も同僚女性も彼を輪に入れて一緒に話し始める。

　この部署では珍しくもない光景だが、端から見たらとても仲よさげに見えるだろう。

　工藤の冗談に声を上げて笑っている姿に、禎高のじっとりとした視線が向けられていることを真夏はまったく気がつかなかった。







第二章「私たち、別れたよね？」








　禎高が来てから一週間が経とうとしていた。

　今日は金曜日。仕事が終われば土日はゆっくり休める。

　別れた恋人が職場に現れたことに動揺したものの、周囲の人に勘付かれるレベルで態度に出すほど真夏は迂闊ではない。

　朝に彼と顔を合わせれば普通に挨拶を交わすし、業務のことで声をかけられればそつなく対応する。そこには、なんの問題もなかった……はずだった。

　仕事中、喉の渇きを覚えた真夏は自販機へと向かう。社内の自販機コーナーは充実していた。飲み物だけでなくパンやお菓子まで売っている。

　缶コーヒーを購入すると、「瓜瀬さん」と声をかけられた。振り向くと工藤がいる。

「なんでしょう？」

　仕事の話だろうか？　工藤の関わる案件を思い浮かべていると、彼は表情を曇らせながら聞いてきた。

「瓜瀬さんって、竹村さんと付き合ってる？」

「は？」

　とんでもない質問をされて真夏は凍りつく。

（なんで？　態度には出していないはず）

　黙りこんでしまうと、工藤が言葉を続ける。

「竹村さんに、『あんまり真夏にちょっかい出さないでくれますか？』って言われちゃってさ。ほら、歓迎会の時に俺たち話してただろ。それを見てたっぽくてさ……竹村さん、すげー怖かった」

　工藤は大げさに身体を震わせる。笑わせようとしているのかもしれないが、真夏は青ざめてしまった。

「瓜瀬さん、彼と同級生なんだっけ？　実は竹村さんと付き合ってたりする？　それとも、なんか困りごと？　そもそも、知り合いと同じ職場に出向って……。いや、それは偶然かもしれないけどさ」

　ふと、工藤が真面目な口調で問いかけてくる。彼が心配してくれたことに気付き、真夏は少しだけ肩の力が抜けた。

「ありがとうございます。なにかあった時には相談させてください。それまで、竹村さんの発言はどうか内密にお願いできますか？」

「わかった。総務にセクハラ対応の人がいるから、後で連絡先をメールしておくよ。俺に言いにくいことなら、その人に相談すれば動いてくれると思う。セクハラ相談窓口のフォームから送るより、担当者に直で連絡したほうが話が早いから」

「お気遣い、本当にありがとうございます」

　ぺこりと頭を下げる。彼がそこまで詳しいのは、この職場で過去になにかあったのだろうか？

　なぜ禎高が工藤を牽制したのか真夏にはわからない。彼との関係はとっくに終わっていた。真夏が誰とどうしようが、禎高が口を挟む権利などない。

（とりあえず、禎高と話をしてみないと。禎高は一年でいなくなるにしても、私はこれからもこの職場にいるわけだし、今後いづらくなるような言動はしてもらいたくない）

　昼休みになると、さっそく禎高に携帯電話のアプリでメッセージを送ることにした。彼とメッセージをやりとりするのは一年ぶりだ。

　履歴に残る最後のメッセージは、別れた日の朝に送ったものだった。感傷に浸りそうになりながらも文字を打つ。

『工藤さんに変なことを言いましたよね。それについて話があります』

　よそよそしく敬語になってしまう。返事はすぐに届いた。

『お疲れさま。今夜、空いてる？　俺の部屋に真夏が置いていった荷物があってさ。それを引き取ってもらいたいんだけど』

　工藤のことをはぐらかされた気がするが、それよりも真夏が置いていった荷物というのが気になった。

　付き合っていた頃、しょっちゅう禎高の部屋に泊まっていた。

　ほぼ半同棲のようなものだったし、いちいちお泊まりセットを持っていくのも面倒で、彼の部屋に真夏の荷物を置いていたのである。

　別れる際、その荷物は引き取ったはずだった。

　しかし、置き忘れてしまったものがあるのだろう。捨ててくれとは言いづらい。この地域のゴミの廃棄は有料なわけだし、分別が面倒なものもあると思う。

（ちゃんと引き取って私のほうで捨てないと。その時に工藤さんのことを聞こう）

　真夏はすぐに返信をする。

『了解です。待ち合わせはどうしますか？　職場の人に見られたくないので、会社の傍で合流するのは避けたいです』

『忙しくない時期だし今日は定時かな。最寄り駅はどこ？　車で迎えに行くから、都合のいい時間を指定してほしい。俺のか真夏のかわからない微妙なものはちゃんと見て判断してほしいから、部屋まで来て』

　長く付き合っていたがゆえに共同で使っていたものもある。

　それだって、勝手に捨ててくれと押しつけるわけにはいかない。きちんと答えを出さないと、彼だって気持ち悪いだろう。

　とはいえ、付き合っていない男の部屋に上がるのは抵抗がある。

　どうしようか迷っていると、禎高からメッセージが続けて届いた。

『久々にプレコ見たいでしょ？』

「……っ！」

　真夏は息を呑む。

　プレコというのは熱帯魚でナマズの仲間だ。

　禎高と付き合っていた頃、商業施設の中にあったアクアリウムショップで真夏はとあるプレコに一目惚れした。最初は値札に書かれていた額に驚いて水槽を見てみたが、とぼけたような顔が次第にかわいく見えたのだ。

　もちろん、気に入ったからといって生き物は気軽に購入できない。気分で購入するなど命に対してあまりにも無責任だ。

　熱心に水槽を見ていたけれどほしいとは思わない。水槽の底でじっとしているプレコを眺めて満足し、その場を後にした。

　──それから約三週間後。禎高の部屋に水槽が置かれていて、そこに真夏が気に入ったプレコがいたのだ。それはもう驚いた。

　もともと彼の実家では熱帯魚を飼っており、禎高にはアクアリウムの知識がある。そして、彼は前々から魚を飼いたいと思っていたとのこと。

　真夏が気になっていたプレコは比較的飼いやすい種類らしい。ちょうどいい機会だと、彼は水槽を立ち上げた。

　魚は水槽だけ用意すればすぐに飼えるわけではない。水中のバクテリアを増やす必要があり、魚が快適に過ごせる環境を整えるのに最低でも一週間はかかる。禎高はしっかり準備をしてからプレコを迎えたようだ。

　真夏はそのプレコが大好きだった。平べったい口で餌をかじる姿がとてもかわいい。彼に部屋に行くたび熱心に見ていた。

　だが、禎高と別れた後はもちろん会えない。同じプレコの動画を探して見たけれど、やはり禎高が飼っていたプレコが一番かわいく感じた。

（あの子に会いたい……）

　プレコは犬や猫のように人間になついたりしない。そもそも、水槽の外にいる人間を認識していないだろう。

　それでも愛着がある。

　真夏がプレコにめろめろだったのを知っているから、わざわざ部屋に誘ってくれたのだ。彼だって別れた女性を部屋に入れるのは気乗りしないはず。

『ありがとう。それでは少しだけお邪魔します。荷物を取って、プレコを見たらすぐに帰ります』

　そう返信する。

　別れた男の部屋に行く気まずさはあれど、久しぶりにプレコに会えるのは楽しみだった。
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　その夜、真夏が最寄り駅で電車を降りると、ロータリーに見慣れた車が止まっていた。禎高の車だ。

　定時後、すぐに乗れる電車は混雑する。真夏はわざと一本遅い電車に乗った。

　電車は三十分に一本しか走っていない。定時退勤組はなんとしても定時後すぐの電車に乗ろうとする。

　定時後すぐの便を見送っただけで、真夏が乗った電車は同じ会社の人の姿は少なく感じた。車両内は近くにある高校の制服を着た子ばかりである。

　さらにこの一本遅い電車だと、真夏が降りる駅では乗り継げるバスがない。

　真夏が降りる駅を使用する会社員は、定時退勤できなければバスにちょうどいい電車にあわせて残業したり、更衣室で時間を潰したりする。バスの本数が少ない田舎あるあるだ。

　案の定、真夏が電車から降りると見知った顔はなかった。そのことにほっとしながら禎高の車に近寄ると、窓が開いて声をかけられる。

「鍵開いてるから、入って」

　先日、挨拶回りの時に見せたような鋭さはなかった。真夏のよく知る柔らかな表情で、優しく話してくれる。

「うん」

　真夏は乗りこむ。この助手席に乗るのも一年ぶりで、ひどく懐かしい気持ちになった。

「じゃあ、行くよ」

　禎高はシフトノブに左手を置く。彼はマニュアル車が好きで、シフトノブを握る大きな手を助手席から見るのが好きだったなとぼんやりと思い出す。

「禎高の家はここからどのくらいなの？」

「車で二十分かな。直行していい？　それとも、コンビニとか寄る？」

「すぐ帰るから、直行で大丈夫」

　ちょうど夕食の時間帯だ。どこにも寄らずに家に行くということは、彼も真夏がすぐに帰ると想定しているのだろう。

　それでもコンビニに寄るかどうか聞いてくれるのは彼の気遣いを感じる。

　車を運転しながら禎高が会社周辺のお勧めのお店を教えてほしいというので、当たり障りのない会話ばかりしていた。矢継ぎ早に色々と聞かれて工藤の話をする暇がない。

「見えたよ。あそこのマンション」

　彼が示した先には背の高いマンションがそびえ立っている。田舎とはいえ家賃が高そうだ。

　駐車場には高級車がちらほらと並んでいて、このマンションに住む人たちの経済状況がうかがえた。田舎には意外と金持ちが多い。たまに御殿のような一軒家も見かける。

　一緒に車を降りエントランスに入る。エレベーターに乗り、彼の借りている部屋まではあっという間だった。

「どうぞ、入って。スリッパはこれを使って」

「ありがとう。お邪魔します」

　遠くからモーター音が聞こえてきた。水槽のものだろう。プレコは水を汚すタイプの魚なので、強力な濾過装置をつけるのだ。

　それなりにうるさいけれど、禎高はプレコの環境をよくするために騒音には目をつぶっているのだろう。相変わらずプレコを大切にしているようだ。

「荷物を持ってくるから、プレコ見てていいよ」

「ありがとう」

　リビングに案内される。部屋の中央には大きなガラステーブルと、三人は座れそうな大きさのソファがあった。

　テーブルは付き合っている時から使っていたものだが、ソファは真新しい。おそらく買ったばかりなのだろう。座り心地がよさそうだ。

　そして壁際には水槽が設置されていた。台の上におしゃれなキューブ型の水槽が鎮座している。

　真夏はプレコを驚かせないよう、ゆっくりと近づいた。

「大きくなってる……！」

　一年ぶりに見るプレコは成長していて、真夏は感動に目を瞠った。

　キングロイヤルペコルティア。それがこのプレコの種名である。

　白いボディに黒い縞模様が入っており、どこかシマウマっぽい。

　キングロイヤルペコルティアは錦鯉のように模様によって価格が変わってくる魚でもある。白の面積が多い個体が人気で、美麗な個体は二十万以上で取り引きされることもあった。

　このプレコは成長する過程で模様が変わっていく。白い面積が増えるか、黒い面積が増えるかは誰もわからない。

　しかし、有名なブリーダーが卸したプレコはいい柄になりやすいと人気で、高値で取り引きされていた。あのアクアショップで売っていたプレコも人気のブリーダーが卸したものらしく、そこそこいいお値段がしたのである。

　とはいえ、そんな知識がなかった真夏はシマウマみたいな柄と、とぼけた顔が気に入っただけだ。どんな模様に成長しようとこの子がかわいいのである。

　水底でじっとしているプレコのへこへこと動くお腹を眺めると口元が緩んでしまう。動きの少ない魚だけれど、いつまでも見ていられるのだ。

　すると、段ボール箱を持った禎高が現れる。

「これ、見てくれる？」

　彼は真夏の隣に箱を下ろした。中を見ると部屋着やヘアピンなど懐かしいものばかり入っている。美顔器まであった。雑誌の付録だった気がする。

「ごめんね。私、こんなに置いてったんだ。邪魔だったでしょう？」

　季節外れの部屋着は回収を忘れてしまったようだし、引き出しの奥にしまっていたものは気付かなかった。

　なにせ、別れを切り出したのは異動と引っ越しの時期でもある。その準備でいっぱいいっぱいで、細かい忘れものに気付かなかった。

「綺麗にとっておいてくれて、ありがとう。ちゃんと持ち帰るね」

　箱の中には、予想以上に多くのものが入っていた。それは、ずいぶんと長い期間付き合っていたことを意味する。

　ものに触れるたび、かつての思い出が胸をくすぐった。

「懐かしいな……」

　ぽつりと呟くと、禎高が背中から抱きしめてくる。

「……！」

　回される腕の太さも、背中に当たる胸板も、記憶の中にあるものと変わらない。別れるまでは当たり前のように触れていたものだ。

　だが、今は違う。

「ちょっと、なにするの」

　真夏はもがいて彼の腕から逃れようとした。

　しかし、ぎゅっと強く抱きしめられれば抵抗できない。

「ねえ、冗談はやめて……っ、ん」

　耳朶を食まれた。唇の柔らかな感触にどきりとする。

「ねえ、覚えてる？　真夏と初めてした時、こうして後ろから抱きしめながら耳を噛んだよね？」

　耳元で話されれば熱い吐息が滑りこんできた。ぞくぞくしてしまう。

「やっ、しゃべらないで……！」

「あの時の俺、めちゃくちゃ興奮してた。懐かしいな」

　禎高の言うとおり、まさに初体験の時と同じシチュエーションである。

（まさか、このまま……）

　抱かれてしまう予感がする。

　ねっとりと耳を嬲られ、彼の腰を臀部に押し当てられると、青春時代の甘酸っぱい思い出が蘇ってきて胸をくすぐられた。

　しかし、流されるわけにはいかない。腕の中から逃れられないので、言葉で説得することにした。

「待って。私たち、別れたでしょう。付き合ってもないのに、こういう行為はしたくない」

「別れてないよ」

　即座に否定されて、真夏はぽかんと口を開けてしまう。

「……は？　なに言ってるの？」

「別れたいって言われた時、俺は『気持ちはわかった』って答えただろ。真夏の意思は理解したけど、別れることには同意していない」

「え……」

　絶句する。

　別れた日のことは覚えているけれど、確かに彼はそう発言していた。だが、あのやりとりは誰がどう見ても別れのやりとりである。

「屁理屈言わないで。第一、別れた後はずっと連絡してこなかったでしょ。それで付き合ってるだなんて、おかしい。自然消滅しているようなものでしょ」

「あの時の真夏はだいぶ思い詰めていた様子だったから、時間を置こうと思って我慢したんだよ。俺は別れたくなかったけど、あの場で説得するのはかえって真夏の負担になると思ったから。俺にしてみたらこの一年は冷却期間だ。俺たちは別れてもないし、自然消滅もしていない」

　そう言った禎高に強く耳朶を吸われる。ちゅうっという音に鼓動が跳ねた。

「俺から『別れる』って言質を取らなかった真夏が悪いよ」

「でも……」

「真夏と別れてないから、他の誰とも付き合ってないし、女の子がいるようなお店にすら行ってない。この一年、ずっと真夏を好きだった。だからこうして俺の部屋に真夏がいると、触れたくて仕方ない」

　どこか切羽詰まったような切ない声だった。いつもは低く穏やかな声のトーンだけれど、わずかに高くなる。

　ぐりっと、昂ぶった下肢を押し当てられた。

「真夏は俺の彼女だ。だから、俺に真夏を気持ちよくさせて？　真夏も俺とするの、好きでしょ？」

　抱きしめるだけだった禎高の手が服の内側に侵入してくる。下着の上から胸の膨らみに触れてきた。

「これ以上は本当にダメだって！」

「嫌だって言うなら最後まではしない。だから、真夏を気持ちよくさせて？」

「その言いかたはずるい……」

　自分が抱きたいと言うわけでも、気持ちよくなりたいでもなく、「真夏を気持ちよくしたい」と請うような言葉に強く否定できなくなる。

　どうしたものかと考えあぐねていると、揺れている心にとどめを刺された。

「ちゃんと別れなかった責任取って」

「……っ」

　そう言われると、なにも言い返せない。

　この一年、禎高は真夏と付き合っているつもりで他の誰とも関係を持たなかったらしいのだ。

　ひどい屁理屈だとは思うが、彼を縛り付けた原因の一端は真夏にある。確かにあの時の彼は別れると明言していなかった。

「大丈夫、気持ちよくするだけ。……ね？」

　耳に舌を差しこまれた。ぴくりと身体を強張らせれば、淡い水色のブラジャーをずらされる。

　ニットの内側で露わになった胸が彼の手に包まれた。それだけで、すぐに先端が硬くなってしまう。

「んうっ……」

　一年間、誰にも触れられていない身体は敏感になっていた。

　あっさりと主張をしてしまった乳嘴を彼の指先に摘ままれる。そのままぐりぐりと捏ねられた。

「あっ」

　両方の胸の頂を指に捉えられたまま、彼は耳に舌を抜き差しする。粘ついた音と熱い吐息が真夏を狂わせていく。

「ひあっ、んぅ……」

　彼から与えられる快楽を身体は覚えていた。動揺する心とは裏腹に、触れられた肌が悦んでしまう。

　弄られている胸の先がどんどん敏感になっていった。

（胸って、こんなに感じる場所だった？）

　真夏は自分でも驚いてしまう。

「んうっ。あのっ、もう気持ちいいから……っ」

　気持ちいいからやめてほしい。そう思いながら、いやいやと首を振る。

「へぇ……。かなり息が乱れてるね。真夏って、こんなに胸が好きだったっけ？　それとも──誰か他の男に開発された？」

「……！」

　驚くほど低い声で囁かれる。

　悋気の滲んだ声色は、恐ろしいというより真夏を惑わせた。

「違う。久しぶりだから……っ、ん」

「そっか。……もしかして、胸だけでイっちゃいそう？」

「え」

「胸でイったことないよね？　試してみようか」

　そう言うと、禎高は指の腹で乳嘴を擦りあげてくる。さらに、耳朶も思う存分嬲られた。

　硬くなった下腹部も、容赦なく真夏の臀部に押し当ててくる。

「やっ……っ、ん、あぁ……」

　抗おうとすればするほど快楽の沼に溺れていく。

　まるで胸の先に全部の神経が集中したみたいに、彼の指の動きがすべて気持ちいい。

「嘘……、んっ、待って、お願い……！」

　乳嘴を引っ張られながらくりくり潰されると、もう本当にダメだ。

　思わず腰が揺れた瞬間、耳に息を吹きかけられる。

「──！」

　胸と耳の刺激に押し負けるように、真夏は背筋を大きく仰け反らせた。

　身体が硬直した後、ぐったりと力が抜けて禎高にもたれかかる。胸の先っぽがじんじんと疼く。

　彼は真夏を優しく抱きしめた。

「すごい。胸だけで本当にイっちゃったね」

　服の中から手を抜くと、彼は真夏の頭をよしよしと撫でた。

「も、もう満足した？　私、十分気持ちよくなったから……」

「イったけど、軽めだったでしょ。もっとちゃんとイかないと。まだ真夏の一番好きな場所に触ってないし。……よいしょ」

「えっ」

　腰を持ち上げられて、床に座った禎高の膝の上に乗せられる。彼の手がスカートの中に潜りこんできた。

「ちょっと、そこまではさすがにダメ」

「いや、このままにしておくほうがダメでしょ」

　下着の上から足の付け根に触れられる。布越しでもわかるほどそこは濡れていた。

「こんなにしちゃって……。まさか、このまま家に帰るつもり？　濡れた下着で外に出るの？　そういう性癖にでも目覚めた？」

　禎高は嬉しそうに声を弾ませている。

「違……っ、んうっ！」

　布の上から秘裂をなぞられた。薄布が内側に張り付いて独特の感覚を伝えてくる。

「下着、中に入っちゃったね。真夏のここ、すごくほしがってない？」

　そう言いながら、禎高が下着を脱がせてくる。

　こんなことをする予定ではなかったので、ブラジャーとは違う色の黒いショーツだ。上下ちぐはぐな下着をつけていたことが知られてしまったと思うと余計に恥ずかしくなる。

　粘膜に張り付いた布が剥がれていく瞬間、なんともいえない感覚に肌が粟立った。

　糸を引きながら、下着が引き抜かれていく。

「すごい濡れてる」

　彼はわざわざ下着を自分の顔の前に持ってきて観察する。

「やだ、やめて……」

「わかった。これは後で洗ってあげる」

　下着を床に置くと、彼の右手が再びスカートの中に入ってくる。そして、露わになった秘処に指先が触れた。

「あっ……！」

　誤魔化せない水音が耳に届き、頬がかあっと赤くなる。

「こっちも気持ちよくしてあげるから」

　真夏の首筋に口づけながら、彼の指先が真夏の花弁をめくった。内側の粘膜を優しく擦られると甘い痺れに腰が揺れる。

「ああっ、んぅ……」

「はぁ……。すごく熱くなってる」

　禎高の呼吸もどんどん荒くなっていく。彼は首筋に吸いつきながら、入り口付近を何度も指でなぞった。

　お腹の奥が疼き、蜜がどんどん溢れて彼の指を濡らす。

　抵抗の言葉もでてこない。

　ただ嬌声を零していると、左手もスカートの中に入ってきた。そちらは蜜口の少し上でぷっくりと膨らんだ花芯に触れてくる。

「ひあっ！」

　敏感な場所に触れられて、思わず大きな声を上げてしまった。

「真夏はここが一番好きだよね？」

　硬くなった蜜芽に指の腹を押し当てられる。

　円を描くように捏ねられた後、ぴんと弾かれた。その瞬間、愛液が勢いよく溢れ出す。

「やぁ……！」

「興奮してる？　……俺もだよ」

　まるで食べられてしまうかのように、首筋を甘噛みされて舐め回される。彼の唾液で濡れた肌に荒い呼吸が吹きかかると身体が熱くなった。

　首を愛撫しながら、彼の指先は真夏の秘処をとことんいじめてくる。

　充血した花芯は指で擦られ、蜜口には指が差しこまれた。蜜芽の裏側に指の腹がぐっと押し当てられる。

「ああっ」

　両側から刺激されると頭の中が真っ白になった。真夏は再び快楽を極め、彼の指先を強くしめつける。真夏の手は宙をもがいた後、くたりと垂れ下がった。

　禎高は嬉しそうに笑う。

「ふふっ、嬉しいよ。俺の彼女が気持ちよくなってくれて」

「……」

　彼女のつもりはない……と心の中で反論するものの、言葉にならない。

「ねえ、真夏。このままずっと、浅い部分だけ気持ちよくする？　それとも、指で届かない場所も刺激してほしい？」

「……！」

　遠回しな言い方だが、抱かれるつもりはあるのかと聞かれている。

「これ、深いところも気持ちよくしてほしいんじゃない？」

「あっ」

　禎高は浅い部分だけ指を往復させる。

　確かに奥が疼いていた。ひくりと、ものほしそうにわななく。

「真夏の許可を取らないかぎり、無理矢理しないから安心して。したくないなら、このまま、ここだけ気持ちよくしてあげる」

「んうっ」

　長い指が浅い部分をかき回す。

　確かに気持ちいいけれど、強い快楽ではなかった。入り口付近を甘く触れられるほど、奥の部分が切なくなってくる。

（どうしよう……このまま触れられるだけだと、この行為に終わりがこないかもしれない）

　お尻に当たる禎高のものは硬いままだ。

　真夏が何回気持ちよくなろうが、彼が満足しないかぎり行為が続く気がする。

　しかも触れられれば触れられただけ禎高の熱に惑わされる。

（ずっと触られることで絆されたら困る）

　嫌いで別れたわけではない。嫌だったのは禎高自身ではなく、棟寺家子息の恋人という立場だった。

　今、この土地で重荷から放たれ、特別だと認識されない生活がいかに快適か痛感している。

　このまま延々と触れられたら、再び恋情が芽吹いてしまうかもしれない。よりを戻すことになったら、以前の生活に逆戻りだ。それは避けたい。

「一回だけ」

「ん？」

「……一回だけなら、してもいいから。その代わり、終わったらもう私の身体に触らないでほしい」

　ずっと触れられつづけるよりは、さっさと一回してしまったほうがいい気がした。

　真夏に触れる手があまりにも優しすぎるから、その心地よさに溺れる前に物理的に距離を取りたい。

「なるほど、前もって宣言しておくわけね。いいよ。一回だけして、その後は触らないから」

　しっかりと言質を取った。安堵した次の瞬間、真夏は抱き上げられる。

　そのまま隣にある寝室に運ばれた。引っ越しで新調したのか、真新しいベッドの上に乗せられる。サイズはダブルだ。

　彼もベッドの上に乗り、乱れていた服を脱がされる。あっという間に裸にされると、彼も服を脱ぎ捨てた。

　禎高がヘッドボードの引き出しから長方形の箱を取り出す。スキンだ。

　ベッドの大きさもそうだが、ご丁寧にスキンまで用意しているなんて、彼は真夏とこうなることを想定していたのだろうか？

（やっぱり、しないと離してくれるつもりはなかったよね。さっさと済ませるのが最善の筈。……私の選択は間違っていない）

　それは彼に抱かれる言い訳だ。仕方ないと思うだけで少しは胸が軽くなる。

　スキンが新品であることを示すように、真夏の目の前で彼はシュリンク包装を開けた。つける行為を見るのはなんとなく気まずいので、真夏は顔をそらす。

　そんな行動とは裏腹に、真夏の秘処は期待するかのようにひくりとわなないた。

　少しして、避妊具をつけ終わった禎高が覆い被さってくる。真夏の両足を開いて熱杭をあてがってきた。

　しかしすぐに挿入されることはなく、丸みを帯びた先端が浅い部分を行き来する。

「んうっ……。な、なんでそこだけ……」

「一回だけだから、じっくり楽しもうと思って。でも、真夏がおねだりしてくれたら、ちゃんと奥まで入れてあげる」

「な……」

　禎高は口角を上げながら先端だけ真夏に挿入してくる。

　一年ぶりに感じる彼の熱は、ほんの少しだけ。もっと強い刺激を知っている身体は切なげに疼く。

　焦れたように腰を揺らせば、責めるように花芯を指ではじかれた。

「んあっ！」

「こら、ちゃんとおねだりしないとダメでしょ」

　彼はどうしても真夏の口から言わせたいようだ。一回だけしてもいいと言ったものの、真夏が望んだから行為をしたという形にもっていきたいらしい。

　長年付き合っていたから、彼の面倒な思考回路が理解できてしまう。

（言わないと、ずっとこのまま……）

　彼のほうが耐えきれずに深く挿入してくる可能性はない。やるといったらやる男だ。

　とりあえず真夏は早く終わらせたい。だからこそ「してもいい」と言ったのに、これではまるで意味がなかった。

　ここは彼に従ったほうが早く終わる。

「……挿れて」

　真夏は諦め混じりに口にした。色気も媚びもない淡々とした物言いだったが、禎高は嬉しそうに笑う。

「そういうふうに決断が早いところ大好きだよ。でも、もう入ってるでしょ？　……もっとかわいく、奥までちょうだいって言って？」

「調子に乗らないで……っ、あ」

　禎高がほんの少しだけ腰を進めてくれた。それでも、まだ半分までしか入っていない。

「ほら、言って。かわいくだよ、かわいく」

　中途半端な位置で腰を止めたまま彼は催促してきた。本当に面倒な男だし、しつこい。

　焦らされたせいで、悔しいけれど身体は快楽を求めている。それを悟られたくなくて、火照りを隠すように真夏は冷たく呟いた。

「……奥まで挿れて」

「かわいげは？」

　不満そうな禎高に言い返す。

「昔、私のすべてがかわいいって禎高が言ってたでしょう？　そんな私の口から出る言葉は、すべてかわいいです」

　付き合いたてで盛り上がっていた頃に、彼は「真夏のすべてがかわいい。なにをしていてもかわいい」と、よく言ってくれた。

　それを逆手に取れば、驚いたように目を瞠った彼がごくりと喉を鳴らす。

「……本当だ、俺が間違ってた。真夏はかわいい」

　そう言って、彼は一気に腰を進めてくる。

　最奥を穿たれれば、久々の刺激にお腹の奥がきゅんと疼いた。

「ああっ……」

「真夏……っ！」

　先程まで焦らしていたのが嘘みたいに、彼は激しく腰を穿ってくる。そうしながら、真夏をかき抱いた。

　逞しい腕の中に閉じこめられつつ深く穿たれて、真夏はあっという間に快楽の淵に落とされる。

（すごく、気持ちいい……）

　久々に行為をする時は痛いと聞いたことがある。けれど、全然つらくない。

　それどころか、彼に擦られる部分はどこもかしこも快楽を享受していた。セックスはこんなに気持ちのいい行為だったっけと自分でも驚いてしまう。

「あっ……んっ、あっ……」

　あまりにも強い快楽に耐えきれず、思わず禎高の肩口を噛んでしまった。すると、彼が動きを止める。

「ご、ごめんなさい。痛かったよね」

　血が出るまで強く噛んでいないが謝る。禎高は首を横に振った。

「違う。今のがよすぎて出そうになった」

「え」

「一回だけだから、もう出しちゃうのは勿体ない。ン……っ、もっと……もっと、真夏に触れていたい。ねえ、真夏」

　禎高の指先が唇をなぞる。熱に浮かされたような眼差しが真夏を射貫いてきた。

「噛みつきたいならキスしようよ。俺の口、思う存分好きにしていいから」

「あ……」

　彼の綺麗な顔が近づいてきて唇を重ねられる。それと同時に腰がゆっくりと動き出した。

「んっ、んう……」

　舌先で唇をこじ開けられて口内を舐め回される。好きにしていいと言ったのは彼のほうなのに、彼のほうが真夏の唇をいいようにしていた。

「ンっ……真夏……。かわいい……」

　信じられないことに、キスをしていると彼のものが一回り大きくなった。隘路が内側から圧迫される。

　キスで興奮するなんて、禎高は真夏のことをずっと好きなままなのだ。そう実感して胸の奥が熱くなる。

「はぁ……ッ、真夏……」

　キスは深くなっていき呼吸もままならなくなる。彼は熱に浮かされたかのように真夏の名前を呼びながら、執拗に唇を貪ってきた。

　熱杭は相変わらずゆるゆると行き来している。動きが緩やかだからこそ、彼の硬さと熱を強く感じてしまった。

「ああっ……、ん、それ……」

「この動きがいいの？」

　最奥を突かれた後、雁首の段差が媚肉をひっかきながら抜けていく感触に肌が粟立つ。抜かれる瞬間、蜜口が彼のものにすがりついた。

　再び腰を進められると、嬉しそうに飲みこんでいく。

「あっ……ん、あぁ」

　気持ちよすぎて困ってしまう。

　気がつけば、禎高の腰に足を絡めていた。ぎゅっと彼にしがみつく。

「真夏……、ンっ」

　特別な動きをされたわけではない。それでも、彼のねっとりとした腰遣いにじわじわと追い詰められるようにして真夏は達してしまった。

　最奥まで挿れられた熱杭をしめつけながら、真夏は身体を震わせる。

「──ッ」

　禎高が唇を噛みしめながら掠れた声を漏らす。

　しかし、彼の雄は精を吐き出すことなく持ちこたえた。

　絶頂の余韻で真夏が荒い呼吸をしていると、禎高も肩を上下させながらつらそうに眉根を寄せる。

「はぁ……っ。今のはさすがにヤバかったな……」

　額に汗を滲ませながら、彼はぽつりと呟いた。そして腰を揺らしてくる。

　達したばかりでうねりをあげる媚肉を硬い雄杭に擦られ、再び快楽が真夏に襲いかかってきた。

「やあっ……！　ま、待って……っ、ん。今、イったばかりで……っ、あっ、あぁ」

「イった直後、休まずに擦られると最高に気持ちいいでしょ？　俺も我慢しすぎて痛いくらいだけど……っ、ン、真夏をもっともっと気持ちよくしたいから」

「もう、十分気持ちいいから……っ、あっ」

　敏感になっている内側を容赦なく擦られる。

　しかも、激しく舌を吸われた。その刺激で軽く達する。

「んうっ──」

「久しぶりだから、気持ちいいよね。いいよ、連続でイって」

「ああっ」

　今度は深く繋がったまま奥をぐりぐりと刺激される。抵抗もなにもできず、されるがままになってしまった。

　その後も何度目かわからない絶頂を迎えると、ようやく彼の雄が打ち震える。

「──ッ」

　切なげな声を漏らして、禎高は薄い膜の中に精を吐き出す。すべて出し終えると、彼は速やかに自身を引き抜いてスキンを処理した。

　そして、ぐったりとして起き上がれない真夏の上に毛布をかけてくれる。

「お風呂入れてくるから、落ち着いたら汗を流そうね。お腹も空いたでしょう？　食べていくといいよ」

　確かに身体はべとべとで、シャワーを浴びずに帰れそうにない。

　それに、急にお腹が空いてきた。一連のことが計算ずくなら、きっと真夏のぶんの食事の用意もしてあるのだろう。

　すぐには帰れる状況ではないし、真夏は禎高の申し出を受けることにした。





　　　◆　　◆　　◆　　◆






　お風呂を借りて汗を流すと気持ちもさっぱりする。

　着るものがなくて困るところだが、かつての真夏が置いていった少し薄手の部屋着と、コンビニで売っているシンプルな下着があったので、それを着ることにした。

　下着は「急にお泊まりになった時のために」と過去の真夏が用意していたものである。結局は予定外のお泊まりをすることなく別れ、新品まま禎高の部屋に置き忘れていった。まさか、今更使うことになるとは。

　ともあれ、綺麗な下着があるのは助かる。部屋着は夏用なので生地が薄いけれど、禎高がパーカーと膝掛けを貸してくれたので寒くはない。

　お風呂を借り、髪を乾かしてリビングに行くと、テーブルの上には料理が並べられていた。見た感じ、どれも手作りである。

「すごい！　これ、禎高が作ったの？」

「家事代行サービスにお願いした。作り置きしてもらったから、俺は温めただけ」

「そっか。職場の人も家事代行がすごくいいって言ってた。手のこんだお料理作ってくれるんだね」

　お皿の上に乗っているのは彩りもよく、家庭料理というよりおしゃれな料理だった。さすがはプロの仕事である。

「仕事終わって帰ってきてからご飯作るのは大変だけど、全部外食にするのも考えものだし。初めて使ってみたけど、すごくいいね。これからもお願いしようと思ってる。ご飯はレトルトになっちゃうけどごめんね。炊いとけばよかった」

「ううん。むしろ、私も食べていいの？　自分のために頼んだんでしょう？　それに代行サービスって結構いいお値段するよね？」

　さすがにそれは申し訳ないと、真夏は禎高のほうを向く。彼は真夏のよく知る優しい表情で言い聞かせてきた。

「一人より二人で食べたほうが美味しいから一緒に食べて。それに、真夏は俺の恋人だろ。自分の彼女をもてなすのは普通だと思うけど」

「……」

　恋人という言葉に真夏がぴくりと反応する。すると、禎高は苦笑した。

「話したいことがあるのはわかるけど、食べ終わった後にしないか？　そこに座って」

「……わかった」

　禎高と真夏の意見が食い違っているのだから、すぐに終わる話でもなさそうだ。ここは言われたとおり腰を下ろす。

　真夏の前には見覚えのある箸が用意されていた。彼とお揃いで買ったものだ。これもまだ取っておいてくれたらしい。

　テーブルに料理と取り皿を並べ終わった禎高が隣に腰を下ろす。

「じゃあ、食べようか。いただきます」

「お言葉に甘えて、いただきます」

　料理はいかにも手作りという感じがして美味しい。しいたけの肉詰めなんて一人暮らしでは作らないし、ほとんど肉の入っていない野菜餃子も美味しかった。きんぴらもちょうどいい味付けである。浅漬けもさっぱりしていてバランスがよかった。

　コンビニで売っているお弁当とはまったく違う。

　家事代行サービスがいいとは聞いていたけれど、ここまでレベルが高かったのかと驚いてしまった。禎高のようにお金に余裕があるならば、外食よりもこちらを食べたい気持ちもわかる。

「すごく美味しいね」

「だろ？　作りたてが一番なんだろうけど、温めても十分美味しい」

　禎高の声は弾んでいた。

　彼は機嫌が悪くても態度に出すような男ではないが、長い間付き合っていた真夏は心の機微に気付いてしまう。

　そして今、彼はとても機嫌がいい。そんな禎高を見て真夏は戸惑いを覚える。

（こんなに嬉しそうなのって、ご飯が美味しいから？　……それとも、私が一緒にいるから？）

　その答えが出ないまま箸が進み、あっという間に食べ終わる。ごちそうになったお礼として真夏は食器洗いを申し出た。

「じゃあ俺、コーヒー淹れるよ」

　彼は真夏の隣に並び手動のミルを用意した。コーヒー豆を入れるとハンドルを回す。彼は自分で豆を挽くのが好きなのだ。

　食器を洗い終わるタイミングで彼はコーヒーをカップにそそぐ。これまた彼の部屋に置いていったままのペアカップで、真空断熱のちょっといい品物である。

「あ。綺麗になってる」

　真夏はカップに茶渋がないことに気付く。

「漂白剤はステンレスに使えないから重曹で洗った。綺麗に落ちるでしょ？」

「……ありがとう」

　ピカピカのカップに入ったコーヒーを見て、なんとなく切なくなる。真夏が別れたと思っていた間も彼の中では続いていたのだ。

（ちゃんと話しあわないと）

　顔を上げると、向かいに座った禎高と視線が交わる。

「真夏にも言いたいことがあるだろうけど、まずは俺から話を聞いていい？」

「わかった」

「じゃあ、なんで俺と別れたいと思ったの？　理由を教えてほしい。疲れたって言ってたけど、具体的にどういう意味？」

　本来ならば、それは一年前にするべき話だったと思う。別れ話の前は上手に伝えられるように頭の中で何度も反芻していたが、聞かれることなく終わってしまった。

　まさか、今更聞かれるだなんて。

　なぜ今になって話しあうのか気になるけれど、質問に質問で返すわけにはいかない。まずは真夏が答える番である。

「そのままの意味。あっちだと、棟寺商会って有名だったでしょう？　スーパーとかで、知らないおばさんに『棟寺のお坊ちゃんの恋人よね？』って声をかけられたこともあって……。知らない人が自分を知ってるってストレスだし怖い」

「ああ……。うん、そうか。俺もよく棟寺の息子さんだよねって知らない人から話しかけられるよ」

　禎高が納得したように頷く。真夏ですら声をかけられるのだから、禎高はもっと経験があるのだろう。

「自意識過剰だけど監視されてる気がして嫌だった。もしかしたら、棟寺商会の関係者かもしれないでしょう？　変なところを見られて禎高の家に迷惑をかけたらって思うと、コンビニに行くのすら気を使ってた」

「ちゃんとした人ならその場で名乗る。そのおばさんは、おそらく俺も知らない他人だ。なにを見られて言いふらされたところで、名乗りもしない人間の発言力なんてたいしたことがないよ。気にするまでもない」

　淡々とした口調で禎高が答える。

　気にするまでもない──一年前、限界に来ていた時に言われたら反発していただろう。

　だが、あの頃の鬱々とした気持ちが落ち着いてしまったので、すんなりと彼の言葉を受け入れられる。

　黙りこんでしまうと、禎高が言葉を続けた。

「だけど、真夏にはそれがとてもつらくて悩んでたんだよな。ちゃんと支えてやれなくて悪かった。嫌な思いをしたら、いつでもすぐに連絡してほしい」

「……っ」

　ここで寄り添うような発言をされると胸が詰まってしまう。

　そう、彼はこういう男なのだ。だからこそ、かつての真夏は好きになった。

　──でも、別れたいと思った理由はひとつではない。

　本当の決め手となった理由を最初に言わなかった自分に、彼に対しての見栄が残っていたのかと苦笑してしまう。

　この場に到ってもなお、彼にみじめな部分を見せたくなかったのだ。

（正直に伝えないと説得するのは無理かもしれない。知られたくないとか思ってる場合じゃない）

　言葉を詰まらせながらも、真夏は彼に伝える。

「あと、会社でも……、……嫌がらせみたいなことをされてて。棟寺商会の御曹司の恋人だからってことで」

「は？」

　穏やかだった禎高の表情が剣呑なものに変わった。

「素敵な恋人に悪いから飲み会には呼べないよねって、部の飲み会に一切誘われなくて。それこそ暑気払いや忘年会だけじゃなく、新人の歓迎会やお世話になった人の送別会まで。私のいた部署はそういうの大事にしてたから、誘われてないから行けないだけなのに、協調性がないって上司にも『なんだあいつは』って嫌われちゃって」

「……うん」

　真夏の発言の邪魔にならないよう、けれど話をしっかり聞いているのだと伝えてくれるように彼は短く相槌を打つ。

「仕事の邪魔をされるわけじゃないから相談もできないし。徹底的に仲間はずれにされて、みんな私がいないように振る舞うの。お土産も私にだけ配られない。更衣室に私がいると、名前は出さないけど絶対に私だとわかる悪口を言われたりもした。ひとつひとつは些細なことだけど、ずっと続いたら……つらくなっていった」

　こうして言葉にすると、くだらないの一言で終わってしまうような話である。それこそ、世の中にはもっとつらい思いをしている人がたくさんいるのだろう。

　ただ、絶妙なラインの嫌がらせが数年かけて積もり積もって、とうとう真夏は耐えきれなくなったのだ。

「あと、なにをやっても禎高の……棟寺商会の息子の恋人なら、できて当たり前だって。どんなに私が頑張ったところで、私自身が認められることはなかった。それも馬鹿らしくなって」

　真夏が成し遂げたことは、自分自身の頑張りによるものである。面倒な入力事務が多かったので、少しでも楽にしようと表計算ソフトのマクロを独学で勉強した。そこに禎高は関係ない。

　それなのに禎高の恋人だからできて当然だと、効率化したぶんだけ仕事の量を増やされた。他の女子社員とほぼ同じ月給でも真夏の仕事量だけ多い。

　仕事が終わって帰宅後、他の人が女子会やらテレビやら趣味やらに費やしている時間、真夏は頑張っていた。

　でも、それが禎高の恋人として当然だと思われることは納得できず、自分という存在が空虚なものに思えてしまったのだ。

「そんな時にこの地区への異動の話が出て、ちょうどいいと思ったの。禎高の家とも車で二時間かかるから、遠距離とは言わないまでも近い距離じゃないし。禎高と別れて、棟寺の息子の恋人でもなくなって、ただの瓜瀬真夏として過ごしたかった。だから別れたかったの」

「……そうか。理由はわかったよ。真夏がどんなにつらい思いをしていたのかも。じゃあ、この一年はどうだった？」

　禎高が優しい声色で訊ねてくる。責めるような口調ではないから、真夏は気兼ねなく答えられた。

「快適だった。頑張ったらそのぶん評価してもらえるし、なにより色眼鏡なしで私を見てもらえる。私がなにかした時に女子社員からこれ見よがしにクスクス笑われないのも、ちゃんと挨拶してくれるのも、そういう当たり前のことが心地いい」

「だろうね。一年前、別れ話を切り出した時とは全然表情が違うから」

　禎高がじっと見つめてくる。

「職場での嫌がらせは……確かに俺ではどうにもできない問題だ。転職するにもあの土地だったら次の職場で同じ目に遭うかもって不安だろうし、キャリアを手放すことになるからそう簡単な話じゃないよな。物理的に離れられて、キャリアも続く異動が一番いい。真夏はいい選択をしたと思うよ。……俺と別れること以外は」

「……っ」

　否定されたけれど、嫌な気分にはならなかった。彼が真夏の告白を受けとめてくれたように、真夏も彼の言葉を落ち着いて聞ける。

「車で二時間かかろうが、真夏に呼ばれたら真夜中だって俺は行くよ。別れるほどの距離じゃない」

「でも禎高の恋人でいたら、私はそういう目で見られつづける。それは嫌。この問題を解決するには別れるしかないと思う」

　真夏ははっきりと言いきった。

「つまり、周囲の人に俺の恋人として見られるのが嫌ということかな？」

　頷くと、「なるほど」と禎高が呟く。

「それは確かにどうにもできない。俺が棟寺の人間というのは変えられないし、かといって家族と縁を切るのも現実的じゃない」

「そう。だから別れるしかないよね」

　解決方法はこれしかないとばかりに断言すれば、禎高は微かに身を乗り出し真夏の顔を覗きこんできた。

「極端に考えないでほしい。真夏はどこまで妥協できる？　今の話を聞いたかぎり、他人に認知されるのと、なにより会社での待遇がつらかったように感じた。今の状況でそれは解決してるんじゃないか？」

「それは……」

　思わず言葉を詰まらせる。

　棟寺商会がそこそこの規模の会社だといっても、本社がある場所だから禎高の顔が知られているのである。棟寺家は夏祭りのような地域の行事では必ず寄付をしていたし、顔を出していた。学校にも寄付をしていたと思う。

　しかし、そこから離れたこの土地では棟寺商会という社名は知られていても、禎高はおろか社長の顔まで知っている人は少ないだろう。ましてや、次男坊の恋人まで認知しているはずもない。

　それはつまり、この土地なら真夏はなにも気にせずに日常生活を送れるということだ。

　職場の雰囲気だって悪くない。それでも──。

「今の職場だって、私が棟寺家次男の恋人だって知ったら態度が変わるかもしれないでしょ」

「この職場はそんな雰囲気に見えないけど。この一年は色々な職場を見てきたけど、ここは居心地いいよ」

「え？　色々な職場？」

　どういうことかと真夏は小首を傾げる。

「そう。もともと他県にある支店の様子を見てくるようにとは言われてたから、真夏が俺と別れていると思っている間に期限付きで行ってきた。やっぱり、同じ会社でも職場によってずいぶん雰囲気が違うよ。妙にピリピリして空気が悪いところもあるし」

　禎高は同じ場所で働いているものだと思っていたが、まさか県外に出ていたなんて。

　そして、彼曰く「冷却期間」中に他県に行くのも要領がいい。普通に付き合っている間なら遠距離恋愛になるが、離れている間なら問題なく行ける。

「お土産もあるけど、それは後で渡すとして。一年経ってずいぶん状況が変わったと思うけど、それでも俺と別れたい？」

「……別れたいっていうか、私は別れたつもりでいたから。実は別れたつもりはないと言われても、気持ちがついていかない」

「まあ、今すぐに結論を出す必要はないよね。嫌な思いをたくさんしてきたんだろう？　そこは『やっぱり別れたくない』って思ってもらえるように、俺が頑張るところだから」

「……っ」

　禎高が強い眼差しを真夏に向けてくる。そこには絶対に別れないという意思を感じた。

「とりあえず、真夏がどうして俺と別れたかったのか聞けたから、次は真夏の番。俺に聞きたいことある？」

　少し張り詰めた空気を和らげるように、彼は優しい声色で問いかけてくれた。

「私の職場に出向にきたのって、ただの偶然？」

「まさか、そんな偶然あるわけないでしょ。一年間、親父の望みに従い他県の支店を回ってきたんだ。兄貴は嫌だって言ってやらなかったけど俺は行ってきた。だから本社に戻る前にちょっと我が儘を聞いてもらおうと思って」

「な……」

　真夏は言葉を失う。偶然にしてはできすぎていると思ったが、まさか会社を巻きこんでまで真夏の職場に来るとは。

「もちろん、うちの会社だってこの工場から出向を受けてるよ。俺個人の我が儘なだけじゃなく、そこそこの規模の地方企業同士お互いにメリットがあるから実現したわけ。心配しなくても、会社に迷惑かけてまでここに来たわけじゃない。まあ、ほんのちょっとだけ融通してもらったけどさ」

　彼はそう言うけれど、そんな簡単な話ではないと思う。

　別れた──と彼は思っていないけれど、離れようとする恋人を引き留めるために同じ職場に来るなんて尋常ではない。

　もっとも、会社的にもなにかしらの利益があったから実現したのだろう。それでも正直なところ、「そこまで思われているなんて嬉しい」というより、恐怖心が勝ってしまう。

「そこまでされるとストーカーみたいで怖い」

　ぽつりと呟けば、禎高は笑った。

「まあ、そうだよね。でも、絶対に真夏を手放したくなかったから」

「一年放置しておいたのに？」

「必要な時間だったよ。一年前に同じ会話をしていたら、別れると言い張る真夏を疲れさせてしまったと思うし。それに、真夏のほうが別れていると思っている間なら俺も他県に行けるだろ？　未来で一緒に過ごすために、俺は一年我慢した」

　あの一年は放置ではなく我慢だったと禎高は言い張る。

「……なんで私なの？　禎高なら、いい女性がたくさん寄ってきて選びたい放題でしょ」

　真夏は勉強を頑張りいい大学も出た。禎高と別れてからというもの化粧は多少手を抜いたが、体型維持には気をつけている。親族に犯罪者もいないし、真夏は恋人にするならまあまあの物件だろう。

　とはいえ顔は生まれ持ったものだ。真夏よりも美人はたくさんいるし、もっといい大学を出ている女性もいる。

　職場を追ってくるほど彼が自分に執着する理由がわからない。

　しかし、禎高は迷うことなく答えた。

「好きだから。昔、真夏は俺を好きだったから俺と恋人になったんでしょ？　あの時の気持ちがずっと続いているだけだよ。理由があるから真夏を好きなわけじゃない。もちろん真夏にはいいところがいっぱいあって尊敬もしてるけど、真夏だから好きなんだ」

　まっすぐに伝えられて息を呑む。

　好きだからという理由は単純だけれど深い。頑なな心が揺さぶられてしまう。

「……」

　これ以上聞くことがなくて、真夏は黙りこんでしまう。ふと時計を見ると十時過ぎだった。

「……こんな時間」

「もう遅いし、泊まってくでしょ？　それとも、明日はなにか用事がある？」

「ないけど」

「じゃあ泊まっていって。あまり夜遅い時間に真夏を乗せて運転したくないし。田舎って、まだ暴走族がいるんだね。今は珍走団って言うんだっけ？　夜になると急に出てくるから、びっくりしたよ。ああいうのってカップルに絡んでくるでしょ」

　田舎あるある「走り屋」の存在。夜中、バイクの爆音で目が覚めることが何度かある。しかもいくつかのチームがあり、バイクにはチーム名のステッカーが張られていると同僚から聞いていた。

　確かにぼちぼち出没してくる時間だ。事故も珍しい話ではないので、遅い時間に車を走らせるのは得策ではない。

「……わかった」

　危ないけれど家まで送ってほしいなんて言えない。真夏だって走り屋に遭遇したら怖いし、泊まっていくほうがいいだろう。

「よし！　じゃあ、ちょっと映画でも見ながらお酒飲もうか。真夏の好きな甘めのお酒もあるよ」

　禎高はテレビをつけると映画配信サービスに繋げる。「好きな映画を選んでおいて」と真夏にリモコンを渡してキッチンに向かった。その足取りは軽やかで、後ろ姿だけで機嫌のよさが窺える。

（なんだか、普通に付き合ってるみたい）

　禎高は別れていないつもりなのだから、そういう態度になるのだろう。

（別れ話は、また改めてしよう。今はちょっと……）

　ストレートに「好きだから」と言われて、真夏は揺れてしまった。この一年、いい環境で過ごせて心に余裕ができたからこそ、素直に嬉しいと思ってしまう。

　だが、追い詰められた頃のことは忘れられない。

　今でもまだ前の職場の夢を見るのだ。あの時と同じ状況になったらという恐怖が消えない。

　もちろん、別れたと思っていた相手が一年ぶりに現れて、別れたつもりはないと言われても困ってしまう。時間をかけて真夏の中で答えを出し、お互いが妥協できる着地点を見つけなければ。

（別れたと思ってたし、私の中では別れたい思いが強いけど）

　いくらときめいても、それとこれとは話が別。住み慣れた便利な土地を離れ、田舎に逃げるくらい真夏にはつらかったのだ。

　そんなことを考えながらテレビを眺める。人気の配信サービスだ。見たいと思っていた映画も配信されている。

（ラブストーリーとか、ハートフルなのは気分じゃないな。……よし、ホラーにしよう）

　この状態でいい雰囲気になる映画は見たくない。決して甘い雰囲気にならないようなホラーを探す。

「はい、これ。……って、なんかおどろおどろしいね」

　お酒の缶とつまみ用のナッツを持って戻ってきた禎高は、血みどろなサムネイルが並んだ画面を見て顔をしかめる。

「ダメ？」

「真夏が見たいならいいよ。こういうの、一人じゃ見られないだろうし」

「じゃあ、これにする。宣伝を見て気になってたんだよね」

　少し前まで映画館でやっていたホラー映画を選ぶ。禎高は真夏の隣に腰を下ろした。




　──約二時間後。

「……」

「……」

　クレジットを眺めながら、真夏も禎高も黙りこんでしまった。やがて再生が終わり、画面がサムネイルに戻ると真夏は感想を漏らす。

「予想以上に後味が悪かった。助かったと思ったのに、主人公が死ぬどころか人類滅亡するなんて」

　いわゆるパニック系のホラー映画だった。苦難の末、ハッピーエンドのような雰囲気を出して持ち上げてからの人類滅亡エンドである。

　主人公どころか人類すべて滅亡するなどスケールが大きすぎるどんでん返しに、真夏はぽかんと口を開けた。

　その横で禎高が笑う。

「ホラー映画なんて、主人公が子供でもないかぎり八割がバッドエンドでしょ。覚悟して見ないと」

「そういう禎高はあの終わり、予想できた？」

「なんとか助かった時、あまりにも幸せな雰囲気だから怪しいとは思ったよ。まあ、さすがに人類が滅亡するとは思わなかったけど」

　禎高はあっけらかんと言い放つ。真夏は映画の悪い終わりかたを引きずってしまうが、彼は平気そうだ。

「さーてと。真夏は歯を磨いてきたら？　洗面所に新しい歯ブラシ置いてあるから使って」

　彼は空き缶を持って立ち上がる。

「ありがとう」

　真夏は洗面所に向かった。そこには未開封の歯ブラシが置いてある。

　食器はともかく、歯ブラシは一年前のものを使うのに抵抗がある。昔、真夏が使っていた歯ブラシがなかったことにほっとしてしまった。

　歯を磨いていると、片付けを終えた禎高も歯を磨きにやってくる。

　こうして就寝前の準備を整え、二人は寝室へと移動した。いつの間にかシーツが交換されている。

「泊まるとは言ったけど、一緒のベッドに寝るの？　私、ソファでもいいけど」

「なんで？　このベッドは大きいし一緒に寝ればいいでしょ。俺も真夏も寝相がいいし」

「……うーん」

　真夏はベッドの前で立ち止まる。はたして、大人しく眠るだけで済むだろうか？

　そもそも先程二人は肌を重ねてしまった。一線を越えたことにより、抵抗が少なくなっている気がする。

　それはいけない。真夏は別れたいのだ。

　仲よく映画を見て一緒のベッドに眠るなんて、身体を許すのと同義である。抱かれても文句は言えない。

　禎高の中では真夏と別れていなくても、真夏は別れたつもりでいるのだ。

（今更だけど、これ以上接触しすぎるのはちょっと……）

　真夏が思い悩んでいると、禎高が先にベッドに乗った。

「手を出されないか心配？」

「うん。さっきは流されたけど、私は別れたつもりだし別れたいと思ってるから。さすがに一緒に寝るのは……」

「じゃあ、提案する。俺は真夏を抱きたいけど、真夏は抱かれたくない。そして真夏は別れ話をしたいけど、俺は別れ話なんかしたくない。これ、歩み寄れると思わない？」

「……え？」

　禎高はとても頭がいい。だから、たまになにを考えているかわからない時がある。

　彼の意図がわからず真夏は首を傾げた。

「真夏が別れ話をする時、俺は真夏を抱くことにする。その代わり、別れ話をしないなら手を出さない。これでお互い様でしょ」

「待って。なんかおかしくない？」

「おかしくないよ。お互いやりたいことが、相手にとってはしたくないことだろ？　同時にするなら痛み分けだと思うけど」

　禎高が急に早口になった。聞き取れるけれど思考回路がついていかない。

　彼は真顔で、その表情からはなにを考えているかまったくわからなかった。

「さらに、俺のほうが譲歩するよ。俺からは絶対に手を出さない。真夏が別れ話をしてきた時だけ手を出す。……ほら、真夏のほうが有利だと思わないか？　俺の行動は真夏次第なんだから」

「……えっ？」

「今決めないと、俺は好きな時に真夏に手を出すよ。抱きながら『今なら別れ話していいよ』って言うことにする。でも、そんなの困るでしょ？　別れ話するなら、自分のタイミングで進めたほうがいいよね？」

（えっ？　あれ……？）

　禎高がまくし立ててくる。

「ほら、俺の提案を受け入れるか今すぐ決めて。そうじゃないと、俺のタイミングで手を出すから」

「ま、待って……」

「とりあえずイエスって言えば、別れ話をしないかぎり俺は真夏に手を出さないんだよ。寝心地の悪いソファじゃなく安心してベッドで眠れる。十分だと思わないか？　でも、イエスって言わないなら──」

「わ、わかった。それでいい。最初の条件を呑む」

　迫力に気圧されて、真夏は承諾してしまう。

　禎高が意地の悪そうな笑みを浮かべるのを見て、まんまと丸めこまれたのだと真夏は気付いた。

「はぁ……」

　大きな溜め息をつく。

「じゃあ、おいで。大丈夫だよ、別れるって言わないかぎり手を出さないから。俺はずるいけど、約束はちゃんと守る男だから」

「わかった。そこは信用する」

　禎高が掛け布団を持ち上げて、ぽんぽんと隣をたたく。真夏はベッドに上がって身体を横たえた。

「おやすみ、真夏」

「……おやすみなさい」

　なんとなく禎高に背を向けて目を閉じる。

　誰かと一緒に寝るのは久しぶりすぎて寝付きが悪くなりそうだと思っていたのに、真夏はすぐに眠りに落ちてしまった。







第三章「不思議な関係」








　ヴーという鈍い機械音に真夏は目を開ける。見慣れぬ天井が視界に入った。

（……そうだ。禎高の家に泊まったんだ）

　横を向くと禎高はいない。もう起きているのだろう。

　真夏は上半身を起こし、ぐっと腕を伸ばす。

（寝心地がよかったな。すごくよく眠れた）

　真夏が使っている安物のベッドとは違い、禎高のベッドはそれなりの値段だと思う。マットレスもいいものだろうし、掛け布団だって軽くて温かい羽毛布団だ。

　寝起き特有の不快さが一切ない。環境がよすぎてぐっすり眠ってしまったらしい。

　枕元に置いたスマートフォンを手に取ると、時刻は八時だった。休日にしては早起きだ。

　手ぐしで髪を整えて寝室を出る。

　禎高の借りている部屋は１ＬＤＫで寝室のすぐ横がリビングだ。ダイニングキッチンと繋がっていて、とても広い。

　禎高はキッチンに立ってコーヒーを淹れていた。どうやら、先程部屋まで聞こえてきたのはコーヒーマシンの音だったらしい。

「おはよう、真夏。うるさくして起こしちゃったかな」

　朝はまだ寒いから、彼はルームウェアの上に薄手のパーカーを羽織っていた。完全にオフの格好だが、顔とスタイルがいいからどんな服装でも格好よく見えてしまう。

「おはよう。……コーヒーマシン、買ったんだね」

　禎高は昨夜ミルを使ってコーヒーを淹れていた。しかし、今は全自動のコーヒーマシンを使っている。

「豆を挽くほうが好きなんだけど、寝起きで挽く元気はなくて。でも朝のコーヒーは飲みたいから買ったんだ。真夏も飲む？」

　真夏は頷いてソファに腰掛けると、コーヒーを淹れる禎高をぼーっと見つめる。

　普通なら朝からコーヒーを淹れる元気がなければ、インスタントコーヒーを買うかドリップバッグを買うだろう。

　しかし、ここでお高いコーヒーマシンをぽんと買ってしまうのが禎高だ。快適に過ごすためのお金を惜しまないし、そうするだけの財力もある。

　プレコ水槽の前にはビーズクッションが置かれていて、座ったと思われる場所がへこんでいた。寝起きの禎高はそこに座ってプレコを眺めていたのだろう。

「はい、どうぞ」

「ありがとう」

　コーヒーを手渡される。

　空きっ腹にコーヒーはよくないとわかっていても、真夏は寝起きのコーヒーが大好きだった。禎高は薄めのアメリカンで淹れてくれている。

「下着とブラウスは洗って乾燥しといたよ。スカートは洗ってないけど」

「ありがとう」

「飲んだら真夏の家に送っていくから。ちなみに俺はそのまま車でホームセンターに行く予定だけど、真夏も行く？　車があったほうが買い出しとか楽じゃない？」

「……！」

　禎高の申し出に心が引かれる。

　一年以上前まで真夏が住んでいた場所は、バスや電車など公共交通機関が発達していた。車がなくても生活に困らなかったから、真夏は運転免許を取らなかったのである。

　だが、この場所は違う。そもそも車は一家に一台どころか、成人したら一人一台所持するのが普通だ。

　この辺の住民の大多数の交通手段が車なので、人口に対してバスの本数が少ない。免許を持たない学生は親が車で送迎することも多いようだし、バスが少なくても生活が成り立ってしまうようだ。とにかくこの土地は車社会である。

　職場の女性陣でも免許を持っていないのは少数派だ。車の免許を取得しようかどうか、引っ越したばかりの頃に真夏は悩んだ。

　しかし真夏の住んでいるマンションの徒歩圏内にスーパーとコンビニ、薬局があった。とりあえず生活には困らない。

　いざという時は通販を利用すればいいと、真夏は運転免許を取得しない決断をした。あったら便利だと思うものの、差し迫るような問題はない。

　実際のところ、たいして困ることもなく一年間を過ごせた。それでも、車でホームセンターに連れていってもらえるとなれば甘えたくなる。

　そわそわした真夏を見て禎高は笑った。

「別れてないんだから、悩まないで彼氏に甘えればいいのに」

「でも、私は別れたと思ってたし、別れるつもりだし」

「ついでだから乗っていきなよ。それに、俺にもメリットがあるんだからさ」

「え？　荷物持ちとか？　大きなものを買う予定なの？」

　一体どういうことかと真夏は小首を傾げる。

「そんな荷物を真夏に持たせるわけないでしょ。そのレベルのものを買うなら配達を頼むよ。俺はただ、車を出す俺の存在があまりにも便利すぎて別れたくないと思ってほしいだけ」

「うわぁ……」

「だから、真夏が遠慮する必要はないよ。それに、誰かと話しながら運転したほうが俺も楽しいしさ。かさばるものとか気兼ねなく買いたいでしょ？　ついでだし一緒に行こう」

　真夏が頷きやすいように言葉を選んでいるのだと、すぐに気付いた。しかも、いつもより明るい声色で話しかけてくれる。

「……う、うん。ありがとう、禎高」

　真夏は彼の誘いに乗ってしまう。

　掌の上で転がされている気がするけれど、禎高のほうが真夏より何枚も上手だ。彼の説得を聞くと、つい頷いてしまうのである。

「コーヒーを飲み終わったら出発しようか。まず真夏の家に寄るから、そこで支度するといいよ」

「うん」

　どうせ別れるのに一緒にお出かけするのか……というもやもやした気持ちも抱えつつ、真夏はコーヒーを飲んだ。





　　　◆　　◆　　◆　　◆






　マンションまで送ってくれた禎高は、「近くのコンビニで待ってるから、ゆっくり準備しておいで」と言い、真夏の部屋に入ることはなかった。

　予定していない来客に散らかった部屋を見られるのは嫌だし、化粧をしたかったのでとても助かる。こういう気遣いができる彼の傍はとても居心地がいい。

　それでも、真夏は別れたい気持ちのほうがまだ勝っていた。

　一年前の疲れ果てた自分が「大変だったでしょ？　またあの時みたいになってもいいの？」と心の中で問いかけてくる。

　またつらい思いをするかもしれないと思うと二の足を踏んでしまった。

（……まあ、今日は言葉に甘えるけど）

　現状、変な関係になっていることはともかく、禎高と一緒にいること自体は嫌ではない。むしろ、一人の人間として彼のことは好きである。

　──そこに恋心があるのかどうか、今の真夏には答えが見つからないのだけれども。

（ごちゃごちゃと思い悩む暇があったら、身支度を済ませないと）

　服は洗ってもらったけれど、通勤用の大人しいものから休日用の服に着替えることにした。袖口が膨らんだブラウスと、春らしい淡い色のロングスカートだ。

　化粧もしっかりする。お気に入りのローズピンクのリップを塗ると、仕事中とはまた違う雰囲気になった。春らしい色のチークを叩くのも忘れない。

　それから禎高に連絡をすると、マンションの前まで再び車で迎えに来てくれた。コンビニまで歩いて五分だから真夏が行ってもよかったのに、彼はすぐ甘やかしてくる。

　遠慮しても彼は口が達者だから丸めこまれてしまうので、真夏は大人しく従うようにしていた。

（禎高といると、楽すぎて自分がダメになる気がする）

　居心地がよすぎるのも別れる理由になると、真夏はこっそり思う。

「えっ、すごくかわいい。真夏はいつもかわいいけど、今最高にかわいい」

　装いを変えた真夏を見るなり禎高は褒めてくれた。かわいいと言われると悪い気はしないし、むしろ嬉しく思ってしまう。

　そんな真夏を乗せて禎高は車を走らせた。目的地はカーナビに入力済みである。

「こっちの道のほうが信号も少ないし走りやすいね」

　ハンドルを握った禎高が視線を前に向けたまま呟く。田舎は車社会だからこそ道路がよく整備されていた。

　車窓に流れる景色は田畑と山、そしてドラッグストアや家電量販店の大きな建物が混在していて、まさに田舎の都市独特の様子だ。街中では絶対に見かけないコイン精米機もぽつぽつと建っている。

　ちなみにコンビニは店舗よりも駐車場のほうが面積が広く、大型トラックでも駐められるようになっている。

　田舎のコンビニは駐車場が大きくないと客が入ってこないのだ。駐車場が小さかったり、車が出入りしづらい場所にあったりするコンビニはすぐにつぶれてしまう。

　車で三十分ほど走らせた場所に、大型ショッピングセンターはあった。

　敷地内には広い駐車場と、スーパー、格安ファッションセンター、ドラッグストア、百円均一ショップ、うどんのチェーン店、そしてお目当てのホームセンターの建物がある。

　田舎にはこういったショッピングセンターが点在しているが、大体どこも似たような系統の店が集まっていた。

　生活に必要な店がたくさんあるので暮らしやすいが百貨店はない。デパコスやいい服はここでは手に入らないのが難点だ。

「どうしてここのホームセンターにしたの？」

　もっと近い場所にもホームセンターがあったので、なんとなく聞いてみる。

「ここはアクアコーナーが充実してるんだ。流木を買おうと思って」

「そうなんだ」

　流木というのは水槽の中に入れる木の枝のことだ。天然物なので同じ形をしているものは二つとなく、水槽のレイアウトにこだわる人は徹底的に流木を選び抜く。

　それにプレコはよく流木に吸いつくので相性がよかった。

「真夏はなにを買う？　重いものなら最後に買おうか」

「うん。洗剤がほしいから後で行きたい」

「なんの洗剤？」

「洗濯用と食器用と風呂掃除用。あと柔軟剤も買いたい」

　液体洗剤は食料品と一緒に買うには嵩張るし重い。ちょうどいい機会だからストックを買っておきたいと思った。ホームセンターなら大容量タイプが売っているだろう。

　欲張りなラインナップに禎高は笑いながら「了解」と答えてくれる。

　ホームセンターに入ると、まずはペットコーナーに向かった。

　大体のホームセンターではペットコーナーの一角にアクアリウム関係を展開している。犬や猫関係の売り場面積が広く、アクアリウム関係は空の水槽と餌しか置いていないお店も多い。生体を扱っているお店があっても、売っているのは金魚やメダカ、ネオンテトラなど有名で飼育しやすいものばかりだ。

　しかし禎高がわざわざ足を伸ばしたとあって、この店のアクアリウムコーナーは充実していた。

　まずアクアリウムの売り場面積が広い。水槽がずらっと並び、珍しい熱帯魚や錦鯉までいる。

　もちろん流木も売っていた。様々な大きさや形のものが棚一面に並んでいる。

「おっ、たくさんある」

　禎高が目を輝かせた。とても嬉しそうだ。さっそく流木を手に取る。

「これとか、プレコが上に乗りやすそうかな。……うん、こっちもいい」

　水槽の景観よりもプレコの居心地を考えるところが彼らしい。角度を変えて悩みながら、ようやく納得いくものを選んだ。

「今入れてる流木とも相性よさそうだし、これにする」

　真夏にはどれも同じような形にしか見えないけれど、彼にとっては全然違うらしい。禎高は満足そうに買い物かごに入れる。

「さて、次は真夏の買い物を見に行こうか」

「うん。でも、少しお魚を見てもいい？」

「ああ、そうだね」

　珍しい魚もいるので、せっかくだから見ていきたい。真夏はウキウキしながら色とりどりの熱帯魚が入った水槽を眺める。

　ここのアクアリウムコーナーは熱帯魚だけではなく海水魚まで取り扱っていた。海水魚の取り扱いは難しいので、ここのアクアリウムコーナーの信頼度がぐっと上がる。

　海水魚は華やかな色の魚が多く、イソギンチャクや珊瑚を見るのも楽しい。水族館とはまた違った楽しさがここにはある。

　海水魚から熱帯魚までゆっくり鑑賞しながらぐるりと周り、真夏が足を止めたのは色とりどりのプラティの前だった。

　プラティはいわゆる海外のメダカで、赤、黄、青など鮮やかで目を引く体色を持つ個体が多い。飼育も容易で値段も安価ということから人気の熱帯魚だ。

「プラティが気になるの？」

　禎高が声をかけてくる。

「この水槽、プラティとプレコが一緒にいるなって思って見てただけだよ」

　プラティ水槽の底にはセルフィンプレコというプレコが一緒に入っていた。

　プレコは基本的に水底で大人しくしているので、水槽の真ん中や上層あたりを泳ぐ魚とは相性がよく混泳が可能だ。繁殖を目指さなければ、混泳水槽にしている人も多い。

　しかし、禎高の水槽にはプレコが一匹だけ。しかも底にいるので、水槽の真ん中から上は少し寂しげだった。

「プレコの動画とか見てると混泳してる人も多いよね。禎高は混泳しないの？」

　禎高と別れた……否、別れたと思っていた間、真夏はプレコの動画を相当数視聴した。それこそ繁殖の様子を動画にしているブリーダーから趣味で飼っている人まで満遍なく。

　そして、趣味で飼っている人は水槽に空きがあると「水槽に余裕があるので、一目惚れした子をお迎えしました！」と、ついつい魚を衝動買いしてしまう人も少なからずいたのだ。

　犬や猫を衝動買いするのは難しいが、水槽の環境が整っていて、混泳可能の種類であれば飼えてしまうのが熱帯魚である。禎高は衝動買いをするタイプではないが、計画して水槽の魚を増やすことはありえる性格だった。

　水槽において流木はもちろん、小型の熱帯魚も景観の一部となる。彼ならこだわりそうなのにと真夏は小首を傾げた。

「混泳は可能でも、もっと大きい水槽じゃないと飼える数は限られるだろ？　数匹だけ飼うとなると、いじめが発生するからね」

「いじめ……」

「そう。この水槽みたいに大量飼育していれば別だけど、これが数匹での飼育になると急にいじめが発生する。いじめのターゲットを追いかけて、ヒレが破れるほどつつきまわして、最悪弱って死ぬ。そういうのは嫌だからね」

　禎高が見つめる水槽には、たくさんのプラティが群れて泳いでいた。一般家庭で飼うには無理な量だ。

「特にこのプラティはそうなりやすい。プレコはターゲットにならないだろうけど、だからといって新しく迎えた魚たち同士のいじめを見るのも嫌だから、俺は気楽な一匹飼いがいいかな」

「そうだね、かわいそうだものね」

「いじめられたら隔離すればいいけど、そうなる可能性があるとわかってるから俺は飼わない。まあ、どんな環境でも問題が起きない場合もあるし、こういうのは運だけどさ」

　禎高は仲よく泳ぐプラティを見ながら目を細めた。

　いじめられたら隔離──その言葉に、真夏は田舎の工場に逃げてきた自分を重ねてしまう。

　いじめてくる者たちと離れ、平和に暮らしているからいいというものではない。その時に受けた傷は心に残るのだ。

　魚に感情があるのかはわからないけれど、だからといっていじめの起きやすい環境で飼うことは心情的に嫌だった。

　あんなことされたな、こんなことをされたな……と、急に嫌な記憶が蘇ってくる。顔色を悪くすると、禎高が明るい声色で言った。

「それじゃ、そろそろ真夏の買い物に行こうか？　俺が重いもの持つから、遠慮しないで買って。一人暮らしだと、なかなか大規模な買い物もできないでしょ」

「……うん、ありがと」

　真夏はアクアリウムコーナーを後にする。

　その後、日用品コーナーのあまりの品揃えのよさに、真夏は悪い思い出を忘れて買い物を楽しんだ。
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　買い物を終えた後、ショッピングセンター近くのイタリアンレストランで食事をする。

　不思議なことに、田舎は車でしか行けない辺鄙な場所に美味しくておしゃれなお店がたくさんあるのだ。都会の駅前にあったら毎日行列ができそうなのにと思ってしまう。

　そうして帰り道、ハンドルを握りながら禎高がふと真夏に訊ねてきた。

「そういえば、真夏は明日はなにをするの？」

「掃除と洗濯してゆっくり過ごすよ」

「ふーん。じゃあ、俺の家でゆっくりすればいいんじゃない？　洗濯物はうちでやればいいでしょ。ドラム式の全自動洗濯機があるし、おしゃれ着洗いもできるよ」

「え……」

　昨日は予定外の外泊をしてしまったが、今日まで泊まるつもりはなかった。真夏は首を横に振る。

「遠慮しとく」

「どうして？　付き合ってるなら、土日一緒に過ごすのは普通じゃない？」

「私は別れたと思ってるけど？」

「おっと。別れ話をするなら、えっちする約束でしょ？　別れたいなら俺の言質をちゃんと取らないと、これからも真夏の休日の予定が恋人とデートで埋まっちゃうね。ほら、頑張って今日も別れ話をしようか。さっそく今夜、話しあおう」

　禎高がわざとらしい口調でまくし立ててくる。

　彼のペースに乗せられているとわかっているが、どうやって断るか思いつかない。

　──否、断るほど禎高の誘いを嫌だと思っていないのだ。やはり彼の隣は居心地がよくて絆されそうになる。

　真夏がどう答えるか迷っている間に、車は真夏のマンションに到着した。荷物を運ぶのに禎高も一緒に車を降りる。

「お泊まり用の荷物と洗濯物も一緒に持ってくるといいよ」

「私、禎高の家に泊まるとは言ってないよ」

「断れてないでしょ。真夏の負けだよ。大人しく俺の家においで」

「これって勝ち負けなの？」

　真夏が反論するけれど彼のほうが一枚上手だ。

　禎高は玄関前で荷物を渡すと、「じゃあ、俺は車で待ってるから準備が終わったら電話して。必要なものがあれば買いに行こう」と言って、颯爽と立ち去ってしまう。

（今日も泊まることになってしまった……）

　薄暗い部屋の電気をつけ、買ってきたものをしまう。

　それから仕方なく泊まりの準備をした。化粧品はまとめて紙袋に入れる。

（……まあ、別れ話はちゃんとしないといけないしね。今日別れられれば、来週からはすっきりするし）

　そう言い訳して着替えを準備し洗濯物もまとめる。すると、思ったより大荷物になってしまった。

　禎高に電話すると、「玄関まで行くよ」と迎えに来てくれる。洗濯物も持ってきてと言っていたし、荷物が多くなることはわかっていたようだ。

「まさか、また助手席に乗るなんて。ほんと禎高に流されてる気がする」

「どんどん流されて。この状況、俺は嬉しいよ。真夏はマルチや宗教の勧誘はちゃんと断れるのに俺に対してはちょろいのって、俺を警戒してないってことでしょ。相変わらず俺を信用してくれて嬉しい」

　彼の目が緩やかに弧を描く。心から喜んでいるのだと伝わってきた。

「……っ」

　真夏は目を瞠った。

　いいようにされてしまうのは禎高の口が達者で、真夏より一枚も二枚も上手だからだと思っていた。

　しかし、実際は真夏が彼に対して気を抜いているからかもしれない。心のどこかで禎高を受け入れているのだ。

「あっ、驚いてる。自分で気付いてなかった？」

「……うん」

「それは俺が長年かけて築いていった信用だからね。たかが一年距離を置いたところで、そうそう崩れないよ。別れを切り出した時の真夏は余裕がなかったから距離を置いたけれど、余裕がありそうなら側で支えてた。……真夏がつらい思いをしていたのに気付かなくてごめん。それは反省してる」

「それは、私が相談しなかったから……」

　職場で嫌がらせを受けていると言葉にするのを、つまらないプライドが許さなかった。ただでさえ禎高はいい男なのに、その彼女である自分がみじめに思えてしまうからだ。

　真夏は素敵な恋人の前でいい顔をしていたかったのである。

　その結果、一人で抱えこんだことで限界がきてしまい、ああいう結果になってしまった。

　それに、棟寺商会の御曹司という立場は彼になにを言っても変わらない。その恋人であることが嫌なら、別れるしかないと思っていた。

「これからは、どんな些細なことでも相談したくなるように徹底的に甘やかして、俺なしではいられなくするから覚悟してね」

「え……それは困る」

「困らないよ。真夏もきっと快適だよ」

　禎高ははっきりと言いきった。俺を頼ればいい──そんな自信に満ちあふれている気がする。

　とはいえ、頼ったところでどうにもなならいことだってある。いくら棟寺商会の子息とはいえ、別会社のいじめ問題には口を出せないだろう。

　今後もし似たようなことが起こったら、なにをどう解決するつもりなのか。

（ここから先は別れ話になる。……今は運転してるし、後でゆっくり話そう）

　どうせこれから彼の家に行くのだ。別れ話は一筋縄でいかないと思うし、わざわざ車の中で話す必要はない。そう考えて黙りこむ。

　そんな真夏に、禎高は優しく声をかけてきた。

「眠くなっちゃった？　着くまで寝てていいよ」

　やはり、どこまでも真夏を甘やかす気だ。彼はカーナビの音量を絞る。

　助手席で寝るのは運転している人に失礼だ……と思いながらも、妙に静かになった車内と走行時の振動がほどよく眠気を誘ってきて、真夏はまどろみの中に落ちていった。




　禎高の家に着くと、彼はまず購入した流木をバケツに入れて水につけた。こういったものはすぐに水槽には入れられないので下準備が必要になる。

　その後、彼はホームセンターで買った日用品をしまう。真夏は水槽の前に座ってプレコを眺めていた。

　水底でじっとしていて動かないけれど見ていて飽きない。それにかわいい。水槽設備のモーター音すらうるさいどころか癒やされる。

　ホームセンターで見かけた魚たちもかわいかったけれど、やはりこのプレコが一番だ。見ているだけで時間が溶けていく。

「飲む？」

　荷物を片付け終えた禎高が、水槽を眺めている真夏にアイスティーのグラスを差し出してきた。ペットボトルのアイスティーだろう。

　真夏はアイスティーを好むけれど、彼は特別好きなわけでもない。一人の時は飲まないと言っていた。

　つまり、真夏のために好きでもない飲み物を購入していたのだろう。彼の中には当然のように真夏がいる。

　しかし、自分は禎高に抱く感情は微妙なものだ。別れたはずなのにという戸惑いが大きい。

　冷たいグラスを受け取ると、指先から心まで冷えた気がした。

「こうして禎高といる時はすごく楽。私を思ってくれるのが伝わるし、それは素直に嬉しい。でも、禎高のいない場所で禎高の恋人として見られるのが本当に嫌だった。どんなに禎高がいい人でも、こればかりはどうにもならないでしょ？」

「そうだね。……でも、俺はデメリットをメリットが上回れば真夏はまた俺を選んでくれると思ってる」

「メリット？」

「俺の家がそれなりの会社だから、棟寺の人間の恋人……ゆくゆくは婚約者、そして妻となり棟寺の人間として認知されるのは仕方ない。知らない人が声をかけてくることもある。嫌なことを言われるかもしれない。だけどそのぶん、絶対にお金には困らせないから。同年代の一般的な男より甲斐性はあるよ。俺なら余裕のある暮らしだけではなく、贅沢もさせてあげられる」

　ここにきて、禎高は内面ではなく財力を打ち出してきた。もちろん口先だけではなく、言うだけのお金を彼が持っていることは知っている。

「嫌なこと言われた時は気晴らしに旅行でもしようよ。美味しいものを食べに行ってもいい。嫌な気持ちは楽しさで上書きすればいいし、そうもいかないレベルのことを言われたら法的手段に訴えてもいいんだからさ。うちの顧問弁護士に相談するよ」

「法的手段って……」

「お金に困るような生活はさせない。休まずに働かなければ明日の生活も成り立たない……そんな苦労とは無縁だ。スーパーで知らないおばさんに声をかけられて、監視されてると思ったんでしょ？　それを受け入れても、豊かな生活のほうが魅力的だと思わない？」

　豊かな生活という言葉にぐらりとくる。不景気な世の中だから心が引かれた。

　会社に長年勤めていれば色々な人と出会う。お金に困っている人もたくさんいた。

　認知される代わりに豊かな生活が送れる──これがデメリットとメリットなのだろう。どちらに天秤が傾くのか、それは価値観による。

　禎高はまっすぐに真夏を見つめたまま、言葉を続けた。

「あと、最大の問題は職場の嫌がらせだと言っていたよね。俺から言わせてもらえば、そんな職場に無理していることはないし、辞めてしまえばいいと思う。俺は真夏を養えるし、仕事がしたいなら働き口だって用意できる。それに真夏は資格も取ってるんだから、俺に頼りたくなければ自分で再就職先を見つけるのも難しくないと思うよ」

「それは……」

　一番つらかった頃に転職は考えたけれど、退職までは考えなかった。「棟寺商会と同じ市内にある職場では、また同じことになるのではないか」と思うと、転職に踏み切れなかったのだ。

　そんな折にふっと沸いて出た異動の話。離れた場所に行けると真夏は飛びついた。

　引っ越しは大変だったけれど、転職に比べたら異動のほうが遙かに楽である。

「あの時、相談してくれたらいくらでも協力できたのに。相談されるほど頼れる男になれなかった俺が悪い。だから、今度こそ徹底的に甘やかすよ。俺なしの生活は考えられなくなるくらいに」

　禎高がじっと見つめてくる。手が伸びてきて、真夏の手からアイスティーを取り上げた。グラスをテーブルに置くと抱きしめてくる。

「じゃあ、今日の別れ話は終わりだね。今の会話の流れで俺に別れを認めさせるなんて、無理でしょ？」

　真夏に触れる手は妙に熱い。まだ暗くなっていないのに、これから抱かれるのだと思うと胸の鼓動が早まる。

「私を気持ちよくしたいって言ってたけど……こういうことを手軽にできる彼女が便利で手放したくないだけ？」

「まさか。自分で言うのもなんだけど、俺はモテるからその気になれば困らないよ。でも、俺が触れたいのは真夏だけだし、こっち方面でも真夏を蕩かして俺から離れられなくしたい。お金や生活面はもちろん、体の相性も俺を選ぶことのメリットにして勝率を上げたい。……絶対に、真夏を手放したくないから」

「……っ、ん」

　ゆっくりと押し倒されて床に背中がつく。口づけられてしまえば、もうなにも言えなかった。甘んじて口づけを受け入れる。

　キスはすぐに深くなった。肉厚な舌が真夏の口内を探ってくる。激しいけれど、乱暴ではない動きに翻弄された。

　覆い被さってきた禎高は体重をかけてくることはないけれど、背中がフローリングに当たって痛かった。水槽の前は手入れの際に周囲に水が跳ねることもあるので、掃除しやすいようになにも敷いていない。硬い床の感触が伝わってくる。

　背中の不快感に眉をひそめると、禎高はキスをやめて真夏を抱き起こした。

「ベッド行こうか」

　優しく手を引かれる。

　つい数分前まで別れ話をしていたのに、今は抱かれるために自らの足で寝室に向かっているだなんて、とても恥ずかしい気がした。

　寝室に着くと彼は掛け布団を乱暴に取り払う。それから真夏を優しくベッドに導いた。

　彼はキスをしながら真夏の服をすべて脱がせていく。

　念のためにと、真夏の家に寄った時に上下そろいの下着に着替えていた。こうなることを期待していたわけではないけれど、見られても恥ずかしくない下着であることに少しだけ安堵してしまう。

　華やかなレースがあしらわれた下着は「とってもかわいい」という言葉と共に取り払われた。

　一糸まとわぬ姿になると、胸の先端はすでに硬くなっていた。禎高はそれを見てにやりと笑う。

「真夏のここ、すごくかわいいことになってる」

　顔を寄せられ、ぱくりと咥えられた。先程まで口内を蹂躙していた舌が、今度は真夏の乳嘴を嬲っていく。

　ざらついた舌に擦られると、甘い痺れが真夏を襲った。

「んうっ……っ、あ……」

　舌先で転がされ、吸われ、時折軽く歯を当てられる。胸の先がつんとしこり、彼に与えられるすべてを強く感じてしまった。

「……っ、はぁ……っ、ん」

　真夏の息が上がっていく。

　禎高は胸を愛撫したまま、片手を真夏の腰に滑らせた。くびれている部分を何度か撫でて、とうとう指先が内股へと侵入してくる。

　膝で軽く両足を割られて、無防備になった足の付け根を指がなぞった。

「んうっ！」

　秘裂にそって指を往復されると、彼をほしがっているかのように花弁が割り開いた。左右の淫唇が指先をそっと挟み、ぬるぬるとした蜜が彼を濡らしていく。

　真夏の嬌声に禎高の荒い吐息が混じった。彼も興奮しているのだと思うと、妙に胸が騒ぐ。

　禎高は基本的に落ち着いている男で、真夏には優しく接してくれる。そんな彼が雄を見せてくる瞬間がたまらなく好きだった。

　まるで彼を愛していた時の気持ちが蘇ってくるように、どきどきしてしまう。

「あっ、んうっ……」

　いくら興奮していても禎高が雑に指を挿入してくることはない。ゆっくりと時間をかけながら真夏をほぐしてくる。

「真夏……」

　切なそうに名前を呼びながら、彼は胸から顔を離した。真夏の足の間に身体を入れると、今度は秘処に顔を近づけてくる。

「ちょ、ちょっと待って。それは……」

　さすがに恥ずかしい──その言葉は音にならなかった。

　濡れた指先に秘処を左右に拡げられ、露わになった桃色の粘膜にキスされる。

「ひあっ！」

　普段は晒されることのない場所をついばむ唇の柔らかな感触に惑わされた。さらに、舌が内側に侵入してくる。

「んっ、ああ……っ、あっ」

　唇の裏のねっとりとした粘膜が、真夏の粘膜と擦れ合う。ぞくぞくして腰が浮いてしまった。

　舌のざらつきに真夏の中が刺激される。

　時折、彼の高い鼻先が蜜芽に押し当てられるのもたまらなかった。お腹の奥がむずむずして熱がこもる。

「あっ、ああっ……」

　手をもがかせた後、ぎゅっとシーツを掴む。真夏から溢れた蜜と彼の唾液が絡まり、粘ついた水音を奏でた。サラサラの髪の毛が太腿をかすめる感触すら気持ちいい。

「んうっ」

　舌を出し入れされると、擬似的な性交のように感じてひくりと隘路がわなないた。さらなる快楽を求めるかのように、きゅうきゅうと彼の舌に絡みついてねだる。

　溢れる蜜はとどまることを知らず流れ落ちていく。がくがくと腰が揺れた。

「あっ……っ、ん。禎高……っ、も、もう……」

　限界が迫ってきていた。すると、禎高は返事をする代わりに真夏の花芯をきゅっと摘まみ上げる。

「──っ！」

　その刺激が最後の一押しとなり、真夏は高みに上りつめた。勢いよく溢れた愛液が禎高の顔を容赦なく濡らす。

　真夏の蜜口が収縮すると、ようやく禎高は顔を離してくれた。手の甲で顔を拭うと、ヘッドボードからスキンを取り出す。

　絶頂の余韻で肩を上下させている真夏を満足そうに眺めてから、彼は手早く自分の服を脱ぎ捨てて避妊具を装着した。

　これ以上ないくらいに硬くなったものが、快楽にわななく秘裂にあてがわれる。

「挿れるよ」

　声をかけてから彼は腰を進めてきた。とろとろになった媚肉を硬い熱杭が摩擦する。

　禎高は腰を揺らしながら、少しずつ真夏の奥を暴いていった。ようやく最奥をこつんと穿たれると、それだけで軽く達してしまう。

「んうっ！」

「ははっ。かわいすぎ」

　禎高の声が弾む。この小さな絶頂も彼は気付いているのだろう。

　禎高は真夏の右足を担いで自分の肩にかける。熱杭の角度が変わり、違った挿入感が真夏を襲った。

「ああっ」

　正常位とも、背後位とも違う感覚。しかも、奥深い場所を彼の先端が押しつぶしてくる。

「こ、これ……ダメっ」

「なにがダメなの？」

「なんか、んっ、気持ちよすぎて……っ、ああっ」

　担いだ太腿にキスをしながら禎高は腰を揺らした。熱杭の大きくくびれた部分が弱い場所をひっかいてくる。

「ンっ、すごいしめつけてくるね。これ、いいんでしょ？」

「あっ、ああっ、あ──」

「返事できないで喘いじゃうのも本当にかわいい」

　彼はたまらないといわんばかりの、とろけそうな表情で真夏の顔を覗きこんできた。

　緩急をつけながら彼が腰を穿ってくる。時折強く最奥を突いてきて、そのたびに真夏は快楽の渦に飲みこまれた。

　真夏はシーツを握りしめながら彼のなすがままにされる。

「──ンッ」

　ふと禎高が腰の動きを止めて奥歯を噛みしめた。そして呼吸を整える。

「気持ちよすぎて出ちゃうところだった」

　額に汗を滲ませながら苦笑する。

　しかし、何度も高みに押し上げられている真夏はろくに会話ができなかった。

　そんな真夏を見下ろしながら、口角をゆるりと上げた禎高は結合部の少し上に指を伸ばす。

「ひうっ」

　深く繋がったまま、彼は蜜芽をぐりぐりと指先で押しつぶしてきた。

　腰の動きは緩やかだ。吐精しないように抽挿しているのだろう。

　それでいて、真夏を感じさせようとしているのだ。

「ダメっ！　それ、本当に無理……！」

「ン……っ、すごい、ものすごく俺をしめつけてくる」

　禎高が気持ちよさそうに息を吐く。指と腰はずっと動きつづけていた。

　外側からは強い刺激を、そして内側から緩やかな刺激を与えられ、真夏は達したまま戻ってこられなくなってしまった。

　蜜口がずっと収縮し彼をしめつける。真夏は快楽に支配され思考回路が焼き切れた。

「あっ、はぁ……っ、ああっ」

　零れる嬌声はまるですすり泣いているようだ。

　無意識のうちに彼の名前を呼んでしまう。

「禎高ぁ……」

「……！」

　禎高の動きが止まった。身体の中に埋められた雄が一回り大きくなる。

「今のは反則だよね」

　苦笑しながら、彼は肩に担いでいた真夏の足を下ろしてくれた。真夏に腕を回してぎゅっと抱きしめ、正常位の体勢で激しく穿ってくる。

「あっ、ああっ！」

　先程よりも深い角度ではない。それでも敏感になっている真夏にとっては十分すぎるほどの快楽を与えてきた。

　強い抱擁で肌同士が密着する。さらに唇を貪られた。

「真夏……ッ、ン、真夏……」

　キスの合間に真夏の名前を呼びながら、何度も腰を突き入れてくる。

　やがて深い部分で動きを止めると、雄杭がぶるりと震えた。薄い膜の中に白濁が吐き出される。

　彼のものが自分の中で微かに震える動きさえ、今の真夏にとっては強い快楽となり身体を痺れさせた。

「はぁ──」

　大きく息をついてから、禎高はゆっくりと自身を引き抜く。

「んうっ！」

　抜け落ちた後も、真夏の蜜口が粘膜を覗かせながら物ほしそうに震える。すると、禎高の指先が秘裂を閉じた。その刺激にぴくりと腰が浮く。

「別れ話一回につき、こっちも一回だけ。約束は守るから」

　話しかけられても答えるだけの余裕がない。快楽の余韻に支配されていて、思考回路がぼんやりと霞がかっている。

　禎高は使用済みのスキンを処理した。

　彼のものはまだ元気に上を向いていて、筋が浮き立ち元気そうだったけれど、再び求めてくるようなことはない。

「お風呂を沸かしてくるね。ゆっくり休んでて」

　禎高は全裸のまま風呂場へと向かう。真夏はぐったりとしたまま彼の後ろ姿をぼうっと見ていた。

　背中のラインも綺麗だし、お尻の形もいい。全裸で部屋の中を歩く姿は間が抜けて見えるはずなのに、その後ろ姿まで格好いいから見惚れてしまった。

　風呂の準備を終えた彼は、ぬるくなったアイスティーを淹れ直して戻ってくる。しかも、疲れている真夏が飲みやすいようにとストローまで差してあった。

　まさに至れり尽くせりである。

　アイスティーを飲むと、火照っていた身体がクールダウンした。真夏はぼんやりと思う。

（私、禎高と別れられるのかな……？）

　禎高とは再会したばかりだし、先日まで別れたと思っていたのだ。嫌いではないけれど、気持ちがついていかない。

　そんな真夏の気持ちを知ってか知らずか、禎高はその後もただひたすら真夏を甘やかした。







第四章「変わらない二人」








　禎高と再会してから二ヶ月が経とうとしていた。

　梅雨入りし、じめじめとした空気が少しだけ不快である。

　禎高はすっかりこの職場にも慣れたようだ。要領がいいのでてきぱきと仕事をこなしている。

　人間関係も問題なさそうで工藤とも普通に接していた。しかも、工藤は牽制されたことを言いふらしていないようだ。

　噂にならなかったことに真夏はほっとする。工藤が大人の対応をしてくれてよかった。

　そして、真夏は禎高と別れることができないままだ。

　毎週のように「付き合ってるんだから」と、金曜の夜はほぼ強制的に禎高の部屋に連行される。なんとか別れようと試みるものの、未だに彼を説得できない。

　最後はぐずぐずに蕩かされて、甘やかされて休日は終わっていく。




　──金曜の夜、真夏は禎高の家に来ていた。

　彼は家事代行を金曜の昼間に依頼することにしたらしい。

　おかげで、真夏が行く時は日持ちしないサラダなども食べられた。レストランとはまた違った美味しさである。

　ちなみに、食費を払うと言っても禎高は聞き入れてくれなかった。財力のある彼は金銭的にも真夏を甘やかしてくる。

　結局、禎高の家で真夏がやるのは食後の片付けだけだった。真夏は申し訳ないけれど、禎高は満足そうだ。

「バナナチップのサラダ、すごく美味しかった」

　食器を洗い終わった後、禎高が淹れてくれたコーヒーを飲みながら食べたものについてなんとなく会話する。

「酢豚のパイナップルは苦手なのに、サラダのバナナチップは美味しく感じるのが不思議」

「確かに美味しかったよな。また作ってほしいって伝えておくよ」

　とても自然な会話で、端から見ればなんの問題もない普通のカップルだ。とはいえ、真夏はまだ彼と別れるのを諦めていない。

　以前の職場で受けた嫌がらせの記憶がしこりとして真夏の胸に強く残っていた。

　それに、まだまだ気になることがある。

「ねえ、禎高。色々屁理屈こねてこんな状況になってるけど、私が別れたつもりでいることは知ってたんでしょう？　同じ職場に出向までしてきて、もし私が新しい彼氏を作ってたらどうするつもりだったの？」

　金曜の夜、リビングで食後のコーヒーを飲む時は必ず別れ話になっていた。

　禎高に訊ねれば、彼はあっけらかんと言う。

「構わないよ。もちろん、真夏が俺以外の男と付き合うのは面白くないけど、俺も県外にいて傍にいてあげられなかったのは確かだから。そういうことになってても仕方ないと思ってた」

「仕方ない？　じゃあ、彼氏がいたら諦めてたってこと？」

「そんなの奪えばいい話でしょ。真夏にとって俺よりいい男なんてなかなか見つからないだろうし、どんな相手でも勝てると思ってた。真夏に彼氏がいたら『俺がいない間、真夏がお世話になりました』ってドヤ顔しながら略奪してたよ」

　禎高はさも当然のように答えた。

「うわぁ……」

　真夏は閉口してしまう。とんでもない自信だ。

　ただ、禎高はそれを裏打ちするだけのものを持っている男である。今更だけど、なぜ彼ほどの男が自分をこんなに求めているのか不思議だ。

「出向が終わったら自分の会社に戻るんでしょ？　今はいいけど、来年の春からは付き合うの大変だよね」

　棟寺商会のある県庁所在地まで車で二時間はかかる距離だ。

　電車という交通手段もあるが、路線が違うので途中で乗り換える必要がある。電車待ちや乗り継ぎの時間を考慮すると、電車でも車でも所要時間はそんなに変わらない。

　会うのに片道二時間もかかってしまうのは大きいと思う。

「それだけど、Ｎ市に引っ越そうと思って」

「Ｎ市？」

　県庁所在地とここの中間地点にＮ市がある。住宅地が多く県内では人口もそこそこだ。

「Ｎ市なら会社ともこことも車で一時間だし。片道二時間だと長く感じるけど、一時間くらいなら全然平気でしょ。休日に会うハードルがぐっと下がるよね」

　片道一時間かけて通勤する人も珍しくはない。でも、毎日となると大変そうな気がする。

「毎朝一時間も運転するなんて疲れない？」

「ここだってＮ市から通勤してる人も結構いるよね？　俺は運転が好きだから平気だし、限界だと思ったら平日は運転手を雇えばいい」

　運転手という発想がなかったので真夏は目を瞠る。

　さすがお金に余裕のある男だ。家事代行サービスといい運転手といい、金で解決できることは必要経費と割り切ってさっくり出すつもりなのだろう。

　そして、彼にはそうできるだけの財力があるのだ。持てるすべてを用いて、今度こそ真夏を手放さないという気概を感じる。

　その熱量が伝わってくるから、真夏の胸が揺さぶられてしまう。

「俺と別れ話するたび、どんどん詰められてる気がしない？　チェックメイトが近そうな気がする」

　禎高はにっと笑った。

「早く諦めればいいのにって思ってる？」

　溜め息交じりに真夏が言う。しかし、彼はあっさりと否定した。

「いや。この状態だからこそ真夏は忌憚なく色々言えるだろ？　真夏の不安材料は全部潰しておきたいからね。それがゼロになるまで、どんどん出してほしい」

「……」

「まあ、真夏と会わないでいた一年、泣いて縋ればよかったかなとか色々考えたよ。でもそれは真夏を追い詰めるだけだと思ったし、俺が地方の支社に行く話も出てたから。気持ちを落ち着けるためにも時間は必要だった」

　禎高の手が真夏の髪を愛おしげに梳く。

　──喉元過ぎればなんとやら。

　当時はあまりにもつらくて、禎高と付き合いつづけるのは絶対に無理だと思いこんでいた。

　それなのに、今は田舎という一点を除けば快適な環境にいるおかげで、彼と再び交際ができるのかもしれないと考え始めている。

　周囲に二人の関係を知られていないからか、今のところ職場で嫌な目に遭ったことはない。

　あんなにつらかったはずなのに、その記憶がどんどん楽しい記憶に侵食されていく。

　ただ、彼と付き合う覚悟が足りないのも確かだ。

　かつての職場のように、棟寺商会の御曹司と付き合っていることが周囲にバレたらと考えると怖くなる。また同じ目に遭ったらどうしようという不安は消えなかった。

　黙りこんだ真夏を彼は抱きしめてくる。

「ゆっくり考えて、真夏。絶対に幸せにするから」

　この先、「幸せにする」と言ってくれる男性と出会える確率はどのくらいだろう？　そして、そうできるだけの男性である確率も。

　ぐるぐると考え出すと、禎高が真夏の服のボタンに綺麗な指をかけてくる。

「別れ話の後はお約束だよね」

　思考の迷宮に足を踏み入れそうになった真夏を、彼はいとも容易く現実に引き戻してきた。

　あっという間に真夏の服を全部脱がせると、手を引いて立たせる。

「寝室に行こうか」

「な、なんで服を先に脱がせたの？」

「恥ずかしがる真夏がかわいいから」

　寝室までの距離は短いけれど、裸で歩くのは羞恥心が煽られる。

　片手は彼と繋いでいるけれど、もう片手で身体を隠すことはできた。とはいえ、そっちのほうがいやらしい気がする。

　そうこう考えているうちに、あっという間にベッドの前だ。真夏が乗ると彼が覆い被さってくる。

「真夏……」

　キスをしながらぎゅっと抱きしめてくる。彼としか唇を重ねたことがないけれど、おそらく彼は上手だ。いつもうっとりしてしまう。

　体重はかけずに身体を密着させながら、禎高は腰をぐりぐりと押しつけてきた。

　蒸し暑くて汗ばんでいたから、今日は食事前に入浴を済ませている。

　彼は肌触りのいい灰色のスウェットを着ていた。布の質からして量販店のものではなく、それなりの品だろう。

　そのスウェット越しに硬いもので秘処を擦られた。真夏は下着をつけていないので、秘処に布地が直接当たる。

　ぬるりと、自分の身体から流れ出たものが彼の服を濡らすのがわかった。

「待って、汚しちゃう」

　真夏はやんわりの彼の胸を押し返そうとした。だが、さらに強く腰を当てられる。

「んっ！」

　その刺激で秘処が開き、粘膜に生地独特の感触が伝わってきた。

「いいよ、汚して。灰色だから濡れたら目立つね」

「……！」

　この時期になると真夏は灰色の服を着ない。汗染みが目立つからだ。

　しかし禎高はわざと濡らそうとしてくる。

　なんとか腰を逃がそうとするけれど、余計に彼のものに秘処を擦り付けてしまう形になった。

「ンっ……、真夏も乗り気？」

「違っ、んうっ、避けようと……っ、あああっ」

　先端がほんの少しだけ布越しに内側に入ってきた。

　スウェットの厚さから、これ以上侵入してくることはないとわかる。

　それでも、すごく恥ずかしいことになっていると感じて顔が赤くなった。

「はぁ……、すごいね真夏。俺がほしくてこんなおねだりしちゃうの？」

「違……んっ、あぁっ、うんっ……」

　禎高は腰を前後に揺らす。布地はどんどん水分を吸収していった。

「あー、本当にかわいい」

　禎高は膝立ちになる。スウェットと真夏の秘処を粘ついた糸が紡いでいた。その部分はすっかり色が変わっている。

「それ、早く脱いで！」

　とても見ていられなくて、真夏は顔をそらす。

　すると、禎高は蜜口の上にある花芯を摘まんできた。

「ひうっ！」

　敏感な部分に触れられて真夏の腰が跳ねる。

「……ねえ、真夏。ここの皮って剥けるの知ってる？」

「は？　皮……？」

「知らないか。じゃあ教えてあげる。ここって男のやつと一緒で剥けるんだよ。やってみようか」

　とても真面目な表情で禎高が告げてきた。

「えっ」

　禎高は指先を花芯に押し当て、ぐっと指を進める。その瞬間、ぴりっと電流が走ったような衝撃を受けた。

「あうっ」

「わっ、簡単に剥けた。……というか、すごく真っ赤になってる」

　禎高は顔を近づけてきた。そして、無防備になった蕾に口づける。

「あああっ！」

　ただでさえ弱い場所なのに、皮を剥かれてしまったせいで感度が上がってしまった。

　ざらついた舌先に転がされると、お腹の奥から熱がこみ上げてくる。

「やあっ！　んっ、ああっ」

「ン……ッ、はぁ……。すごいね、真夏。ここ、そんなに感じる？」

「ひうっ」

　唇を当てられながら言葉を紡がれると、吐息までもが甘い刺激になって襲ってくる。

「真夏が隠していたここ、見せてくれて嬉しいよ。こんなにいやらしい場所だったんだね。これからは、ここもかわいがるから」

　禎高の声色はひどく弾んでいて嬉しそうだ。

　別に隠していたわけではないし、むしろ自分でもどういう状況になっているのかわからない。

　それでも、その場所がいつも以上に敏感になっていることだけは把握できる。

「ああっ、やっ、待って。もう私……」

「イきそう？　いいよ、イって」

　禎高は蜜芽を吸い上げながら、秘裂に指を差しこんでくる。

　ぐるりと内側で回してから、ちょうど敏感な部分の裏側に指を押し当てた。

　表と裏の両側から刺激されると、強い衝動が襲ってきて腰ががくがくと震えた。

「あっ、ああっ、んっ！　なんか、おかしい……っ、あっ、あぁあ──」

　次の瞬間、視界が真っ暗になった。それと同時に下腹部に溜まっていた熱が放たれる。

　快楽の証しが放物線を描いて禎高の顔を濡らした。

「あっ、やぁ……っ、止まらない……っ、やぁ……」

　禎高が顔を離すと、彼の胸元めがけて水が飛んでいく。真夏は下腹部に力をこめてその現象を止めようと試みるが無理だった。

　ようやく止まると、真夏の四肢から力が抜ける。

「やぁ……」

　とても恥ずかしくて、ここから消えてしまいたい。

　しかし禎高は満足そうに微笑んだ。

「初めて潮吹いたね」

　潮吹きという現象は知っている。性描写のある女性向け漫画で読んだことはあった。

　とはいえ、あれは漫画の誇張表現だから現実ではそうそう起こることではない。現に、真夏は今までどんなに感じても潮を吹いたことはなかった。

　しかし、初めて経験した。潮を放った孔がまだじんじんしている。

　潮は霧吹きのような現象だとなんとなく思いこんでいた。

　それなのに現実はまるで小水のように出てしまった。粗相ではないとわかっていても、漏らしたみたいで恥ずかしくてたまらない。

「やだもう、恥ずかしい……」

　半泣きで呟くと禎高が顔を近づけてくる。その前髪にしたたる滴は真夏の体液だ。

「うん、すごく恥ずかしいね。だからこんなことは俺以外とはできないね。……おっと大変だ。そうなると、もう真夏は俺としか付き合えないな」

　染みの目立つスウェットを脱ぎながら彼が早口で言う。真夏はつっこみたくなるけれど、疲れすぎてなにも言えなかった。

　禎高はスムーズに避妊具をつけると、真夏の足の間に身体を割りこませて膝立ちになる。

　腰を軽く持ち上げられれば、ひくついた蜜口とその上の花芯が彼からよく見える体勢になってしまった。

「押さえてないとすぐに皮を被っちゃうね。後でまた剥いてあげる」

「んあっ」

　彼は指先でそっと蜜芽を撫でてから、秘裂に先端をあてがってくる。媚肉をかきわけながら、ゆっくりと太く熱いものが真夏の奥まで侵入してきた。

「あっ、あああっ──」

　先程絶頂を迎えたばかりで快楽の灯火がまだ燻っている。彼のものに内側を撫でられる感触が溜まらず、結合部の上から再び体液が放たれた。

「いやっ、嘘……！」

　潮は半円を描きながら彼の下腹を濡らす。

「挿れただけでこんなに感じちゃったの？　はぁ、嬉しいな」

「んっ！」

　一気に奥まで貫かれた。

　最奥を刺激された瞬間、またもや彼の下腹を濡らしてしまう。

「禎高っ……やっ、これ、ダメ。お願い、ちょっと待って……」

　耳まで真っ赤にしながらいやいやと首を横に振る。

「ダメじゃないよ。二人でいっぱい恥ずかしいことしようよ」

　深くまで繋がったまま禎高は蜜芽に指を伸ばした。赤い真珠が再び剥き出しになると、禎高が劣情の滲んだ目を妖艶に細める。

「あああっ！」

　外気に触れただけでも今度はすさまじい快楽を覚えた。

「ダメ、ほんとダメ。禎高が中にいるのに触れられたら、おかしくなっちゃう。お願い、許して」

「そう言いながら、真夏のここはおねだりしてくるんだけど。どれだけ俺をしめつけてるか自分でわかってる？」

「……っ」

　確かに彼の言うとおり、先程から膣は痙攣を続けていた。

　薄い膜越しに浮き立った筋を感じてしまうほどに彼をしめつけている。

「真夏が本当に無理そうだったら止めるよ。でも気持ちいいだけなら……真夏に味わってもらいたい。俺とのセックスがやみつきになるように」

「あぁ──」

　今日に到るまでずっと隠れていた肉芽に親指が押し当てられた。そのまま指先に力を入れられると、ぬるりと横に滑る。

「んうっ」

　電流に似たなにかが腰から背筋を走り抜けていった。

「あー、本当にかわいい」

　逃げる突起を彼の指先が追いかけてくる。そのたびに真夏は強すぎる快楽を享受していた。

「あっ、ああっ！　……んっ、はぁ……っ」

　再び潮を放ってしまう。真夏はもちろん禎高もびしょ濡れだ。

「ふふっ。終わったら一緒にシャワー浴びようね」

「あ──」

　彼は腰を小刻みに揺らしてきた。細かいリズムで奥をとんとん突かれて、真夏は身体を仰け反らせる。

「あうっ、あぁ……」

　連続で達しているというより、絶頂を迎えたまま戻ってこられない。

　ただただ快楽に溺れ、呼吸をするのがやっとである。はらはらと涙がこぼれ落ちた。

「おっと」

　禎高は親指を離すと、すすり泣く真夏の身体をあやすみたいに抱きしめる。背中に優しく触れる大きな掌さえ、今の真夏はぞくぞくしてしまった。

「ごめん。気持ちよさそうだったから、もっとよくなってほしくて暴走した」

「……ぅ」

「話せない？　落ち着くまで動かないから、ゆっくり呼吸をして」

　先程までの興奮気味の様子とは打って変わって、彼は真夏をなだめるように優しく声をかけてくる。

　彼はいたずらに奥を刺激してくることもなかった。熱杭も最奥にあてがうことなく、その手前でとどまっている。

　今の禎高の手つきに微塵もいやらしさはない。

　それでも、身体の中に埋めこまれた彼の雄を如実に感じてしまった。

「──っ、あっ、あ……」

　びくびくと身体を震わせながら一人で達してしまう。

　何度極めても果てが見えない。続けざまに上りつめそうになり彼のものをしめつけると、禎高が真夏の顔を覗きこんできた。彼の瞳が不安げに揺れる。

「……ッ！　真夏、大丈夫か？　とりあえず抜くよ」

　禎高はなるべく刺激しないように、ゆっくりと自身を引き抜いていった。

　しかし、先端の丸まった部分が秘裂をめくりながら出ていく瞬間、またもや絶頂感に襲われる。

　彼はベッドを降りると、冷たく濡らしたタオルを真夏の首筋に当てた。ひんやりとした感触に真夏は通常の感覚を取り戻していく。

　じんじん疼いていた秘処も痺れが抜けていった。だんだん指先に力が入るようになる。

　真夏が落ち着くまで、禎高は何度も濡れタオルを用意してくれた。

　保冷剤では冷たすぎるから、濡れタオルがちょうどいい。

「……ありがとう」

　ようやく落ち着いた真夏がお礼を言うと、禎高はほっと息をついた。

「よかった。……今のは俺が悪かった。すまない、真夏」

　彼は頭を下げる。

「ううん、びっくりしたけど大丈夫。私こそ途中で止めることになってごめん。続きする？」

「いや、今日はもうシャワー浴びてゆっくりしよう。シーツを変えたらベッドでごろごろしていてもいいし、リビングで映画を見てもいいし」

　彼の雄はすっかり普通の状態に戻っていた。

　さすがに、今からセックスする気持ちにはならないのかもしれない。

（私ばっかりが気持ちよくなって禎高に悪い気がする）

　確かに彼は暴走したけれど、別に真夏に命の危機が迫っていたわけではない。

　過呼吸に陥ったわけでもなく、ただ感じすぎてしまっただけ。彼が続けようと思えば続けられたのだ。

「お詫びに……舐めようか？」

　真夏が声をかけると彼は微かに目を瞠った。ぴくりと、雄杭が反応して少しだけ大きくなる。

「気持ちだけ受け取っておく。俺は自分が気持ちよくなるより、真夏を気持ちよくしたいから」

　そう言うと彼は真夏に手を差し伸べた。

「ほら、シャワー浴びよう。うまく歩けなさそうなら俺が運んであげる」

「大丈夫、自分で歩く」

　彼の手を握り、真夏はゆっくりと立ち上がる。

　繋いだ手の温もりがあまりにも心地よくて、真夏にねっとりと絡みついていた淫靡な雰囲気は霧散した。







第五章「そこに明確な原因はない」








　梅雨も明け、本格的な夏が始まった。真夏と禎高の関係は相変わらずである。

　ただ、真夏の中の天秤はかなり禎高側に傾いていた。

　嫌いで別れたわけではない。だから一緒にいるだけで彼を好きな気持ちが徐々に蘇ってしまう。

　また限界が訪れた時に、今度こそ別れればいいのではないか──そんな考えが頭にちらついた。

　ただ、そちら側に振り切る最後の一押しが見つけられずにいる。

（禎高に流されそうになっているのは自覚してるけど──）

　それでも、最終的な決断は自分の意思で下したいと思っていた。




　とある木曜日の夜、真夏は自分の部屋でぼんやりと動画配信サイトを眺めていた。

　禎高と離れていた期間、プレコ関係の動画をたくさん見ており、その時に出会ったチャンネルである。

　一部のプレコ……それこそ禎高が飼っているキングロイヤルペコルティアは柄によってプレミア価格がつくので、自慢のプレコを見せびらかすようにアクアリウムの動画を上げている人が多い。

　熱帯魚専門店も今週の入荷情報と銘打ち、ブリーダーから仕入れたキングロイヤルペコルティアを紹介していた。十万超えの個体もざらにいる。

　画面に映るプレコの模様は確かに綺麗だ。縞模様でも白地が多いと見事である。

　禎高のプレコは黒地の面積が多いが、それでもどのプレコより魅力的に感じた。俗に言う「うちの子が一番かわいい」というやつである。

　禎高と再会してプレコに毎週会えるようになったけれど、動画を見る習慣は続いていた。

　そう、すっかり嵌まってしまったのである。飼育している熱帯魚を紹介する人間の熱量が好きなのだ。

　今日は物々しいタイトルの動画が上がっていたので、真夏は気になって再生をする。

　その動画はよく見る配信者がアップロードしたものだ。彼の素性は知らないけれど、とにかく大量のプレコを飼育していて水槽用の部屋を二つも持っている。

　手入れにもかなり時間がかかるだろうが、とにかくプレコが好きだというのが伝わってきた。いつもほのぼのとプレコ愛を語っているのだが、今日は口調が荒々しい。

『僕はとても怒っています。その原因はこれです』

　画面に映し出されたのは、キングロイヤルペコルティアだ。しかしヒレも尾もギザギザに千切れて、体表の模様がはげている。

　あまりにも痛々しい様子に、真夏は眉をひそめた。

『この子はうちで飼っていた子じゃありません。僕の友人が飼っていた子です。友人はひとつの水槽で複数のプレコを飼っているのですが、この子がいじめられたようですね』

　その動画を作っている人は、身バレ防止のために自分の顔を映さないようにしている。表情はわからないけれど、その声色には抑えきれない怒りが滲んでいた。

『ある日突然この子がいじめられたようです。その時に相談されて、僕はすぐに隔離するように伝えたのですが、今まで大丈夫だったから少し経てば落ち着くだろうと友人は放置していたようです。そしたらこの有様ですよ。尾ひれがこんなに短くなっちゃって……』

　カメラが痛々しいプレコをアップする。

『再び泣きつかれて友人の家にいったところ、この子を見つけましてね。このままじゃ死んでしまうので速攻で連れ帰ることを決めました。うちには緊急用の水槽があるから、友人の飼育水を貰ってしばらく前にこの子をうちにお迎えしました。その時の動画は撮ってません。この子がようやく落ち着いてきたので、今カメラを回しています』

　引き取った直後のプレコを撮影したほうが衝撃的な映像を撮れそうなのに、そうしなかったことに好感を持つ。

　この動画を作成している人の性格は好ましいと真夏は思った。

　その後も、友人とのやりとりが語られていく。

　なぜプレコをすぐに隔離しなかったのかというと、設備がなかったとのことだ。これに対し、動画作成者は激しく怒りを露わにする。

『設備がないなら魚を増やしちゃダメ！　どんなに仲よく見えても、理由なくいじめが始まることもある。飼い主の責任として緊急避難用の水槽は準備しておかないと。いじめだけでなく、病気になった子を隔離する時にも必要になるので』

　生き物を飼うなら、環境を整える責任がある──動画作成者が一番伝えたかったことは、それらしい。だからこそ、この子をカメラに映したのだと。

『あと、飼えなくなった熱帯魚を川に流すとかもっての他だからね。それは生態系をぶち壊す行為ですよ。どこかのバカが放流したせいで、日本にいないはずのプレコが繁殖している川もあるからね』

　そんなことを言って動画は終わった。時間が経つにつれて丁寧な口調はどんどん荒れていったけど、そのぶん伝わってくるものがある。

（プレコが繁殖してる川、テレビでやってたよね。問題になってたなぁ……）

　しみじみと思いながらも、いじめられたプレコの凄惨な姿に気持ちが落ちてしまったので、楽しそうな動画を探す。

　この動画が後の自分に大きな影響を与えることになるなんて、この時の真夏はまったく予想もしていなかった。
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　真夏が務める工場の敷地はとにかく広い。野球ドームが十個は入る。

　工場内にはメインとなるビルや生産現場となる建屋の他に、各現場の事務所となるプレハブがいくつも建っていた。

　プレハブといえどオフィス用の立派なもので、二階建てで耐震もしっかりしている。冷暖房や水回りの設備もばっりちだ。

　各事務所の建物同士は離れており、別の部に書類を送る際は社内便というシステムが用いられる。

　この社内便は午前と午後に一度ずつ集荷と配達があった。急ぎでない書類は社内便で送ればいいが、すぐにやりとりしたい場合は自分で足を運ぶ必要がある。

　真夏はちょうど他部署から急ぎで押印をもらいたい書類を処理したばかりだ。書類を入れたクリアファイルを手に持つと、行き先ボードに目的の部署を記入する。

（今日は暑いけど、頑張って歩かないと……）

　目的の部署がある建屋は補系管理部門のビルから離れており、徒歩で往復三十分だ。夏場はちょっとつらい。

　真夏が行こうとすると、公用車の鍵を持った禎高に声をかけられた。配属初日こそ目立っていたものの、小脇に分厚いファイルを抱える姿はすっかり職場に馴染んでいる。

「瓜瀬さん、資材部に行くの？　これから資材部の上の階で会議だから、行きだけでも公用車に乗ってく？」

　それを聞いて真夏は喜んだ。

「ありがとうございます、竹村さん。お願いします」

　ここで断るほうがおかしい。それに、行きだけでも乗せていってもらえたら早く戻ってこられる。

「じゃあ行こうか」

「はい」

　公用車に乗って男女二人で敷地内を移動──それもこの工場では珍しくない光景だ。公用車の数は限られているから、予定を調整して乗り合わせるケースがよくある。この工場独特の文化かもしれない。

　ともあれ、建屋のすぐ傍の駐車場にある公用車に乗りこむと中は蒸し暑かった。禎高はエンジンをかけるとクーラーを最強にする。

「涼しくなる頃につくかもね」

「それでも、往復歩くよりは全然いいよ。ありがとう、禎高」

　職場では名字で呼び合っているが、車内は二人きりなので名前で呼ぶ。

「出発するよ」

　そう言って禎高が車を走らせた。

　敷地内は徐行運転が定められているが、それでも炎天下の下を歩くよりは速い。どんどん目的の部署まで近づいていく。

　ゆっくり車を走らせると、セミの鳴き声に混じって金属音や、お腹の底に響くような低音が聞こえてくる。

　昼間の工場はかなり賑やかだ。それでも周辺住民からの苦情はほとんどない。

　この地域に住んでいる住民はなにかしらの形で工場に関わっている者が多く、この工場がなくなったら困るのだ。

　それこそ飲食店やスーパーだって、その利用者のほとんどが工場の職員やその家族である。だからうまく共存していた。

　ようやく車内が涼しくなってきたけれど、目的の事務所まではもうすぐだ。

「今日は暑いな。帰り道は気をつけてね」

「うん、ありがとう」

　目的の場所で禎高が公用車を駐める。二人揃って車から降りると、「瓜瀬さん？」と女性の声が聞こえてきた。

「……っ」

　思わず真夏の身体が強張った。

　なぜならその声には聞き覚えがあり、絶対に聞きたくない声であったからだ。

　気のせいだと思うことにして、声のしたほうを向かないようにする。

　すると、事務所の中に入ろうとする真夏の前に立ち塞がるようにして一人の女性が躍り出た。

「やっぱり、瓜瀬さんよね」

　目の前にいたのは前の工場で真夏に嫌がらせをしてきた主犯格の女性だった。どうして彼女がこの工場にいるのか？

「久しぶり。私もこっちの工場に異動することになって、今は現場の事務をやってるの」

　彼女は聞いてもいないことをどんどん話しかけてくる。そんな様子に真夏は戸惑いを覚えた。

（なんでこんなに親しげなの？）

　真夏が田舎の工場に異動した本当の理由を元凶である彼女はわかっているはず。

　異動直前、更衣室で聞こえよがしに呟かれた「せいせいするわね」という言葉は忘れない。

　急に態度を変えてきた彼女への戸惑いと、親しげに話しかけてくることへの苛立ちと、なにより彼女への恐怖。

　不快な感情が真夏の胸中を支配した。

　真夏の顔色が変わったのを見て、禎高が彼女に声をかける。

「前の工場で、瓜瀬さんと同じ部署だった人？」

　禎高の胸章には「竹村」と印字されている。

　真夏が棟寺家子息の恋人ということは知っていても肝心の顔を知らない彼女は、禎高の整った顔を見てにこりと微笑んだ。

「ええ、そうです。瓜瀬さんと同じ部署のかたですか？」

　色目を使っているのがありありとわかった。秋波を送る彼女に禎高は冷たく言い放つ。

「なるほど、瓜瀬さんに嫌がらせをしていた人ですね。話は聞いていますよ」

「……」

　彼女の表情が凍りついた。

「そんな人が、彼女になんの用です？」

「実は……その、瓜瀬さんに謝りたくて。謝るから、どうか呪いを解いてほしいの」

「は？」

　白昼堂々紡がれる非科学的な言葉に、素っ頓狂な声を上げてしまった。

（呪いってなに？）

　わけがわからず真夏はたじろぐ。禎高もさすがに引いているようだ。

　目の前の女性は言葉を続ける。

「瓜瀬さんが異動した後……またが似たようなこと起きて。パートのおばさんだったから、あっさり辞めちゃったの。しかも二人続けて」

「……そう」

　定時まで仕事をする正社員と契約社員の他に、三時で仕事を上がるパートのおばさんたちもいる。

　パートの場合、退職の二週間前に申し入れることと契約書には謳っていた。

　もっとも、二週間前に言われたら会社としても困る。二週間では次の人を探すのも、引き継ぎも大変だ。

　そんな事情から二ヶ月前には退職を申し出るのが普通だが、契約書に二週間と書かれている以上、突然の退職でも会社は認めるしかない。

　だからパートは簡単に辞められるのだ。

「それで、おばさんが二人辞めた後は私が標的になっちゃったの。瓜瀬さんが辞めてから立て続けにこんなことが起こるなんて、もう瓜瀬さんの呪いとしか思えない。耐えられなくて、瓜瀬さんを見習って私も田舎に逃げてきたわけ。異動願いを出したんだけど、自己都合の転勤は家賃補助も引っ越し代も出ないなんてひどいよね。お金カツカツよ」

　自己都合の転勤に家賃補助や引っ越し費用の援助が出るはずもない。この周辺は比較的家賃が安いとはいえ、引っ越し代はかなりかかったと思われる。

　それでも、同じ系列の工場に異動させてもらえるだけでもありがたいはずだ。彼女は勤務年数によって得られるメリットを手放さずに済んだのだから。

　前と同じ部署は真夏がいるので空きはないが、管理補経部門の従事者なら現場直属の事務員として引く手数多だ。管理補系部門なら工場独自のシステム操作に慣れているし知識もある。

　よって、事務員が足りない現場に異動できたのだろう。

　久々に会った彼女は、以前に比べるとみすぼらしく見えた。

　綺麗なウェーブがかかっていた髪の毛はパーマが取れかけて、寝癖のようにだらしなく見える。

　髪の色だって昔は綺麗に染まっていたのに、今は根元の黒い部分がかなり目立っていた。

　髪の手入れまでする余裕がないのかもしれない。

「とりあえず、今の職場でもなんか浮いてる感じなのよね。絶対瓜瀬さんの呪いでしょ。気持ち悪いからもう許してくれない？」

「……」

　きつい口調で言われると、真夏はなにも話せなくなってしまった。

　彼女の性格なら家賃補助や引っ越し費用が出ないと周囲に文句を言っているだろうし、今の見た目はだらしない。彼女が職場で浮くのは当然だ。

　しかも呪いなんて非科学的なことを言い出すなんて、どうかしている。

　ただ、その思いを声に出して伝えることが真夏にはとても難しい。微かに開いた唇からは、ひゅっと息が漏れるだけ。

　前の職場での出来事が脳裏にフラッシュバックする。彼女が怖くてたまらない。

　焼け付くような日差しの下で、冷たい汗が背筋を流れていった。

　黙りこんでしまった真夏を庇うように、禎高が一歩前に進み出る。大きな背中で真夏を隠してくれた。

　その瞬間、軽い安堵を覚える。

「いくつか質問があるのですが、瓜瀬さんへの嫌がらせを主導していたのはあなたという認識で間違いないですか？」

「えっと……、それはまあ、そうなんだけど」

「では、パートのおばさんたちはどういう経緯で嫌がらせを受けるようになったんですか？　瓜瀬さんの時みたいに、あなたが主導したのでは？」

「それも……ははっ。まあ、ちょっとは影響あるかもしれないけど……」

　なにがおかしいのか、薄ら笑いを浮かべながら彼女が答える。

　そんな彼女は嫌がらせを反省しているようには見えない。

「あなたは自分がいじめられる側になった理由がわからないのですか？」

　禎高が強い口調で問いただす。

「わかるわけないじゃない。だって、みんな私の言うとおりに標的を決めてストレス発散して楽しんでたのよ。いきなり私に矛先を向けるなんて、なにを考えてるの？　もう瓜瀬さんの呪いとしか思えないわよ」

　本当に思い当たる節がないようだ。不機嫌そうに唇を尖らせる。

　そんな彼女に禎高が粛々と告げた。

「立て続けにあなた主導の嫌がらせが起きたら、いつ自分が標的にされるかわからないでしょう？　だから追い出すためにあなたを標的にしたんじゃないですか？」

「えっ……嘘っ、そんな理由？」

「どう考えてもそうなりますよ。呪いなんかじゃない。自分のしたことが自分に跳ね返ってきただけで自業自得ですね」

　真夏はその禎高の言葉を聞いてはっとする。

　彼女は職場で目立つ存在だったし、発言力もあった。けれど、いつも必ず誰かとつるんでいた。

　取り巻きがいるからこそ、彼女は気を大きくしていたのだろう。

　しかし、そういう人間ほど自分が被害者側に回ると途端に弱くなる。

　部の女性陣が徒党を組んで彼女を仲間はずれにしたのなら、かなり堪えたはずだ。攻撃的な人間は妙に打たれ弱い印象がある。

「なにそれ。あなた、ムカつく」

　彼女は禎高を睨み付けた。いくらイケメンでも、自分に優しくない男の前では取り繕わないようだ。

「どう思われようと結構です。あなたが瓜瀬さんに対して呪いだのわけのわからないことを言ってきたと、あなたの部に報告しますね」

「なっ……。だって瓜瀬さんをいじめてた人たちがいじめられていくんだもの、こんなの呪いでしょ。瓜瀬さんって本当に気持ち悪い」

　彼女の言葉には棘があった。真夏を見下すような、馬鹿にしているような口調だ。

（呪いだのなんだの言って私に嫌な思いをさせて、憂さ晴らししたいんだ……）

　そう分析するけれど、心ない言葉はしっかりと胸に突き刺さった。彼女の思惑どおり真夏は傷つく。

　だが、今は禎高が傍にいる。それだけで心強い。

　禎高は青ざめた真夏の代わりに彼女に言い返してくれた。

「そもそも、そういうことを本人に面と向かって伝えるのは瓜瀬さんに対する侮辱です。あなた、常識がないですよ」

　いい年をして常識がないと指摘されるのはとても恥ずかしい。羞恥か怒りかはわからないけれど、彼女は顔を真っ赤にした。

「なによ偉そうに！　いいわよ、好きに報告したらいいじゃない。『そんなこと言ってないのに、勝手に勘違いしたようです』って知らないふりをするから」

「この会話を録音しているので誤魔化すのは無理だと思いますよ」

「え」

　禎高は胸ポケットから小型のボイスレコーダーを取り出した、いつの間にか電源を入れていたらしく、録音中を示す赤いランプがついている。

　実は会議の議事録を作ると、「言った」「言ってない」という不毛なやりとりが発生することが多い。

　だからこの工場では、会議の際にボイスレコーダーで録音することが許可されていた。

　各部署でボイスレコーダーを持っており、禎高が持っているのも部の備品だ。これから会議なので持ってきていたらしい。

　禎高は録音を止める。

「呪いだなんて、霊感商法の類いと思われるのでは？」

　かつてこの会社では宗教勧誘で事件が起き大問題になった。それから宗教勧誘を禁止し、厳しく取り締まることになったのだ。

　禁止事項として、新入社員や中途採用の者は必ず説明される。出向者である禎高も例外ではなく叩きこまれただろう。

「やだちょっと、やめてよ。そんなんじゃないって。そんなに私をいじめて楽しい？」

「いじめてなんていませんが？　目の前で同僚が理不尽な目に遭っているので、当然の対処をしているまでです。それより、瓜瀬さんに謝罪を」

　禎高はボイスレコーダーを指先でとんとんと叩いた。

　涼しげな顔をしているけれど、地を這うような声色に彼の怒りが覗き見える。

　禎高が真夏のためにここまで言ってくれるのだと思うと、一瞬だけ視界が滲んだ。

「……っ、ごめんなさい」

　消え入りそうな声で呟かれた謝罪の言葉に滲んでいるのは悔しさだけで、真夏に対する贖いの気持ちは微塵も感じない。

　それでも、真夏の心が少しだけ軽くなる。

「金輪際、瓜瀬さんに接触しないでください。たとえ天気の話だろうが、いかなる内容でも瓜瀬さんに話しかけた時点でこのデータをあなたの部に提出します。わかりましたか？」

「……」

「わ・か・り・ま・し・た・か？」

　禎高が強い口調で再び問い詰めると、渋々というように彼女は頷いた。それを見て、禎高はボイスレコーダーを胸ポケットにしまう。

「瓜瀬さん、行きましょう」

　真夏にかける声色は先程とは全然違う。ひどく優しいその声は、彼女に怯えていた真夏を安心させてくれた。

　真夏は禎高と一緒に建屋に足を踏み入れる。

　彼女は呆然と立ち尽くしたまま後を追ってくることもなかった。





　　　◆　　◆　　◆　　◆






　昼休み、真夏のスマートフォンに禎高からメッセージが送られてくる。

『今日はうちにくる？　それとも一人になりたい？』

　毎週金の夜はお泊まりコースだ。約束はしていないけれど、そういう習慣になってしまった。

　それでも今日は真夏が彼女と出会ったから、彼なりに気を遣ってくれているのだろう。

　世話焼きな禎高のことだ。本当は傍にいたいはずなのに、真夏の気持ちを考えて一人になりたいかどうか聞いてくれるところに思いやりを感じる。

『一緒にとことんお酒を飲みたい気分です』

　真夏がそう返信を打つと、すぐにメッセージが届いた。

『了解。今日の帰りにいっぱい買おう。今日は飲んで、明日はゆっくり寝てようか』

　真夏はスマートフォンをぎゅっと握りしめる。どこまでも優しい禎高のメッセージを眺めながらも、心の中はまだもやもやしていた。







第六章「そういうものだと割り切って」








　禎高の家に到着すると、くつろぐ前に真っ先に風呂だ。日中かいた汗を流すと気持ちいいし、ルームウェアに着替えたほうがゆっくりできる。

　通販で購入したばかりのカップ付きのワンピースだ。楽な着心地なのに、袖と裾がひらひらしていてシルエットがかわいい。

　風呂場にも洗面所にも、真夏のものがまたいつの間にか増えてしまった。特に洗面所なんて真夏の化粧品が占める割合のほうが大きい。

　ドライヤーで髪を乾かしながら、真夏は洗面所に並んだ自分のものを眺めた。

　最初は持ち帰っていたけれど、毎週末のお泊まりが続くうちに気付けば置くようになってしまったミニボトル。

　別れ話をしていたのに結局は別れられなかったし、禎高を納得させるほどの材料も持っていなかった。そして、今──。

（私は答えを出した）

　交代で入浴した後は夕食だ。今日も今日とて家事代行サービスによるごちそうをテーブルの上に並べる。

　禎高はＴシャツにハーフパンツというラフな服装だった。

「じゃあ、今週もお疲れさま」

「うん、お疲れさま」

　ソファで隣に並んで腰を下ろすと、まずはビールで乾杯した。

「なにか映画でも流そうか？」

　食事の時、禎高は基本的にテレビをつけない。しかし今日は真夏が無理して話さなくてもいいように気を使っているようだ。

「禎高に見てもらいたい動画があるんだけど」

「わかった。はい、リモコン」

　禎高からリモコンを受け取ると、動画配信サイトに繋ぐ。

　そして、昨夜見た動画のタイトルで検索した。すぐに見つかったので再生ボタンを押す。

「これは……」

　画面に映し出されたボロボロのプレコを見て、禎高は眉をひそめた。昨日の真夏と同じ反応だ。

　彼は余計なことを言わず動画を見る。食事の時に見て楽しい内容のものではないけれど、文句ひとつ言わず彼は最後まで見た。

　動画が終わった後、真夏が口を開く。

「私、ちょうど昨日この動画を見たの」

「そうか」

「それで今日、あの人に会って……。あの人がいじめられる側になっていたなんて驚いちゃった。でも、あの人がターゲットになる前にパートのおばさんが二人いじめられたわけで。……きっと、あの職場の人たちにとって、いじめることに深い理由はなかったんだね」

　真夏は目を細めた。禎高は手にしたビールを飲むことなく、静かに真夏を見つめて真剣な表情で話を聞いてくれる。

「私が棟寺商会の御曹司の恋人ってことが気に食わないなら、私がいなくなればもう嫌がらせは起こらないはず。でも、実際は私の後にパートさんがターゲットになって、最終的にはあの人もいじめられた。それって、特別な理由がなくてもよかったんだろうなって」

　職場で嫌な思いをするたび真夏の心は疲弊していった。最初は受け流していたけれど、小さなことが積み重なってとうとう耐えきれなくなってしまったのだ。

　その時、「禎高の恋人じゃなければ、こんな目に遭わなかった」と真夏は思ったのだが──。

「瓜瀬さんは素敵な恋人がいるって嫌味っぽく言われて、嫌がらせされて。だから、私は自分がいじめられる理由はそれだと思ってた。……でも、それはただのきっかけ。彼女たちはおそらく、誰でもいいからそれらしい理由をつけて憂さ晴らしをしたかっただけなんだろうなって気付いた。だから、私がいなくなってもいじめが続いたんだろうね」

　その真夏の言葉を肯定するように禎高が頷く。

「私が知らなかっただけで、過去にも似たようなことがあったのかも。なんの理由もなくいじめられるとは思ってもなくて、禎高のせいにしてた。理由がないはずがないって思いこんでたの。本当にごめんなさい」

　愚かだったと非を認めて、真夏は真摯に謝る。

　不遇な環境は理由がなければ納得できない。

　だから真夏は禎高の恋人であることが嫌がらせの理由だと結論づけたのだ。

　深々と頭を下げれば、優しい声が降ってきた。

「いや、俺の存在は真夏が最初のターゲットになったことの要因ではあったよ。嫌がらせしてた人たちだって、そんな感じで言ってたんだろ？」

　禎高はすかさずフォローしてくれる。

「それでも、ろくに説明もせず突然別れを切り出してごめんなさい」

「謝ることはないよ。そもそも俺はずるいから別れることにはっきりと同意しなかったし、離れていた一年は真夏にとって必要な時間だった。俺と離れた場所で落ち着いて過ごせたから、今日のことだって受け止められたんだろ？」

　確かに、一年という時間が真夏を冷静にさせてくれた。

　あのまま禎高に説得されて付き合っていたら、またなにかがあった時に別れると言い出したかもしれない。

　別れた……まあ、結果的には別れられていなかったのだが、とにかく精神的にも物理的にも禎高と距離を置けたから、今は落ち着いて物事を考えられる。

　そして、離れた時間があったからこそ、再び彼と過ごすことで一緒にいることの意味を知った。

「今日、あの人と話した時にさっき見た動画のプレコ思い出しちゃって。魚と一緒だね。嫌がらせに理由なんてなかったし、理不尽な目に遭ったらすぐに環境を変えればよかった。あの時はみっともなく思えて禎高にも相談しなかったけど、つまらない意地を張らないでちゃんと話しておけばよかったね。自分の中のいい部分だけ見せようとしてた。……でも」

　真夏は禎高を見つめる。

「再会した後、私は別れるつもりだったからなんでも言いたいこと言ったし、呆れられればいいって肩肘張らずに気を抜いて過ごしてた。今だってすっぴんだし。禎高はそんな私でも受け入れてくれたし、一緒にいると前よりも居心地がいいと思ってる。忘れてたと思っていた禎高を好きという気持ちも今はちゃんとあるよ」

「真夏……」

「禎高と付き合っていても、付き合っていなくても嫌がらせされてた可能性があったんだよね。うだうだ気にしてたのが馬鹿みたい」

　彼は察しの悪い男ではない。話の流れ的に、真夏がなにを言おうとしているのか薄々勘付いているのだろう。

　隠しきれない喜びの色が切れ長の眼差しに滲んでいる。

　その嬉しそうな瞳を見て、彼は本当に自分のことが好きなのだと伝わってきて真夏の胸が熱くなった。

「最後にひとつだけ聞きたい。……禎高は本当に私でいいの？　私にとって禎高は素晴らしい男性だけど、禎高にとっては私である必要はないよね。禎高の周囲には素敵な女性がたくさんいると思う」

「……そうか。俺は真夏がいいと何度も言いつづけてきたけど、それだけじゃ不安みたいだからメリットをはっきり言うよ。俺は小学校から真夏と一緒に過ごしてきたから、真夏がどんな学生生活を送ってきたかも把握している。昔の交友関係もね」

「うん」

「真夏はタチの悪い人たちとの交友関係もないし、それこそクラスで誰かをいじめてたりということもない。すごくクリーンだ。それだけで棟寺家の嫁として迎えるには最高の条件だ」

「え？　それだけで？」

　真夏はびっくりして目を瞠ったが、彼は真面目な顔で頷く。

「うちは一族経営だけど、直系と傍系では立場が違う。重要な役職に優先されるのは直系だから、傍系はなんとかして俺たちを蹴落とそうとする。それがわかってるから子供の頃から振る舞いには気をつけるよう言われてきたけど、結婚相手の過去まではどうにもならないだろう？」

「それって、もしかして」

「俺の叔父さんの奥さんは気が強い人で、子供の頃にいじめをしていたらしいんだよね。大人になって改心したみたいだけど、そんなこといじめられた側は関係ないよな。叔父さんの奥さんの過去を調べた奴が、いじめられてた人を面接と称してわざわざ会社に連れてきて……」

　想像するだけでも地獄の光景だ。しかも、叔父さんとやらには非がない。

　そもそも、たいしたことをされていない真夏ですら昨日会った彼女を許せなかった。

　子供のいじめはタチが悪いし、被害に遭った人は復讐のチャンスがあるならと会社にやってきたのだろう。

「俺が学生の時のことだから現場を見てないけど、かなり大変だったらしいよ。叔父さん自身は問題ある人ではないんだけど、本社にはいられなくなって今は他県にいる。結果、空いたポストに傍系の奴が収まったよ。まあ、それはそれでかなり揉めたけど」

「そう……」

「でも、真夏はそういう心配は一切ない。すごくクリーンな学生生活を送ってきたのを傍で見てる。真面目な伴侶っていうのは直系にとって、容姿や家柄よりも優先すべきことだ」

　真夏にとっては真面目に生きるのは至極当然のことで、特別なことではなかった。むしろ面白みがないとまで思うくらいだ。

　それでも、禎高──棟寺商会の直系にとっては価値のあることらしい。

　平淡に感じていた自分の人生が認められた気がして真夏は嬉しくなった。

「まあ、真夏はかわいいし、両親も素敵な人たちだけどね」

　彼は真夏が気後れしないように、伴侶が真面目であることはメリットだと言ってくれた。それを伝える上で「容姿や家柄よりも優先すべき」という言葉を用いたが、だからといって真夏のそれが劣っているわけではないと言葉にしてくれるところに禎高の人柄を感じる。

（ああ、やっぱり優しい）

　真夏はしみじみ思った。

「ねえ、これで納得した？　もう別れるって言わない？」

「それは確約できないけど」

「なんで！　今のそういう流れだったよね？」

　彼が少しだけ声を荒らげる。

　淡々と真夏の話を聞いてくれたけれど、初めて鬼気迫るような表情をしてきた。

　もしかしたら、ここまで真夏が頑なでいるのが想定外だったのかもしれない。

「未来のことはわからないし、責任持てないことは言えないよ。今後はどうかわからないけど、今のところは別れたい気持ちはなくなった」

「そっか」

　禎高はほっとした表情を浮かべる。

（本当に私と別れたくないんだ……）

　わかっていたけれど、かなり強く彼に思われていると痛感する。

　今後、彼以上に自分を求めてくれる人には出会えないだろう。そう言いきれるくらい愛されている。

「再会した直後は動揺のほうが大きかったけど、この三ヶ月また一緒に過ごしてすごく居心地がよかった。私を大切にしてくれるのがわかったから……嬉しくて、やっぱり好きだなって思って。ただ、同じ目に遭うのが怖くて迷っていた。でもね、今日吹っ切れた。会いたくなかったけど彼女のおかげだね」

　言葉に出しながら、真夏は自分の思いを確認する。

　すると、禎高は缶ビールをテーブルの上に置いた。真夏のも取り上げられる。

　二人とも少し喉を潤す程度でほとんど飲んでいなかったし、食べ物に到っては一切箸をつけていない。

　禎高は真夏を抱きしめると、そのままソファの上に押し倒してきた。

「んっ」

　のしかかられてキスをされる。ビールの苦みが伝わってきた。

「ん……っ。ちょっと待って。食べてからにしようよ」

「待てない。後でなんでもしてあげるから、今だけは俺の我が儘聞いて」

「……！」

　キスをしたまま服の内側に手を入れられる。キャミソールをたくし上げられて、胸に直接触れられた。

「あっ……」

　急いた手つきだったけれど、触れる力は優しい。大きな手が真夏の胸を柔らかく包みこんでくる。

「ん……ぅ」

　唇から彼の喜びと興奮が伝わってくる。いつもより吐息が荒い気がした。

（ちゃんと思いあってするのは、久しぶり……）

　再会してから肌を重ねていたものの、それは別れ話に付随するものだ。真夏は別れるつもりでいたし、快楽を享受しながらも微妙な感情が胸にしこりを残していた。

　しかし、今は違う。

　正真正銘、恋人同士のセックスだ。ここに懸念材料はない。

「はぁ……っ、真夏……」

　禎高が唇を貪りながら、胸の先端をきゅっと摘まんでくる。

　ぴくりと腰が浮けば、次の瞬間ショーツを一気に下ろされた。早業すぎて驚く。

　禎高はＴシャツを脱ぐと、ソファから降りて床に膝をついた。

「真夏、お尻上げて」

「え？」

　言われたとおり腰を上げれば、彼は脱いだシャツを真夏の尻の下に敷いた。その後、膝を左右に割り開かれる。

「待って。まさか……」

　露わになった秘処に禎高の顔が寄せられた。

　先程唇にしたのと同じように、激しく秘裂に吸いついてくる。

「ああっ」

　なぜ彼がＴシャツを真夏の下に敷いたのか理解した。ソファを汚さないためだ。

　愛液と唾液が混じったものが彼の服を濡らしていく。

「やぁ……」

　ソファに座る自分と、床に跪いて奉仕する禎高。

　口淫自体は珍しくないけれど、この状況でされるのがすごく恥ずかしい。

　先程まで飲んでいた缶ビールが視界に入ると、余計にこんな場所で感じさせられているという気分になってくる。

「んうっ！」

　禎高は大きな音を立てて真夏の蜜をすすった。絶対にわざとだ。

「やっ……」

　足をもがかせると、舌が真夏の中に入ってくる。

　肉厚の舌は円を描くように真夏の媚肉を内側から押し拡げた。蜜口がどんどんほぐされ柔らかくなっていく。

「ひあっ」

　彼は舌を抽挿しながら、親指で真夏の花芯をぐりぐりと押しつぶしてきた。

　内側と外側、両方から快楽を与えられて真夏は高みに誘われる。

「あっ、禎高……っ。待って、私……」

　禎高は話せない代わりに、きゅっと強く蜜芽を押しつぶしてきた。次の瞬間、真夏の頭が真っ白になる。

「あ──」

　がくがくと腰が震え、彼の顔に秘処を押し当ててしまった。真夏はとんでもない体勢で絶頂を迎える。

「……っ」

　ぐったりとしてソファにもたれかかれば、顔を濡らした禎高が立ち上がって寝室に消えた。彼はスキンの箱を取ってすぐに帰ってくる。

「ベッドでしないの……？」

「ベッドでもするよ。ここでもするけど」

　彼は立ったまま、昂ぶったものにスキンを被せていった。

　座っている真夏の顔の位置と彼の腰が同じ高さなので、まさに目の前である。

　先端に透明な滴が滲み、筋が浮き立った熱杭に薄いゴムが被せられていく光景がとても淫らで、真夏は思わず顔をそらした。

「真夏、ちょっと立てる？」

「うん……」

　手を引かれて立ち上がる。すると、彼が濡れたシャツの上に座った。向かい合うようにして真夏に自分の膝を跨がせる。

「腰、下ろせる？」

「うん」

　彼の肩に手を当て、ゆっくり腰を下ろしていく。雁首を受け入れた瞬間、感じる部分をくびれにひっかかれて軽く達してしまった。

「んっ……」

　ろくに動けずきゅっと禎高にしがみつく。真夏の媚肉は繋がった先端だけをしめつけた。

「はは……っ。かわいい、真夏」

「ひあっ！」

　禎高は真夏の腰を掴むと、下から突き上げてくる。一気に最奥まで挿れられて、思わず背筋を仰け反らせた。

「ああっ！」

　先日、陰核の皮を剥かれた時ほど強い刺激を与えられたわけではない。

　それなのに、彼にされることすべてがこれ以上とない快楽となって真夏に襲いかかってきた。

「ハァ……っ。真夏、感じやすくなってる？」

　額に汗を滲ませながら禎高が問いかけてくる。

「だって……っ、ん。なんか、今日、おかしい……」

「いいよ、一緒におかしくなろう」

「あっ！」

　禎高が下からがつがつと腰を突き上げてくる。身体が沈めば、自重で余計に深く彼を受け入れてしまった。

　結合部はもうぐちゃぐちゃだ。愛液がしぶいて彼の下腹と太腿を濡らしていく。

「ひう……っ、んっ、ああぁ」

「真夏。キスして」

「ん……」

　対面座位だと真夏の顔の位置が上になる。禎高はキスを求めて真夏を見上げていた。

　彼の薄い唇が開き、迎え舌のように赤い舌先が覗いている。

　今キスをしたら容赦なく貪られる予感がした。

（でも……）

　わかっていても止められない。

　微かに開いた唇を重ねれば、案の定口の中を蹂躙された。舌を擦り合わされ、吸われ、甘噛みされる。

　そうしながら激しく突き上げられた。

　気のせいでなければ、キスをした瞬間に彼のものが一回り大きくなった気がする。

　真夏は必死になって彼にすがりつくことしかできない。

「んっ、ん……っ、あっ、んむっ」

「はぁ……ッ、ン、真夏……」

　大きな右手が真夏の臀部を掴み、指先が柔肌に食いこむ。痛くはないし、むしろ彼の興奮具合が伝わってきて胸が騒いだ。

　彼の左手は後頭部を押さえていて、キスから逃がしてくれない。

　何度も軽く達してしまい、そのたびに彼をしめつける。

「……っと。我慢しなくてもよかった」

　なにかに気付いたように、一瞬だけ唇を離した禎高が呟く。

　そして思いきり最奥を穿った後、彼のものが打ち震えた。

「あっ……」

　薄い膜の中に精が吐き出されていく。

「──ッ」

　深く息を吐いた後、彼の動きが止まる。

「真夏、ちょっと腰を上げてくれる？」

「うん」

　真夏が腰を上げる。彼は手早くスキンを処理すると、流れるような動作で新しいものをつけた。再び真夏の手を引いて繋がろうとしてくる。

「えっ。ベッドに行かないの？」

「ちゃんと行くよ。ほら、腰下ろして」

「……っ」

　真夏は戸惑いながらも腰を下ろす。吐精したばかりなのに、彼の雄はまだまだ硬かった。

　すると、彼はスキンの箱に手を伸ばし、未使用のパッケージを取り出すと真夏に持たせる。

「え？」

「ベッドでも使うから、落とさないようにちゃんと持っててね。あと、しっかり俺に掴まって」

「えっ？　……っ、ああっ」

　禎高は真夏の膝裏に腕を差し入れると立ち上がった。宙に足が浮いて心許なくなり、真夏は咄嗟に彼の腰に足を絡ませる。

　スキンを握りながら、彼にしっかりとしがみついた。

「嘘っ、ちょっと待って」

「少しでも離れたくないから、このままベッドまで行くよ」

「あっ」

　彼は真夏と繋がったまま寝室に歩いて行く。

　一歩一歩進むたび、その振動が真夏の最奥をくすぐった。蜜口がぐっと割り開いて、根元の深い場所まで彼の雄を飲みこんでいる。

「あっ、……っ、ああっ」

　繋がったまま歩かれるのは初めてだ。

　ベッドやソファでするのとはまた違った挿入感に真夏の唇から声が漏れる。

　スキンを持っているほうの手に力を入れすぎないようにすると、もう片方の手が力んでしまい指先が彼の逞しい背中に沈んだ。くいこんだ爪先が彼を傷つけてしまう。

「あっ……背中、ご、めん……っ、ぅあ……ん」

「……ッ、そんな声出して煽らないで。俺は真夏を安全にベッドに運ばなきゃいけないんだから」

「だったらっ、ん、下ろしてくれれば……っ、ああっ」

　真夏の秘処から飛沫が上がり、ぽたりとフローリングの上に落ちた。

「真夏、すごくえっちだね。かわいい」

「ひうっ」

　愛おしそうに真夏の首筋にキスをして、禎高はベッドまでゆっくり進む。

　ようやくベッドに下ろされると、彼のものが抜かれて四つん這いにさせられた。ひくつく蜜口に、ぴとりと先端があてがわれる。

「真夏……っ」

「あああっ！」

　腰を掴まれて後ろから貫かれる。ぎゅっとシーツを握りしめると皺が寄った。

「はあっ……真夏。もう、別れるとか言わないで……俺の傍にいて。なんでもしてあげるから」

　腰を穿ちながら請うように彼が囁く。禎高の表情は見えなかったけれど、切ない目をしてそうなことは付き合いの長い真夏にはわかった。

「ねえ、真夏。……お願い」

　請いながらも、真夏に返事をする隙を与えてくれない。

「あっ、ああっ、んっ、あうっ」

　真夏は嬌声を零すことしかできなかった。

　薄い膜越しに彼の熱が伝わってくる。

　後ろから激しく穿たれて彼の陰嚢が真夏の尻にぶつかってきた。

　彼の生殖器の一部が直接自分に触れてくると思うと、余計に感じてしまう。

「ああっ……」

　彼の指先が真夏の下腹を撫で、それから蜜芽に触れてきた。

　それだけならいいが、なんとその指先が皮を剥こうとしてくる。

「あっ……！　それは……っ、ああ」

「大丈夫、やりすぎないようにするから。少しずつ慣らしていこうね」

　あっという間に無防備になった真珠を指先でこねくり回された。

　下腹部に熱が溜まり、なにかが出そうな気配がする。

「ダメ……！　出ちゃう！」

「出して」

「恥ずかしい……からっ、んっ、あ」

「お願い、気持ちよくなって。恥ずかしい姿、俺だけに見せて」

　きゅっと花芯を引っ張られた。すると、下腹部に力が入らなくなり呆気なく決壊してしまう。

「あ──」

　小さな孔から透明な水が放物線を描いて放たれた。シーツに染みが拡がっていく。

「ハハ……っ。かわいい、真夏。上手に潮吹きできたね。……本当にかわいい」

　ぴくりと、禎高のものが嬉しそうに真夏の中で跳ねる。

　一度潮を放ってしまうと歯止めが利かなくなった。何度も放ってしまう。

「あうっ……ん、ああ……」

　びくびくと肩を震わせると禎高は皮を被せてくれる。

「とりあえず、今はこのくらいにしておこうね。後でまた剥いてあげる」

「え……？」

　禎高は皮の上から蜜芽を愛でてくる。

　先程よりも刺激は強くないけれど、十分すぎるほどの快楽を真夏に与えてきた。

「あっ、あぁ──」

　潮は吹かないまでも達してしまう。愛液がとめどなく流れ、彼のものに絡みついた。

　大きな陰嚢も蜜にまみれて濡れている。

「ン……っ、真夏……！」

　腰の速度が速くなる。

　彼が肩口を甘噛みしてきた。それと同時に雄が打ち震える。

「あ──」

　杭を引き抜かれた瞬間、真夏は自分の体重を支えられずにベッドにうつぶしてしまった。

　彼のものは埋められていないのに、秘裂は開いて濡れた桃色の粘膜をさらけ出している。

　抜かれる刹那、雁首に強くひっかかれた場所がじんじんと疼いて、真夏に淡い快楽をもたらしつづけていた。

　背後で使用済みのゴムを処理する音が聞こえる。

　だが──。

「えっ」

　新しいパッケージを開封する音が聞こえて、真夏は思わず後ろを振り向いた。まだ元気な熱杭に新しいスキンを装着しているのが見える。

「まさか……」

「ごめん、収まりそうにない。とりあえず、もう一回だけ」

「あっ」

　真夏は仰向けにされる。彼が覆い被さってきた。

　ぐずぐずになった蜜口は雄を簡単に最奥まで誘ってしまう。

「ああ……」

「この体位が一番好きかも。いっぱいキスしたい」

　そう言いながら禎高はキスをしてきた。

　最奥をうがたれるたびに胸が大きく揺れて、行為の激しさを伝えてくる。

「んむっ……ん、……ぅ」

　肉厚な舌にかき回されて、口の中までどろどろにされてしまう。

　三回目は、彼が果てるまで一度も唇を離してくれなかった。







エピローグ








　季節は冬になろうとしていた。街並みもハロウィンから赤と緑のクリスマスカラーに変貌を遂げている。

　春になれば禎高の出向が終わるが、真夏と禎高は順調だった。距離的には離れてしまうが、それほど不安に思っていない。

　平日急に顔が見たくなればテレビ電話すればいいし、休日も会える距離だ。

　それに、真夏は恋人に依存するタイプではない。会えなくても意外と平気である。

　ある土曜日、真夏はまだ朝早い時間に目が覚めた。横向きに寝ていたが、背中側から禎高にがっしりと抱きしめられている。

（禎高より早く目が覚めるのは珍しいかも）

　昨日の夜も彼と肌を重ねたわけだが、真夏が別れを諦めてからというもの、彼の精力はものすごかった。

　それこそ、何連続でも真夏を抱いてくる。

　真夏が別れを切り出す前、普通に付き合っていた頃はいつも二回程度で終わっていたし、それが普通だと思っていた。

　あの頃より年を重ねたというのに回数が増えるなんて驚きである。

　禎高は「一年ぶんの反動」と言っているが、実は過去の彼は真夏に気を使っていたのではないかと考えていた。

　今はありのままの欲望を真夏にぶつけてくれるようになったのだろう。

　体力的には大変だし激しいけれど、苦しさを感じるような無理な抱きかたはしてこない。どこまでも気持ちいいだけの交わりだから、真夏もそれを受け入れていた。

　そんなわけで、終わる頃には疲れ果ててしまうから、朝は禎高が朝食の用意が終わってから目が覚める。

　しかし、今日はたまたま真夏のほうが早く目覚めた。

（二度寝しちゃおうかな）

　そんなことを考えていると、自分を抱きしめる腕の力が強くなる。禎高が起きたのだろうか？

　おはようと声をかける前に、彼が口を開いた。

「真夏、好きだ。結婚しよう。俺のお嫁さんになって」

「……」

「結婚したい。本当に結婚したい……」

　寝起きの掠れた声で、ぼそぼそとしゃべっている。

（これは寝ぼけているというより……）

　おそらく、真夏が寝ていると思って話しかけてきているのだ。

　現に、彼の囁きは小さくて真夏に聞かせようという意思は感じない。ただただ自分の思いを吐露しているだけ。

「結婚しようよ」

　請うように紡がれた言葉に、真夏は返事をしていた。

「いいよ」

「えっ」

　禎高の声色が変わった。一気に覚醒したようだ。

　がばっと上半身を起こして真夏を見つめてくる。

「おはよう、禎高」

「……っ、真夏。起きてたの」

　彼は口元を押さえて顔を真っ赤にしている。独り言を聞かれて動揺しているのだろう。

「うん、ちょっと前に起きた。そしたら、禎高が話しかけてきて」

「……いや、あれは、その……いやいやいやいや。ちょっと待って」

　かなり動揺しているようだ。あの禎高が狼狽える姿に笑ってしまう。

「やり直させて。プロポーズはちゃんと計画してるんだ。でも、なんというか……真夏と一緒に寝る時は毎朝あれを言うのが習慣になってて」

「いつも言ってたの？」

「普段から少しずつ言葉に出しておかないと、結婚したいという気持ちが暴走しすぎて勝手に結婚式場見学の予約とかしちゃいそうだし。言うとすっきりするんだ」

　禎高は大きな溜め息をつく。

「格好悪いな。ちゃんとプロポーズする予定で……いや、それはするけど」

「そっか」

「……ちょっと待ってて」

　禎高はベッドから降りると、クローゼットから紙袋を取り出す。それをベッドの上に拡げた。

「わぁ……式場のパンフレット？　あっ、指輪のパンフレットもある」

　鮮やかなカラーのパンフレットだ。デザインが素敵なのはもちろん、表紙の印刷もかなり凝っている。

「正式なプロポーズは後日改めて行うとして、式場見学の予約を入れよう。クリスマス後だと殺到しそうな気がするから、今のうちに予約して日程を押さえたい。気になる式場があったら教えて。俺が予約するから」

「う、うん。……でも、こういうのってご両親への挨拶が先じゃないの？」

「それも重要だけど見学はしておこう。優先順位はこっちが上。見学してすぐに式場を予約するわけじゃないんだから、早いうちに見て回ったほうがいい」

　たくさんのパンフレットは彼が取り寄せたのだろう。プロポーズ後のことまで準備済みなのはとても彼らしいと思った。

　しかも、聞かれたならもう仕方ないと見学予約をしようと切り替えるのも合理的だ。

　確かにクリスマスの後は式場の見学予約が殺到しそうである。早めに動いたほうがいい。

「じゃあ俺は朝ご飯の準備をしてくるから、真夏はゆっくりしてて」

　真夏の頬にキスをして禎高は部屋を出ていく。その足取りは軽やかで、彼の機嫌がいいことがわかった。

　その背中を見送って真夏は目を細める。

　彼は棟寺商会の御曹司だし、結婚したら大変なこともあるだろう。直系と傍系では一悶着ありそうだし、親戚付き合いも苦労しそうだ。

（でも、一般家庭の人と結婚しても親戚関係で困るかもしれない。こういうのは運でしかないよね。なるようにしかならないし、それなら好きな人と一緒に人生を歩みたい。結局、人生の最期まで一緒にいるのは夫だから）

　不安がないわけではない。ただ、それよりも彼と一緒にいたい気持ちのほうが勝る。

　彼と別れないと決めた時から覚悟は決まっていた。

　彼が望んだからではなく、真夏自身の意思で彼と共にありたい。禎高のことが好きだから。

　少し開いたドアから機嫌のよさそうな鼻歌が聞こえてくる。

　禎高にとっては予定外のプロポーズだろうけど、幸せの予兆を感じた真夏は微笑んだ。







おまけ「新婚初夜」








　プロポーズから約一年半後、禎高と真夏は無事に結婚式を挙げた。

　本当はもっと早くに結婚したかったけれど、どの結婚式場でも大安となる土日を予約しようとすると最短で一年待ちだったのだ。

　大安にこだわらなければ、もっと早くに挙式できた。

　しかし棟寺商会の次男ともなると、当然そこもこだわらなければならない。

　もちろん予約をする前に式場を選ばなければならず、結局結婚まで一年半もかかってしまった。

　気がつけば三十路も迫ってきている。

　そんなわけで、禎高と真夏は挙式したらすぐに子供を作ろうと計画をしていた。

　実は真夏の母親は高齢出産で、かなり苦労したようである。陣痛十数時間の後に緊急帝王切開になり、産声が聞こえた時は意識朦朧だったらしい。

　そんな話を聞いていた真夏は、結婚したら早めに子供がほしいと思っていた。禎高も家族計画に賛成してくれる。

　結婚式が終わり、その夜──ホテルのスイートルームで二人は初夜を迎えることとなった。

　一生に一度のことだからと禎高が用意してくれたハイクラスホテルのスイートルームは最上階にあり、大きなガラス窓からは景色を一望できる。

　とにかく豪華な部屋だった。結婚式場でも見たような大きなシャンデリアが天井から吊り下がっている。

　二人で過ごすのにベッドルームが三つもあるし、ソファやら椅子やらがたくさんあった。クローゼットもウォークインタイプでかなり広い。

　テーブルの上にはウェルカムフルーツが鎮座していた。

　こんな部屋に泊まれるなんて、一生の思い出になるだろう。

　ともあれ、結婚式の後に二次会にも顔を出した二人はとりあえずシャワーを浴びることにした。ちなみにバスルームも二つあるので、順番を待つことなく身体を洗える。

　結婚式でしっかりセットされた髪はシャンプーをしてもなかなか泡立たず、洗うのにかなり苦労した。成人式に振り袖を着た時も大変だったな……なんて昔のことを思い出す。

　バスルームに置いてあったバスローブはふわふわで着心地がよかった。これは売店で同じものが売っているらしい。商売上手である。

　真夏がバスルームから出ると、禎高は既に椅子に座って足を組みながら真夏を待っていた。

　彼はホテルの避難経路の地図を見ていたようである。結婚式を挙げたというのに、浮かれずにまず避難経路をチェックするなど本当に頼りになる男性だ。

「水でも飲む？」

　禎高はホテルの名前が入ったミネラルウォーターを手渡してきた。真夏はキャップを開けて口をつける。

　味はコンビニで売っている水と大差なかったけれど、部屋の雰囲気のせいでなんとなく高級な感じがした。

「どうする？　ソファでゆっくりする？　それともベッド行く？」

「ベッドで横になりたいかな」

「……わかった」

　禎高の声色がわずかに硬くなる。

　ベッドに行くというのはそういうことだ。もう数えきれないほど肌を重ねているけれど今日は特別な日だし、初めて避妊をしない予定である。

　三箇所あるベッドルームのうちどれを使うかを話しながら、二人はベッドを選んだ。

　真夏がベッドの淵に腰掛けると、禎高は煌々とした灯りを間接照明に切り替える。

　やや明るい気がするが、初夜の思い出が暗すぎるのも嫌なので真夏は恥ずかしくても我慢することにした。

　禎高は真夏の隣に腰を下ろすと、そっと手を握ってくる。

「今日はお疲れ様。俺の関係者が多くて気疲れしたでしょ」

　いきなり押し倒してくるわけでもなく、まずは気遣ってくれるのが嬉しい。

　真夏は「大丈夫だよ」と返事をし、ぽつぽつと結婚式のことを振り返る。

　それはとても静かな時間だった。

　禎高の隣は居心地がいい。一度は別れを切り出したけれど、だからこそ今の二人がある。

「真夏のこと、絶対に大事にするから」

　ぎゅっと抱き寄せられると、それが始まりの合図となった。

　額に、耳に、頬に、首筋に、優しくキスをされる。

　ようやく唇が重なると、ゆっくりと押し倒された。キスはどんどん深く激しいものになっていく。

「……っ、んぅ」

　真夏も必死になって舌を絡め返した。呼吸もままならないけれど、この激情を余すことなく彼に伝えたい。

　唇を重ねたまま、禎高がバスローブの紐を解いてくる。

　そこで急に禎高が動きを止めた。顔を離して驚いたように真夏を見つめる。

「え？　どうかした？」

「……いや。真夏、下着をつけてなかったんだなって」

　どうやら、彼はバスローブを脱がせたら下着姿になると思っていたらしい。

「えっ。こういう時って下着をつけるのが普通なの？」

「ごめん、俺もそれは知らない。でも、いつもお風呂上がりに真夏は下着をつけてるから、てっきり今日もそうかと思ってた」

「だって、シャワーを浴びたらすぐにするって思ったんだもん。わざわざ下着をつけてたら邪魔だし、汚しちゃうかなって思って」

　……そう、ここは家ではなくホテル。汚れた下着を洗濯籠に放りこめるわけもなく、わざわざビニール袋に入れて持ち帰らなければならないのだ。

　真夏は合理的な行動をとったつもりだけれど禎高は目を眇める。

「あー、もう。俺がどれだけ紳士的に振る舞おうと頑張ってるかわかってる？　俺に抱かれるために下着をつけずにいたなんて聞かされたら、真夏がかわいすぎて理性をかなぐり捨てたくなるよ」

　そう言った禎高の表情は、怒っているのか困っているのか読み取れない。

　ただ、とにかく真夏を好きなのだということは伝わってきた。胸が熱くなる。

「禎高が理性を捨てたらどうなるの？」

「は？」

「いつも優しくしてくれるから、我慢しないとどうなるのか気になる」

「いや、それはさすがに……」

　禎高は気まずそうに視線をそらした。しかし、否定する声は弱い。

（自分の思うままにしてみたいって気持ちも少しはあるのかな？）

　真夏は思いきって提案してみる。

「せっかくの初夜なんだから禎高の好きにしていいよ。……激しくてもいい。優しい禎高も好きだけど、違うところも知りたいから。夫婦になったんだから隠さないで見せてほしい」

　彼のことだから、それはもう夢のような初夜にしてくれる予定だったのだろう。いきなり押し倒すこともなく、雰囲気作りをしてくれた。

　──とはいえ、理性をかなぐり捨てた禎高を見てみたい。

　そのほうが忘れられない初夜になる気がする。

「真夏……。……わかった」

　禎高は一度真夏を抱き起こすと、バスローブから腕を抜かせて脱がせてくる。そして、自身もバスローブを脱ぎ捨て裸になった。

　彼のものは筋を浮き立たせながら天を向いている。

（あれが、直接私の中に……）

　真夏はごくりと喉を鳴らした。すると、彼が真夏を優しく寝かせてくる。

　いつもならそのまま覆い被さってきて、優しく愛撫してくれるところだ。

　しかし彼は真夏の足を割り開くと、顔を挟むようにして両肩に担ぐ。真夏の下半身は斜めに持ち上がり、秘処が彼の目の前にきた。

「え？」

　真夏は驚きつつ、下から禎高を眺める。もっとも、自分の身体が邪魔をして彼の顔は上半分しか見えない。

「俺が真夏のここにどういう風に触れているか、ちゃんと見て」

　そう言うと、彼は秘裂に舌を這わせてきた。

「ひうっ」

　ざらりとした感触に、思わず腰が引けてしまう。禎高は逃がさないと言わんばかりに肩に担いでいる真夏の太腿としっかりと掴んできた。

「あっ……っ、ん、あぁ」

　舌先が花弁をめくってくる。内側の粘膜を丁寧に舌でなぞられるとお腹の奥が痺れた。

　ぎゅっと目を瞑ると、禎高が声をかけてくる。

「ちゃんと見てほしい」

「……っ」

　真夏は目を開ける。すると、秘処に口づけている彼と視線が交わった。

　その瞬間、奥から蜜があふれ出す。

「やぁ……っ」

　彼との行為において口淫をされるのは珍しくない。

　それでも、されている時の彼の顔を見たことはなかった。

　今、初めてまざまざと見せつけられて身体が熱くなる。

「ああっ……」

　伏せがちの目から彼の睫の長さがわかる。本当に整った顔だ。

　顔のいい男が、自分の大切な部分を懸命に舐めていると思うと倒錯した気分になる。

「……あぁ、んっ」

　禎高は時折、きちんと自分を見ているか確かめるように真夏に視線を向けてきた。目が合うたび蜜口がきゅんと疼いてしまう。

　花弁の外側はもちろん、内側にいたるまで丹念に舐めつくされる。

　蜜と唾液が混じり合った体液が臀部に伝っていった。その感覚にぞくりと腰を震わせる。

　舌を抽挿されるのも、じっとり舐められるのも、そして舌先でわざとらしく花弁をめくられるのも、全部気持ちよかった。

　彼の荒々しい吐息も真夏の感じる部分をくすぐってくる。

　ひくりと蜜口がわななけば、その上で大きくなった秘芽に唇が押し当てられた。そのまま口で皮を剥かれる。

　何度も何度もそこを剥かれるうちに、簡単に真珠が露出するようになってしまった。

「ああっ！」

　剥き出しになった秘玉を唇の裏のねっとりとした粘膜で擦られて、一際大きな快楽が襲いかかってきた。

　痺れそうなほど気持ちよい。

「あぅ、っ、んっ、ひぁ……っ」

　与えられる刺激の強さに真夏は涙目になる。

　無防備な花芯は彼の口内で弄ばれた。舌先で転がされ、食まれ、軽く歯を当てられる。

「ま、待って……イっちゃう……」

　真夏が呟けば彼の目がまっすぐ真夏を見てきた。舌の動きが激しくなる。

「……っ」

　──このまま、舐める俺を見ながらイって。

　そう言われた気がした。彼は真夏から目をそらさないし、真夏も彼を見つめ返す。

　その瞳の奥に強い執着を覚えた瞬間、強く蜜芽を吸われて真夏は上りつめた。

「……っあ、もう……、っ、んっ、あぁ──」

　どぷりと奥から蜜が溢れて彼の顔を濡らす。

　がくがくと腰が震え、その直後に力が抜けた。快楽に溺れた真夏が目を閉じれば、禎高はようやく真夏の足を肩から下ろしてくれる。

「はぁ……っ、はぁ」

　真夏が荒い呼吸をしている横で、彼は脱ぎ捨てたバスローブで顔を拭った。その仕草が淫猥に見えてどきりとしてしまう。

　禎高は真夏の足の間に身体を滑りこませ、昂ぶったものの先端を蜜口にあてがってきた。

「あっ……」

　絶頂の余韻で震える蜜口に熱いものが押し当てられる。

（とうとう、禎高と本当に繋がるんだ……）

　いつもはスキンをつけているけれど今日は直接繋がる。

　緊張と期待が入り混じり、胸の鼓動が激しくなった。心臓の音がうるさいくらいに頭の中に響く。

「挿れるよ？」

　彼はきちんと伝えてくれた。真夏が頷くのを確認してからようやく腰を進めてくる。

「……っ」

　熱杭に隘路が開かれていく。ゴム越しよりも彼の熱が伝わってくる気がした。

　浮き立った筋も、雁首のくびれも如実にわかってしまう。

「──ッ」

　ぎりっと、禎高が歯を食いしばった。眉間に皺が刻まれて綺麗な顔がゆがむ。

　つらそうな顔だけれど、色気があふれ出た表情で真夏は思わず見惚れてしまった。

「ちょっと、これは……ッ、ン、すごすぎる……。真夏の中、ッ、すごく熱くて……」

　禎高の声は震えていた。かなりの快楽を感じているみたいだ。

　確かにスキンをつけなかった場合、より強い快楽を得るのは男性側だろう。

「真夏の中は知りつくしたつもりでいたけど、俺っ、ン、全然わかってなかった……！」

　掠れ声と共に楔がゆっくりと埋められていく。

「ここ……上のほう、ざらざらして……こんなに、絡みついてくるとか……ッ、あ……」

　スキンのぶん質量が減ったはずなのに、彼のものが今までにないくらい大きく感じる。しかも、とても硬い。

「真夏……ッ」

　ゆっくりと時間をかけながら、禎高はようやく最奥に到達した。こつんと深い場所を穿たれると、きゅっと蜜口がしまる。

「ン……待って。少し落ち着かせて」

　禎高は真夏に覆い被さると、鼻先にちゅっと口づけてきた。その表情にはいつもの余裕がない。

（待ってなんて、いつもは私が言わされるのに……）

　真夏も初めて直接繋がったことに感動を覚えど、快楽に翻弄される禎高を見て胸がそわそわした。

　自分より余裕がない彼を見ると、かえって落ち着いてしまう。

　禎高は深く繋がったまま動かず呼吸を整えていた。形のいい額には汗が滲んでいる。

（こんなになるまで感じてくれるなんて、嬉しい）

　そう思うと、もっと彼に気持ちよくなってもらいたくなる。

　真夏は下腹に力をこめた。すると、禎高が「ッ」と小さく呻く。

「ま、真夏……？」

「いっぱい気持ちよくなって」

　真夏は臍の下あたりを意識して彼をしめつけながら、微かに腰を揺らした。

「ア……っ、ン、ぁあ──」

　禎高の薄い唇から嬌声が零れ落ちる。

　真夏の動きはぎこちないけれど、それでも彼は強く感じているようだ。

「んっ、禎高……っ、気持ちいい……？」

「気持ちよすぎて、頭がおかしくなりそう」

　禎高は軽く首を横に振る。

「でも……俺は、ン、まずは……真夏に、気持ちよくなってほしいから……」

　彼がゆっくりと腰を引く。そして抜け落ちそうになる直前、思いきり腰を打ちつけてきた。

　最奥を強く穿たれ、お腹の奥で快楽が弾ける。

「ひうっ！」

「真夏のイイところ、たくさん突いてあげる」

　禎高の声は上擦っていて、いつもの余裕が感じられない。

　激しく腰を穿たれるけれど乱暴な動きではなかった。真夏がつらくないよう、しかし気持ちよくなれるような腰遣いである。

「あっ、ああっ──」

　少しは禎高を翻弄できたと思ったのに、簡単に立場が逆転してしまう。蜜を滲ませながら秘処が波打てば、禎高の顔が赤くなった。

「あ……ッ、くそ、格好悪い……」

　そう吐き捨てた後、禎高のものが大きく震える。熱い精が真夏の最奥に叩きつけられた。

　じわりと身体の中に拡がっていく彼の熱に、真夏はうっとりと目を眇める。

「あ──」

　初めて中で出されたけれど、とても心地よい。彼との性交はいつだって気持ちよいが、精を注がれるのはまた独特の感触だった。

　ゴム越しでは絶対に感じることのない快楽が真夏を飲みこんでいく。

「……ッ」

　熱い衝動を解き放った禎高は短く息を吐く。その表情には少しだけ冷静さが戻りつつあった。

　それでも、瞳の奥に強い劣情が滲んでいる。

「いつもは……出した後、すぐ抜いてるから……、ン、ずっと繋がったままでいられるのは、不思議な感じがする」

「うん、そうだね。でも、すごく気持ちいい」

「俺も……」

　禎高が唇を重ねてきた。口内に滑りこんできた舌先は震えていて、真夏はきゅんとしてしまう。

（嬉しい……！）

　禎高は真夏に気持ちよくなってほしいと言うけれど、真夏だって彼に思う存分気持ちよくなってほしい。

　わずかな動きからも彼がいかに快楽を享受しているのかが伝わってきて、真夏の胸は弾んだ。

　つい調子に乗って、再び下腹に力をこめる。

「ッ……！」

　禎高が唇を離し、顔をゆがめた。

「ねえ、禎高……」

　──上になって動いてみたい。

　そう伝えようと思った次の瞬間、唇を覆われ腰を強く打ちつけられる。

「……っ！」

　甘い刺激に最奥が痺れた。さらに、出されたばかりの精を奥に押しこまれた感触がする。

「んっ、ん……、んむっ」

　禎高は真夏の唇を貪りながら激しく腰を穿ってきた。

　粘膜と粘膜が直接擦れ合う感触が快楽となり真夏を溺れさせていく。

　雁首が真夏の弱い部分を容赦なく引っかいていった。

　内側を満たしている精が掻き出されそうになったり、押しこまれたりを繰り返す。大きく硬い熱杭はもちろん、精液の感触も真夏を乱れさせた。

　口を吸われながら、真夏はどんどん追い詰められていく。

「はぁ……っ、ん！」

　禎高の逞しい身体にぎゅっとしがみつきながら真夏は高みに上りつめた。蜜口が彼をしめつける。

「あぁ──」

　絶頂の余韻に浸っていると、禎高は繋がったまま上半身を起こして膝立ちになった。

　そして、再び皮を被ってしまった蜜芽に親指を押し当ててくる。

「……！　まさか……」

「もっと気持ちよくしてあげる」

　するりと、簡単に皮を剥かれてしまった。赤く充血した秘芽は親指で押しつぶされる。

「ひあっ！」

　潰されるたびに何度も小さく達してしまう。

　さらに、抽挿されながら弄られると強い快楽に襲われた。お腹の奥がじんと熱くなり、なにかがこみ上げてくる感触がする。

「やあっ……このままじゃ、んうっ、出ちゃう……」

「出していいよ」

　押しつぶされるだけだった蜜芽を摘ままれ、引っ張られた。その刺激で呆気なく達して潮を放ってしまう。

　快楽の証しはゆるい放物線を描きながら禎高の鎖骨を濡らした。

　顔にかからなくてよかったけれど、それにしても飛びすぎである。とても恥ずかしい。

「やぁ……！」

　潮を放った小さな孔がじんじんと疼く。禎高は剥いた皮を指で押さえながら腰を揺らしてきた。

「あうっ！　んっ、あぁ……」

　真夏の媚肉が彼を強くしめつける。

　ねだるように奥へと向かって波打つけれど、吐精したばかりだからか禎高は少し余裕のある表情をしていた。

「ハァ……っ、本当にすごい……。いつも、こんな風に俺をしめつけていたんだね。……ン、小さな動きも全部伝わってくる……」

　そう伝えてくる間も、彼の指先は絶えず真夏の花芯をくりくりと刺激してくる。

　初めてその部分の皮を剥かれた時の真夏は快楽に押し負けてしまい、わけがわからなくなってしまった。

　それから時間をかけて何度も触れられるうちに、上手に快楽を受け止められるようになったのである。

　禎高によって真夏の身体は変えられてしまった。

　蜜芽の根元を爪先で軽く引っかかれると、再び真夏は達してしまう。

　放たれた液体が再び禎高を濡らした。

「やぁ……！」

　汗や体液でお互いぐちゃぐちゃである。繋がっている部分がどうしようもなく熱い。

　禎高は最奥に己を押し当ててきた。

「奥、すごく吸いついてくる。お腹の中でもキスされてるみたい」

「あっ、あ──」

　弱い部分を圧迫されて真夏はまた気をやってしまう。連続で達する真夏を見て禎高はとても嬉しそうだ。

「二回目は持つかなって思ったけど、真夏の中が気持ちよすぎてもうダメかも。……でも、何回でもできそう」

　そう呟くと、彼は大きく腰を穿ってきた。

　とろとろになった媚肉を硬い楔に容赦なく擦られて、指先まで痺れるような感覚に陥る。

「真夏……っ」

　ずっと弄られていた花芯を強く押しつぶされた。

「あっ……！」

　腰を跳ね上げながら達すると、彼のものも大きく震える。

　真夏の中に再び熱い精が吐き出された。絶頂の最中に注がれると頭がふわふわする。

　禎高は注ぎ終えた後、ゆっくりと腰を引いた。

　花弁をめくりながら雄を引き抜けば、秘裂からねっとりとした白濁が零れていく。

　自分の放ったものが真夏の中から出てくるのを眺め、禎高は恍惚とした表情を浮かべた。

「すごい……最高の眺めだ」

　絶頂の余韻で真夏の秘裂はひくひくとわなないている。

　外に流れ出ようとする精液を押し戻すように、禎高は再び熱杭を真夏の中に埋めていった。

「ああっ」

　雁首が媚肉を押し拡げながら進んでいく感触に、真夏はたまらず禎高に向かって手を伸ばす。

「今日は俺の好きにしていいんでしょ？　理性を捨てて真夏をとことん愛しつくすから、俺の愛がどれだけ重いか思い知ってね」

　禎高はそう呟くと真夏と指を絡めた。重なった手をシーツに縫い留めてキスをしてくる。

「昔から、ずっと変わらずに真夏だけを愛してる。これからも大切にすると誓うから」

　結婚式の時とは違う、二人だけの誓いの言葉。

　そこには溺れそうなほどの深い愛と、微かな執着が混じっていた。

　ねっとりとした腰遣いに彼の本質が覗き見える気がする。

（一生逃げられなさそう。……まあ、逃げるつもりもないけど）

　そんなことを思いつつ、真夏も彼の望む言葉を口にした。

「私も禎高を愛してる。私がこんなに好きになるのは禎高だけだよ」

　禎高は目を細める。搦めた指に力をこめれば、同じ強さで握り返された。
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　はじめまして、もしくはこんにちは。こいなだ陽よう日かと申します。

　この度は拙作をお読みいただき誠にありがとうございました。

　私は普段ファンタジー系のＴＬ小説を書くことが多いので、現代が舞台となる話を書くのはとても久しぶりになります。

　濃密ラブルージュ様といえば刺激的な表紙とホットなラブシーンたっぷりの恋物語！

　そういうわけで、今回はラブシーン多めの話を書かせていただきました。ラブシーンを書くのが大好きなので楽しかったです！

　さて、本作の舞台である微妙な田舎は私が過去に住んでいた場所をモデルにしております。都会にお住まいのかたは「そんなことある？」と思われたかもしれません。私の住んでいた場所はそんなこともあったのです……！

　電車よりもバスの本数が少ないので、バスの時間にあわせた電車に乗る必要があります。

　わざわざそんなことをしなくても、バスが来るまで駅周辺で適当に時間をつぶせばいいと思われるかもしれません。

　実は時間をつぶすような場所がないのです。中途半端な田舎において、無人駅ではないものの近くにコンビニすらない駅は結構あるのです！（駅前にコンビニや喫茶店がないのはかなり不便です。あるのは飲み物の自販機のみ！）

　微妙な田舎に住んでいると電車の時間とバスの時間はセットで調べますし、ダイヤ改編期にはきちんと電車とバス両方の時刻表を入手します。

　そんなわけで、交通手段に車を選ぶ人が圧倒的に多いです。車は一家に一台ではなく一人一台！　禎高は電車に自分の時間を合わせたくないので当然車です。まあ彼は真夏のためならいくらでも時間を合わせますけどね！

　後書きが田舎語りばっかりになってしまいますね。電車もバスもあるのならそこまで田舎ではないかもしれませんが、本作の舞台は「大きな工場や住宅地はあるけれど車がないと不便な中途半端に田舎の場所」ですので！

　さて、今回素敵な表紙を描いてくださった夜や咲ざきこん先生、本当にありがとうございます。憧れのヒロイン主観表紙！　ヒーローが格好いい！　ドキドキします！　こんなに素敵な表紙の作品をリリースできて幸せです！　ありがとうございました！

　プロットから改稿、校正に到るまで細かく見ていただいた編集様、ありがとうございました。的確なアドバイスのおかげでこの物語が完成しました。大変お世話になりました！

　それでは、最後までお読みいただきありがとうございました。最大限の感謝を！

　感想などいただけましたら幸いです。またお目にかかれますように。






こいなだ陽日
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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